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仕様書のサマリー

■件名：
令和3年度学びと社会の連携促進事業(教育/EdTechイノベーション創出支援事業)

■目的・趣旨：
成長する世界市場も視野に入れつつ、民間を主体とした日本の教育/EdTech分野におけるベンチャー企業等の育成・発展に必要な仕組みを構築すること
で、教育/EdTech分野でのイノベーションを促進し、10年後を見据えて、未来の創り手である次世代人材を育む学習環境つぐりに資する新たな教育
/EdTechサービスの社会実装の実現を目指す。

■事業の内容：
１．次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施
◇教育分野におけるスタートアップ企業 20社程度にプログラム提供し、期間は、2021年10月下旬頃から2022年1月下旬頃までの3か月程度とする。
・メンタリングの実施
・ピッチイベントの開催
・コミュニティの形成
・効果検証

２．次次代の教育/EdTechイノベーター向けのイベント実施
◇対象は次代よりも前段階の者として、教育業界でのイノベーションに対して関心・アイデア・ プロトタイプなどを持っている企業、

団体、個人(次次代の教育/EdTechイノベーター)を巻き込む仕掛けとしてイベントを実施する。
・イベント(ワークショップ等)の実施
・コミュニティの形成
・効果検証

３．海外におけるEdTechイベント等への参加支援
◇国内のEdTech関連企業を海外の投資家等にアピールする機会を設け、海外のEdTechイベントへの登壇及びICT教育展示会への出展の機会

を提供
・SXSW EDU（アメリカ）への登壇又は出展機会の提供
・BETT SHOW （イギリス）への出展
・効果検証

４．最終報告書の作成
◇教育/EdTechイノベーションの担い手育成の仕組み(育成 プログラムやコミュニティ等)が将来的に自走可能となるための計画を盛り込む
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①イベントの企画・提案
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１ ． 事 業 の 背 景 と 仮 説
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１．事業の背景と仮説

2019年12月13日に閣議決定された令和元年度補正予算案において、児童生徒向けの１人１ 台端末と、高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備するための
経費が盛り込まれ、「GIGAスクール構想」が始まった。

教育イノベーション関連では、２０１７年１２月、経済産業省が「未来の教室」とEdTech研究会を発足し、第一次、二次提言を発信し、EdTech導入補助金、
STEAMライブラリー等積極的に民間の知恵と公教育の接点を見出し、多くの成果を導いた。

文部科学省は、２０１８年６月Society 5.0 に向けた人材育成 ～ 社会が変わる、学びが変わる ～（所謂、林プラン）を発信し、デジタル化推進本部が発足。２０
１８年１１月に「柴山・学びの革新プラン」、新時代の学びを支える先端技術活用推進方策（最終まとめ）を発信し、その後の「GIGAスクール構想」を推進す
る各種施策を実施。

２０２１年９月には、日本のデジタル化（DX）を推進すべくデジタル庁が発足。重点取組である準公共分野のデジタル化のひとつに教育分野を掲げ、２０２２年
１月にはデジタル庁、文部科学省、経済産業省、総務省と合同で、「教育データ利活用ロードマップ」を公表。

（１）背景

動き始めた日本の「教育のデジタル化」
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１．事業の背景と仮説

「GIGAスクール構想」をはじめとする教育のデジタル化は、これからの教育を考えるうえで旧来の教育に戻ることのできないほどの大きな進捗を
みせた。そこには、既成概念に囚われず、自身のアイデア、プラン、サービス・プロダクトに先端性・汎用性のある技術を積極的に活用し、新し
い教育のあり方を提唱し続けてきた教育イノベーターの存在が大きかった。

しかし、教育現場への浸透には大きな課題が山積し、これからは、具体的なビフォア・アフターを見せていく必要があり、更に教育イノベー
ターの位置づけは大きくなると考える。

ここで言う「教育イノベーター」とは、革新者、変革者と定義されるが、一般的な起業家のみならず、以下の５つに分けられると考える。
経済産業省の「未来の教室」とEdTech研究会では、これら、ベンチャー企業起業家や大企業、自治体、教員や研究者も交え、議論を重ね、各種提
言につなげていった。

（１）背景

教育のデジタル化を推進するイノベーターの存在

https://tomoruba.eiicon.net/articles/200

・起業家 （アントレプレナー）
・社会起業家（ソーシャルアントレプレナー）
・社内起業家（イントラプレナー）
・先生起業家（ティーチャープレナー）
・研究起業家（アカデミックプレナー）

TOMORUBA
特集インタビュー／「EdTech」のフロントランナー・佐藤氏】＜後編＞
教育業界にイノベーションを起こすのは業界“素人”のスタートアップ
ーーその理由とは？
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１．事業の背景と仮説

EdTechの市場規模と起業家（アントレプレナー）の動向
世界のEdTech市場規模は17兆円（2018年）から38兆円（2025年）の二倍になると予想されている。国内市場規模に関しては、約2500億円から3200億円
（2025年）程度の規模が予想される。

（１）背景

出典：野村総合研究所「ITナビゲーター2020年版」https://www.jetro.go.jp/ext_images/industry/service/
edtech/edtech_project2008.pdf

JETRO

国内EdTechカオスマップ

出典：スタディプラス 出典：atamaPlus EdTech研究所

東アジアEdTechカオスマップ

EdTech起業家（アントレプレナー）の動向
日本のEdTechスタートアップ数の明確な統計・調査は存在しない。理由としては、不明確なスタートアップの定義や生まれては消えていく企業も多く、
その正確な数の把握は困難となっている。しかし、国内企業や調査機関による、カオスマップによるプレイヤーの動向は把握可能となっているが、毎年、
新規プレイヤーが次々に生まれている状況とはいえない。考えられる仮説としては、「教育は変わらない」「儲からない」と言われる、教育の閉鎖感、
事業の難易度の高さがあると予想する。

出典：Holon IQ
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１．事業の背景と仮説

（１）背景

https://geac.jp/

https://www.edtech-japan.com/
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海外への挑戦
日本のEdTechスタートアップが海外に情報発信する機会は多いとは言えないが、世界の教育イノベーションに関するハブとも言えるカンファレンスやコ
ンペティションなどへつなげる国内事業者・団体の取り組みがある。

GESA（グローバルEdTech推進委員会）
Global EdTech Startups Awards（GESA）は、2021年世界で最も有望なEdTechスタートアップを
表彰する、世界最大のEdTechスタートアップコンペティション。
GESAロンドン本大会への出場権をかけ、日本予選を主催

EdTech Japan（一般社団法人教育イノベーション協議会）
2015年より、国内のEdTechスタートアップの海外進出支援及び海外の先進事例を国内に
フィードバックするために、米テキサス州オースティンで開催されるSXSWedu
（サウス・バイ・サウスウエスト）やEdTech Europeなどへ出展。EdTech Japanとして活動する



１．事業の背景と仮説

（２）見えてきた課題（仮説）

＜課題（仮説）＞

■EdTechイノベーター（挑戦者）の不足

・新しい起業家（アントレプレナー）がでてこない
・現在活躍しているEdTechイノベーターが固定している
・成長する世界市場を視野に入れたグローバルで活躍するEdTechイノベーターが少ない

■EdTechイノベーターを輩出・支援するエコシステムをどう作るのかわからない

・新しい起業家（アントレプレナー）たちが孤軍奮闘（孤立化）している
・受け入れる学校等の教育機関や教育者たちとの接点がない
・国や企業もエコシステム創出に向けたEdTechイノベーター支援をどのようにするべきかわからない

新型コロナウィルス蔓延をきっかけとしたインフルエンザなどの感染症による臨時休業の常態化や様々な格差や画一性からくる不登校の増、こ
れまでの知識注入から主体的な学びへの移行、そして海外の先進的な取り組みから見ても、「いつでも、どこでも、誰でも」学べる公教育の環
境・制度の見直しは必須であると考える。そのためにも、教育のデジタル化を推進することは必須であり、これまで国と民間を挙げて取り組ん
できた教育イノベーションを更に推進することは急務と考える。
そのうえで、前述した教育イノベーターの５属性から特にEdTechという観点から「起業家（アントレプレナー）」の課題と次の起業家を輩出す
る素地となる教育改革のモーメンタムの更なる盛り上がりに着目し、

教育イノベーションを推進する担い手(EdTechイノベーター)や、それを支えるコミュニティを醸成し、どうしたら、EdTechサービ
スの社会実装の基盤（エコシステム）を整えることできるか？

というテーマに対する課題（仮説）をたてる。
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１．事業の背景と仮説

本事業では、

実証事業を通し、教育イノベーションを推進する担い手(EdTechイノベーター)や、それを支えるコミュニティを
醸成し、どうしたら、EdTechサービスの社会実装の基盤（エコシステム）を整えることできるか、の仮説検証・
考察を実施する。

（３）EdTechイノベーターの2つの障壁と6つのニーズ（仮説）

教育イノベーション協議会では、2012年よりEdTechスタートアップの支援を実施してきた。
（EdTech Japan Pitch Fes、EdTech Japan Global Pitch、EdTech Japan、Edvation × Summit 等）
それらの活動を通して、教育イノベーター育成における「2つの障壁と６つのニーズ」が見えてきた（仮説）。

＜６つのニーズ＞
１．サービスの社会実装

（学校、自治体、企業、個人等の顧客開拓・導入先開拓）
２．メディア等を活用した広報支援
３．国や自治体等への、実証事業を含む相談
４．大手事業会社等との業務連携
５．ベンチャーキャピタル等による資金調達支援
６．教育理論や公教育等、特有の制度や考え方に対する助言

＜２つの障壁＞
１．教育の閉鎖感 （教育は変わらなそう、学校には入れなさそう）
２．事業化の難易度（教育は儲からなそう）

新しい挑戦者を増やすためには２つの
障壁を乗り越える必要がある

教育イノベーターの活動を支援し、
成果を上げていくには６つのニーズ
を満たしていく必要がある

仮説
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２ ． 事 業 の 概 要
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２．事業の概要

※プログラム名を、「Edvation Open Lab」とし、今後の教育イノベーションの推進、EdTechに振興を図る。

（１）事業の目的（基本方針）

①事業実施の基本方針

本提案では、以下の基本方針を定める。

基本方針
・アイディアフェーズからシードフェーズまで、多様な事業者を対象とする。
・次代、次次代の育成にあたってはEdTechサービスの社会実装を第一の目的とし、必要な支援を実施する。
・これまで教育以外の業種で活躍してきた事業者の、教育分野への参入を歓迎する。
・グローバルを視野に入れた教育事業に取り組む事業者を歓迎する。

EdTechによる教育イノベーションという文脈において、国が主導する教育政策や、それに係る実証事業等を通じて、社会
的インパクトをもたらした事業者は一定いるものの、今後、民間主導で教育イノベーションを推進するには、続くシード
フェーズの次代、アイデアフェーズの次次代の発掘・育成や、異業種から教育分野への参入後押し、グローバルへの接続は、
永続的な教育イノベーション推進において、必須である。

それに向けて、インキュベーションを軸としたコミュニティを形成し、教育イノベーションを推進する担い手（EdTechイ
ノベーター）や、それを支えるコミュニティを醸成することで、EdTechサービスの社会実装の基盤を整えることを目指す。
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２．事業の概要

EdTechサポーター：
EdTechを活用した新たな教育サービスへの投資・連携インセ
ンティブを持つ主体

例:教育出版業界、通信教育事業者、通信事業者、教育分野で
のオープンイノベーションに関心のある事業者、自治体、 ベ
ンチャーキャピタル等

（２）３事業について

①業務内容

コミュニティの醸成
実施する各施策と、SNSのプラットフォームでのコミュニケーションを介したEdTechコ
ミュニティを運営。EdTechサポーター、EdTechイノベーター、次代、次次代の相互な接点
を作る。

効果検証、最終報告書の作成
実施する各施策により、各レイヤーのイノベーターにどのような変容があったか、アンケー
ト又はインタビューを行い、実施内容と共に最終報告書にまとめる。

EdTech

イノベーター

次代

次次代

EdTechイノベーター（メンター含む）
未来の教室採択事業等で
シリーズA~Cの企業(※注1)、有識者

次代
次代のEdTechイノベーターで
シードラウンドの企業
（サービス・コンテンツ有り）
※異業種からの参入企業も含む

次次代
教育イノベーションに関心
を持つ企業、団体、個人
（アイデア、プロトタイプ有り）

インキュベーション（育成）
約3ヶ月のメンタリング、ピッチイベントへの登
壇機会を設ける。ピッチイベントでは、社会実
装に向けた進捗を社会に発信する。
(事業期間中に全応募企業が最低1回は登壇)

イベント
イノベーションの第一歩を目指し、インプット、
仲間探しを目的としたセミナー、ワークショッ
プ、交流会、LT会参加の機会を設ける。

メンタリング
未来の教室などで実践しているイノベーターを
中心に次代のイノベーターへのアドバイス、支
援を実施。（企業のみならず、NPO、研究者な
どの有識者も含む）

海外EdTech
イベントへの
登壇・出展支援

海外志向の事業者
に向けて、海外の
投資家やソリュー
ションを必要とす
る教育関係者への
発信機会を設け、
グローバルと接続
の足がかりとする

※注1:ベンチャーの成長ステージ(参考:https://globis.jp/article/7035) 12



２．事業の概要

（３）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

①プログラム概要と企画方針

異業種のうち教育分野への

進出を検討している企業

教育分野における

スタートアップ企業やベンチャー企業

コミュニティ

EdTechイノベーターの担い手同士や、担
い手とサポーターが参加・交流できる場
の構築

教育／EdTechに関する最新情報を入手で
きるアンテナとしての役割

メンタリング

各分野の専門家による、次代のEdTechイ
ノベーターへの知識やノウハウ等に関す
る支援と育成

ピッチコンテスト

次代のEdTechイノベーターの事業進捗発
表の場の提供、及び投資や連携にインセ
ンティブを持つサポーターとのマッチア
ップ機会の提供

・日本における教育/EdTechの分野において、10年後を見据えた次世代人材の育成とともに、新たな教育/EdTechサービスの社会実装を目指す
ことを基本方針とする。
・来年度以降の本事業の自走を見据えた、次年度以降も実施できる効果的かつ再現可能なプログラムの企画・提案を基本とする。
・次代のイノベーターにとって最も必要な「社会への提案力」を育成・支援するプログラムを展開する。

企画方針

次代のEdTechイノベーターを効果的かつ継続的に育成していくための体制を整備
13



２．事業の概要
（３）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

②プログラムの流れ

プログラムの

企画・提案
公募・選定

メンタリングの

実施

ピッチイベントの

開催
コミュニティ形成 効果検証

EdTech企業や業界団体から

のスポンサードを想定し、

素地となる認知、会員候補

者の獲得を目指す

ピッチコンテストの

実施と広報

メンタリングの

実施

担い手を支える

コミュニティ作り

一般公募や業界団体への協

力要請、他業務で関連する

企業・団体にも募集告知を

行う

・主にシードフェーズを

対象とする。

EdTechサービスの社会実

装を目的としているこ

と。

・ 現在所属する分野に関

しての制限は設けない 。

教育以外の分野で活躍し

てきた事業者の、教育事

業への参入を歓迎するた

め。

募集方針
・Facebookグループ機能

を用いEdvationOpenLab

のグループを設立

メンター及び参加者にグ

ループへの登録を要請す

る。

・メンターの情報がわか

るリストから自身に必要

なメンタリング相手を選

び、参加者側からメン

ターへメンタリング依頼

を行う。

「Facebook プライベー

トグループ」機能によ

り、対象を限定したコ

ミュニティ構築・コミュ

ニケーションが可能。

教育／EdTechイノベーター

の担い手同士や、担い手とサ

ポーターが参加・交流できる

場の構築

教育／EdTechに関する最新

情報を入手できるアンテナと

しての役割

EdTechを活用した新たな

教育サービスへの投資や連

携にインセンティブを持つ

主体(サポーター)と、投資

等の支援対象である参加者

とのマッチアップ

プログラムのゴールとなる

社会実装へ向けた進捗確認

と成果発表

キックオフ

ピッチイベント

参加者それぞれの

スタート地点の把握

成果報告会

本育成プログラムで辿り着

いたゴールの確認

担い手同士や、担い手とサ

ポーターが交流するためのコ

ミュニケーション機能や

担い手のサービス情報や、教

育/EdTech業界に関する最新

情報など、様々な情報を自由

に共有する機能を実装

定期的にコミュニティ及び

ウェブサイトに情報を投稿

し、ウェブサイトとコミュニ

ティの接続と相互連携を図る

活動をコミュニティ上
で見える化

次代の教育/EdTechイノ

ベーターに対する育成プロ

グラム実施の目的である

「次代の教育/EdTechイノ

ベーターの育成プログラム

のあり方について検討す

る」の観点における調査と

分析を行う。

本事業の目的である永続的

な教育イノベーションの推

進のため「シードフェーズ

の次代、アイディアフェー

ズの次次代の発掘、育成」

「異業種からの教育分野参

入企業の後押し」「グロー

バルの接続」の観点におけ

る定量的な効果検証を行う。

効果検証

KPI検証

1回：30分程度

コミュニケーション支援

コミュニケーション
環境の構築

メンタリング

14



２．事業の概要

ⅰ)メンタリングの実施概要

（３）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

②プログラムの流れ

プログラムの

企画・提案
公募・選定

メンタリングの

実施

ピッチイベントの

開催
コミュニティ形成 効果検証

具体的な課題を持つ参加者 事業内容や進捗等を鑑みて、

必要性が高そうな専門知識を持つ

メンターを事務局側で選定

事務局側より対象メンターへ

Facebookでメンタリング相談

事務局側より対象者へ

Facebookでメンタリング提案

事務局側のメンタリングフォロー

メンタリング数が少ない参加者

対象者と対象メンターを含む

チャットグループを作成

グループ内で日程調整の後、メンタリング実行

※イメージ
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２．事業の概要

キックオフピッチイベントについて

目的 参加者それぞれのスタート地点の把握

イノベーター
ストーリー

事業の現在位置の把握と今プログラムの
ゴールイメージ形成

サポーター
ストーリー

参加者の現在位置の把握と今プログラムのゴールイ
メージ形成

項目 提案内容

セッションの時間 1社4分程度（ピッチ4分）

イベントの狙い
・参加者のメディアへの露出
・専門家へのピッチ経験値の増加
・専門家からのフィードバックを直接得る機会の提供

マッチアップにつ
いて

・コンテスト後は交流会を行い、そこでメンターと参
加者とのコミュニケーションの機会を提供した。

（３）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

②プログラムの流れ

成果報告会について

目的 本育成プログラムで辿り着いたゴールの確認

イノベーター
ストーリー

プログラムを通して辿り着いたゴールとプログラム後
の「社会実装」までの道筋確認

サポーター
ストーリー

各事業が今プログラムで辿り着いたゴールの確認と
プログラム以降の支援を行うかの判断

項目 提案内容

セッションの時間
1社12分程度
（ピッチ7分、サポーターアンケート1分、フリーディス
カッション4分 ）

イベントの狙い

・参加者のメディアへの露出
・参加者とサポーターとの実証実験へのマッチアップ
・専門家（サポーター）へのピッチ経験値の増加
・専門家からのフィードバックを直接得る機会の提供

マッチアップにつ
いて

・ピッチ内容に対し、サポーターからフィードバック
や質問を投げかけて参加者と直接コミュニケーション
を取る時間を１社ごとに設けた。
・コンテスト後は交流会を行い、そこでサポーターと
参加者とのコミュニケーションの機会を提供した。
・イベント中にサポーターから支援意思のアンケート
を収集し、アンケート結果を参加者に共有することで
マッチアップの機会を創出した。

各コンテストの後は交流会を開催し、イノベーターとサポーターのマッチアップを支援

ii)ピッチイベントの開催概要
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２．事業の概要

ⅲ)コミュニティ形成概要

（３）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

②プログラムの流れ

プログラムの

企画・提案
公募・選定

メンタリングの

実施

ピッチイベントの

開催
コミュニティ形成 効果検証

担い手同士や、担い手とサポーターが

交流するためのコミュニケーション機能

担い手のサービス情報や、

教育／EdTech業界に関する

最新情報など、様々な情報を自由に共有する機能

• シードフェーズの次代の育成

• アイディアフェーズの次次代の発掘、育成

• シードフェーズの次代の育成

• アイディアフェーズの次次代の育成

• 異業種からの教育分野参入企業の後押し

・教育／EdTechイノベーターの担い手同士や、担い手とサポーターが参加・交流できる場の構築

・教育／EdTechに関する最新情報を入手できるアンテナとしての役割

（次代、次次代のコミュニティを同一コミュニティとして運用することを想定）

コミュニティの目的

コミュニティ実装機能
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２．事業の概要

［効果検証項目］
効果検証では、次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラム実施の目的である「次代の教育/EdTechイノベーターの育成プログラムのあり方に
ついて検討する」の観点における調査と分析を行う。
また、KPI検証により本事業の目的である永続的な教育イノベーションの推進のため「シードフェーズの次代、アイディアフェーズの次次代の発掘、育成」
「異業種からの教育分野参入企業の後押し」「グローバルの接続」の観点における定量的な効果検証を行う。

（３）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

③効果検証項目

項目 対応成果

育成プログラムに関する意識調査（アンケート） 次代の教育/EdTechイノベーターの育成プログラムのあり方について検討

育成プログラムに関する実地調査（ヒアリング） 次代の教育/EdTechイノベーターの育成プログラムのあり方について検討

本プログラム参加者の商談数・支援マッチング数
異業種からの教育分野参入企業の後押し
シードフェーズの次代の育成

コミュニティへの最新情報投稿数
次代、次次代のイノベーター育成
異業種からの教育分野参入企業の後押し

プログラムの

企画・提案
公募・選定

メンタリングの

実施

ピッチイベントの

開催
コミュニティ形成 効果検証
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２．事業の概要

（４）次次代の教育/EdTechイノベーター向けのイベント実施

①イベント概要

ワークショップ

社会実装に向けて「個人の理
想」を「社会の理想」に昇華
し、次代のイノベーターへの
道筋を確認するための理想設
計ワークショップを実施

オンラインセミナー

アイディアを形にする上で必
要な業界最新情報と社会実装
の為の知識を取得できるオン
ラインセミナーを実施

LT会( ﾗｲﾄﾆﾝｸﾞﾄｰｸ )

プレゼンを通して自身の現在
地の把握と様々な交流を支援
し、自身のアイディアへ専門
家からフィードバックを貰え
る場を提供

教育業界でのイノベーションに対して関心・アイデア・プロトタイプなどを

持っている企業、団体、個人（次次代の教育/EdTechイノベーター）を対象

次次代のEdTechイノベーターを
巻き込む仕掛けとして、イベントを実施

コミュニティ

業界最新情報の取得や次代
のノウハウの共有など、次
次代にとって効果的なコミ
ュニケーションの場を提供
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２．事業の概要
（４）次次代の教育/EdTechイノベーター向けのイベント実施

②プログラムの流れ

イベントの

企画・提案

イベントの参加

者募集・広報

LT会の

実施

オンラインセ

ミナーの実施

ワークショップ

の実施

コミュニティ

の形成
効果検証

企画方針

EdTech企業や業界団体からのスポンサード
参加者からの参加費、コンテンツのサブスク
リプションモデルを想定しており、今回はそ
の素地となる認知、会員候補者の獲得を目指
す。

主にアイディアフェー

ズを対象とし新たな事

業を生み出すことを目

的としていること。

これまで教育以外の分

野で活躍してきた事業

者の、教育事業への参

入を歓迎するため、現

在所属する分野に関し

ての制限は設けない。

基本的に開かれている

全ての講座を受講する

ことを要請する。

参加者募集･

広報基本方針
教育業界でのイノ

ベーションに対して

関心・アイデア・プ

ロトタイプなどを

持っている様々な企

業、団体、個人を対

象にLT会を行う。

次次代のイノベー

ター自身のアイディ

アを持ってプレゼン

を行ってもらうこと

で、自身の現在地の

把握と様々な交流を

支援し、自身のアイ

ディアへ専門家から

フィードバックを貰

える機会を設ける。

次次代のイノベーターへ

社会実装に向けて必要な

情報と教育業界の最新情

報を提供し、次代のイノ

ベーターへステップアッ

プしていくために必要な

知識をオンラインセミナ

ーを通して講義をする。

教育業界でのイノベーシ

ョンに対して関心・アイ

デア・プロトタイプなど

を持っている次次代のイ

ノベーターを対象に、社

会実装に向けて必要な技

術を体系的に学ぶワーク

ショップを行う。

アイディアフェーズの次

次代のイノベーターへ、

社会実装に向けて「個人

の理想」を「社会の理

想」に昇華するための理

想設計ワークショップを

行う。クリエイティブシ

ンキング・ロジカルシン

キング・システムシンキ

ングを適切に用いて自身

の理想を言語化し、社会

の理想へと広く昇華。

概要

次代のイノベーターと

次次代のイノベーター

のコミュニティを同一

で運用することにより、

業界最新情報の共有や

次代のノウハウなど次

次代にとっても効果的

なコミュニケーション

が生まれる事が期待で

きる。

また、参加者個々人の

人脈だけでは成しえに

くい、自身に近い仲間

や先輩とのコミュニケ

―ションがコミュニ

ティを通して生まれる

ことも期待できる。

Facebook

グループ機能を

活用

効果検証では次次代の教

育/Edtechイノベーター

向けのイベント実施の目

的である「イノベーター

を巻き込む仕掛けのあり

方を検討」の観点におけ

る調査と分析を行う。

KPI検証にて本事業の目

的である永続的な教育イ

ノベーションの推進のた

め「シードフェーズの次

代、アイディアフェーズ

の次次代の発掘、育成」

「異業種からの教育分野

参入企業の後押し」「グ

ローバルの接続」の観点

における定量的な効果検

証を行う。

教育業界でのイノベーショ

ンに対して関心・アイデ

ア・プロトタイプなどを

持っている企業、団体、個

人を対象に、仲間探しを目

的とした「交流会」、自身

のアイディアを発表する

「LT会」、次次代を教育す

る「オンラインセミナー」、

次次代が体系的に学ぶ

「ワークショップ」を実施。

来年度以降の本事業の自走

を見据えた、次年度以降も

実施できる効果的かつ再現

可能なプログラムの企画・

提案を基本とする。
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２．事業の概要

ⅰ)イベントストーリー

次次代の教育／EdTechイノベーター向けのイベント全体のストーリー（ゴール：次代へのステップアップ）

（４）次次代の教育/EdTechイノベーター向けのイベント実施

②プログラムの流れ

イベントの

企画・提案

イベントの参加者募

集・広報

LT会の

実施

オンラインセ

ミナーの実施

ワークショッ

プの実施
コミュニティの形成 効果検証

イノベーター
ストーリー

自身の現在地の把握と
様々な見地からの
多角的な情報取得

アイディアを形にする上で
必要な情報と知識の取得

社会実装に向けて
「個人の理想」を「社会の理想」に
昇華し、次代のイノベーターへの

道筋を確認

サポーター
ストーリー

次次代のイノベーターの
現在地把握とステップアップに

向けた課題点の把握

アイディアを形にする上で
必要な情報と知識の提供

「個人の理想」を「社会の理想」に
昇華する手法を提供し、
次代のイノベーターへの
ステップアップを後押し

一連のイベントを開催することにより、

次次代のイノベーターを巻き込んで次代のイノベーターの増加を図る

LT会の実施
オンラインセミナーの

実施
ワークショップの実施
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２．事業の概要

［効果検証項目］
効果検証では、次次代の教育／EdTechイノベーター向けのイベント実施の目的である「イノベーターを巻き込む仕掛けのあり方を検討する」の観点における調
査と分析を行う。
また、KPI検証により本事業の目的である永続的な教育イノベーションの推進のため「シードフェーズの次代、アイディアフェーズの次次代の発掘、育成」「異
業種からの教育分野参入企業の後押し」「グローバルの接続」の観点における定量的な効果検証を行う。

（４）次次代の教育/EdTechイノベーター向けのイベント実施

③効果検証項目

イベントの

企画・提案

イベントの参加者募

集・広報

LT会の

実施

オンラインセ

ミナーの実施

ワークショッ

プの実施
コミュニティの形成 効果検証

項目 対応成果

イベントに関する意識調査（アンケート） イノベーターを巻き込む仕掛けのあり方を検討する

イベントに関する実地調査（ヒアリング） イベントに関する実地調査（ヒアリング）

イベント参加登録数
アイディアフェーズの次次代の発掘
アイディアフェーズの次次代の育成

ワークショップでの理想設計完遂数 アイディアフェーズの次次代の育成

22



２．事業の概要

（５）海外におけるEdTechイベント等への参加支援

①企画概要

教育分野における企業（ベンチャー含む）のうち、海外志向の事業者

SNS広報

SNSを活用した、オンライン上で
のステイクホルダーとの接点創出

※追加施策

イベント登壇

海外におけるEdTechイベントへの
セッション登壇機会の創出（オンラ
イン）

ブース出展

ICT教育展示会へのブース出展機会
の創出（現地出展・オンライン商談
対応）

・次代、次次代の施策や「未来の教室」事業との連携を図り、相乗効果を期待できる方針で企画を進める。
・事前ガイダンスを通じて出展者のニーズを把握し、意向に沿った登壇・出展を実現する。
・COVID-19の動向をはじめとする社会的な情勢等を踏まえ、事前準備や出展形態の変更に柔軟できる事務局体制を整える。

企画方針

海外志向のEdTech関連企業に、海外の投資家等へのPR・マッチング機会を提供する
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２．事業の概要

①イベント名：SXSW EDU 2022

■開催期日：2022年3月7日～10日

■開催場所：米国テキサス州、オースティン

■開催趣旨、来場者属性等：

SXSW EDUは、4日間のカンファレンスセッション、ネットワーキングや

ワークショップから構成され、教育と学習の未来を見据えたコラボレー

ション、創造性、そしてエンゲージメントを中心としたイベント。

例年通り、学習の未来とイノベーションにフォーカスされているが、今年

はさらにパンデミック後の回復、遠隔による教育とスキルアップ、多様性

と包括性にもフォーカスされている。

SXSW EDU Online にて登壇機会の提供

セッション枠数：3枠
時間：60分／1セッション
配信期間：2022年3月7日～4月10日
形式：オンライン（事前収録）
内容：国の教育政策と、民間の取り組みを事例を通じて発信

SXSW EDU 2022 Social Media Packageを活用した広報

SXSW EDU公式ブログへの記事投稿の他、
SXSW EDU公式Twitterにて本事業の取り組みを紹介。

参考リンク：
SXSW EDU 公式Blog https://www.sxswedu.com/news/
SXSW EDU 公式Twitter https://twitter.com/SXSWEDU

②イベント名：Bett Show UK 2022

■開催期日：2022年3月23日～25日

■開催場所：英国 ロンドン ExCeL London

■開催趣旨、来場者属性等：

Bett Show は、教育テクノロジーの分野で業界を代表するイベントであ
り、800社を超える大手企業、100社を超える最先端のEdTechスタート
アップ、そして34,000人を超える参加者が集結。世界の教育コミュニ
ティの146か国以上の人々が集まり、教育の未来を見据えたインスピ
レーションを求め議論するとともに、教育者と学習者がテクノロジーと
イノベーションによってどのように成長するかを展望する。

ブース出展による商談機会の提供

ブース枠数：１枠（出展事業者１社につきカウンターを1つ設置）
開催期間：2022年3月23日～25日
形式：現地出展（オンライン商談を希望した事業者への対応有り）
内容：国の教育政策と、民間事業者のサービス紹介とデモ、マッチング

国の教育政策についてのパネル展示

ブース壁面を利用したパネル展示と、大型モニターを利用したCM動
画・ピッチ動画の投影。

SNS広報施策（SXSW EDU・Bett Show UK 共通）

COVIT-19の世界的な情勢変化により、ステイクホルダーとの接点をオンライン上で
つくるための広報施策を追加実施、「未来の教室」Facebookページとも情報連携。

Edvation Open lab Facebook ページへの日英二言語対応記事の投稿
LinkedInに特設ページを設置し、英語記事の投稿

※英語のみの情報リソースとして活用

（５）海外におけるEdTechイベント等への参加支援

②イベント概要
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２．事業の概要

2つのイベントに出展・参加した事業者（公募）を対象に、以下項目に関するヒアリングを行い、本事業の効果想定の基礎資料として活用するとともに、今後の
出展等の参考情報とする。

（5）海外におけるEdTechイベント等への参加支援

③効果検証項目

効果検証では、海外におけるEdTechイベント等への参加支援の目的である「海外の投資家等にアピールする機会を設ける」の観点における調査と分析を
行う。

効果検証項目

項目 対応成果

海外事業に関する意識調査（アンケート）

海外事業のあり方について検討①
①国内のEdTech関連企業を海外の投資家等にアピールする上で、

海外におけるEdTechイベントへの登壇機会・ICT教育展示会への出展機会が
有効か否か

②国内のEdTech関連企業を海外の投資家等にアピールする上で、
海外ののEdTechサービスのニーズ調査・競合調査や精査が有効か否か

SNSメディアのインプレッション数
海外事業のあり方について検討②
SNSでの広報が、オンライン上でのステイクホルダーとの接点創出に繋がるか否か

項目 対応成果

海外事業に関する実地調査（ヒアリング）
※対象：Bettブース来場者

海外事業のあり方について検討③
海外におけるEdTechイベントへの登壇機会・ICT教育展示会への出展機会が、
現地参加者にどのような印象を与えたか
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区分 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

次代

次次代

SXSW EDU
2022 登壇

Bett Show
2022 出展

契約

契約

結果
通知

★キックオフ
ピッチイベント

Edvation x Summit 
11/21 ＠パンダスタジオ

募集
準備
開始

★オンライン
イベント＃１12/20

★オンラインイベント＃２
★オンライン交流会2/2

メンタリング期間（1社：30分1セット×最低3回）

募集期間
10/15

~10/27

審査期間
10/25

~10/29 審査会

出展者
ガイダンス

出展内容
確定

イベント主催者への
コンタクト開始

備品類
発注

ブース
デザイン

出展者
ガイダンス２

★Bett 

Show本番

出演者の確定
主催者への変更手続

募集
〆切

結果
通知

募集開始 プログラム
委員会

プレゼン
内容収録審査会

イベント主催者への
エントリー締め切り

プログラム
委員会

プログラム
委員会

プレゼン
動画納品

★SXSW EDU本番

主催者へ
動画送付

効果
検証

効果
検証

２．事業の概要

（6）事業実施スケジュール

★成果報告会Day１開催
2/19＠CIC Tokyo

★成果報告会Day２開催
2/26＠CIC Tokyo

サポーター
マッチアップ

募集期間
11/30~12/20

募集期間
1/21~2/2

募集期間
2/4~2/24

★イベント＃３
2/24

★交流会
Edvation x Summit 
11/21 ＠ランゴロ
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審査
期間

募集開始
募集
〆切

結果
通知

審査
期間

審査会

契約

契約



３ ． 事 業 の 実 施 結 果

27



３．事業の実施結果

タイトル・序文

Edvation Open Lab概要情報

ニュース

次代のイノベーター育成プログラム情報

次次代のイノベーター向けイベント情報

採択者情報

メンター情報

サポーター情報

次代のイノベーター育成プログラム イベント情報

海外イベント登壇・展示会出展情報

海外イベント登壇・展示会出展 採択者情報

海外イベント登壇・展示会出展 イベント情報

項目 実施内容

ページ数 1

サポートOS

Windows 8.1+
Mac 10.12+
IOS 13+
Android 10+

サポート
ブラウザ

Google Chrome 80+
Microsoft Edge 81+
Safari 12+
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ウェブサイト（全体設計）

（1）ウェブサイトについて



３．事業の実施結果

ウェブサイト（タイトル・序文 Edvation Open Lab概要情報 ニュース）

（1）ウェブサイトについて
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３．事業の実施結果

ウェブサイト（次代のイノベーター育成プログラム情報 採択者情報 メンター情報 サポーター情報）

（1）ウェブサイトについて
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３．事業の実施結果

ウェブサイト（次代のイノベーター育成プログラムイベント情報 次次代のイノベーター向けイベント情報）

（1）ウェブサイトについて
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３．事業の実施結果

ウェブサイト（海外イベント登壇・展示会出展情報 海外イベント登壇・展示会出展 イベント情報 採択者情報）

（1）ウェブサイトについて
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３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

①プログラムの企画・提案

参加者が応募時点での事業内容をプレゼンテーションし、プログラム全体のキックオフを行う。

2021.11.21 キックオフピッチイベント

各社の事業内容や社会実装のための課題等について参加者が、投資家や起業家、教育専門家等の有識者に対
し直接相談する。相談方法は原則として、Webex等のオンラインツールを使用する。

2021.12 ～ 2022.2 メンタリング

期間内の事業成果報告と、ＥｄＴｅｃｈを活用した新たな教育サービスの社会実装に向けて、連携にインセ
ンティブを持つ主体とのマッチアップ及び社会実装に向けた進捗の発信を目的に、事業計画や社会実装を目
指した成果、将来展望等についてプレゼンテーションする。

2022.2.19＆26 成果報告会
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３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

②公募・選定の実施

本事業は、教育分野におけるイノベーション推進の担い手（EdTechイノベーター）と、それを支えるサポーターによるコミュニティを醸成し、世界市場
も視野に入れた教育分野のイノベーション・社会実装を推進することを目的とする。
そのため、シード・アーリーフェーズの企業又は異業種から教育分野へ参入して間もない／これから参入する予定の企業を対象として、メンタリングと
ピッチイベントを軸としたインキュベーションプログラムを提供するとともに、EdTechイノベーターとベンチャーキャピタル（VC）や事業会社、官公
庁や地方自治体、教育機関等とのマッチングを促す。

応募企業総数 37社

募集期間：2021 年 10 月 15日（金）～10 月 25 日（月）17時必着

応募対象者は以下のすべての要件を満たすこととした。

（１）就学前～初中等・高等教育、リカレント、民間教育を対象として、デジタルテクノロジーを活用して教育領域に変革をもたらす事業を現に行う、
又は行う予定のある企業

（２）シード※１・アーリーフェーズ※２の企業又は異業種から教育分野へ参入して間もない／する予定の企業（企業の規模・フェーズは問わない）

（３）事業の社会実装及び資金調達、事業会社や官公庁等との連携に意欲があり、 事業計画をプレゼンテーションすることができる企業

※１ シードフェーズとは、サービス・コンテンツのプロトタイプ以上のものを所有している企業又は資金調達額が3000万円程度の企業
※２ アーリーフェーズとは、事業を立ち上げたばかりでまだビジネスモデル等が安定して おらず、今後事業を拡大する可能性を実証することが求められ
る企業
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３．事業の実施結果

応募事業者37社から以下の選定基準により審査を経て20社を選定した。

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

②公募・選定の実施

Institution for a Global Society株式会社 福原正大様 株式会社すららネット 湯野川孝彦様

選定審査員

（１） 選定基準

① 事業の社会性・公共性・共感性（どのような社会的意義があるか）

② 事業の新規性・独自性・革新性（既にある類似事業に対し、どのような違いがあるか）

③ 事業の将来性・成長性・拡張性（今後どのような成長を見込めるか）

④ 事業の効果性（教育にどのような変革を与えるか）

⑤ 社会実装の可能性（①～④を踏まえ、社会実装を行うことができるか）

（２） 結果通知

結果については、11月上旬頃に一般社団法人教育イノベーション協議会から 各申請者宛に電子メールにて通知した。
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３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

②公募・選定の実施

採択者一覧①（50音順・敬称略）

赤松 大輝 / 株式会社BYSENT
未就学児童をメインターゲットに、保護者・先生と子どもの円滑で充実したコミュニケーションを
後押しする絵本アプリ：『NANIRO』
https://bysent.com/

安西 正育 / ベビカム株式会社
子育てが始まる前の学びと準備の重要性に対して、それが充分になされていない現状への問題提起
と解消を目指す：『ベビカム』
https://www.company.babycome.jp/

岩城 信二 / tanQ株式会社
化学や歴史、農業、経済といった様々なジャンルをボードゲーム化し、ゲーム×チームで学ぶオン
ライン探究型通信教育：『タンキュークエスト』
https://www.tanqfamily.com/

加山 緑郎 / 株式会社4COLORS
パワーポイントから音声付きの音声動画を生成するサービス：『PIP-Maker』
https://www.pip-maker.com/
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３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

②公募・選定の実施

採択者一覧②（50音順・敬称略）

衣川 洋佑 / 株式会社baton
ゲームとして遊びながら漢字を学ぶスマートフォン用学習アプリ：『漢字ダッシュ』
https://play.google.com/store/apps/details?id=com.baton.shootkanji&hl=ja&gl=US

知的好奇心の強い若者に向けたメディア：『QuizKnock』
https://portal.quizknock.com/

小林 達也 / アスフィール株式会社
中高生の部活動を支援するEdTechサービス：『Asfeel Bukatsu Manager』
https://apps.apple.com/jp/app/asfeel-bukatsu-manager/id1469487721

齊藤 涼太郎 / FULMA株式会社
動画制作者・投稿者に憧れる子どもたちへのオンライン学習環境とカリキュラム：
『FULMA Online』
https://fulma.com/online

佐藤 勝彦 / TANREN株式会社
撮影された動画から営業・接客練習動画パフォーマンスを評価するシステム：『TANREN』
https://tanren.jp/
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３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

②公募・選定の実施

採択者一覧③（50音順・敬称略）

真田 諒 / WeAdmit Technologies, Inc.
アメリカの高校生向けに提供しているオンデマンド受験相談・受験支援と学習ソリューション：
『WeAdmit』
https://www.weadmit.com/

庄司 裕一 / センセイプレイス株式会社
「自分に合わせた勉強法やモチベーションに悩みがある」学生に向けたオンライン個別学習：
『センセイプレイス』
https://senseiplace.com/

田上 智裕 / 株式会社techtec
ブロックチェーン技術を活用し、「学習するほどトークンがもらえる」eラーニングシステム：
『PoL』
https://pol.techtec.world/

竹内 孝太朗 / モノグサ株式会社
記憶定着のためのワンストップソリューション「解いて覚える記憶アプリ」：『Monoxer』
https://corp.monoxer.com/campaign/trial/?utm_medium=cpc&utm_source=google&utm_term=monoxer&gcli
d=Cj0KCQiAnaeNBhCUARIsABEee8UPObvVgHepauD8-
sGUjnSxJgTld4kMiCNFXZsJ49n6PQyXQ5x3LCAaArt8EALw_wcB
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３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

②公募・選定の実施

採択者一覧④（50音順・敬称略）

田中 悠樹 / 株式会社Study Valley
「生徒・教員・教科・社会がつながる探求学習」の実現を目指すオンライン学習プラットフォー
ム：『TimeTact』
https://www.studyvalley.jp/timetact/

月館 海斗 / 株式会社すみか
学生が望む方面・分野で働くOB/OGにZoomで進路相談できるアポイントプラットフォーム：
『Canau』
https://note.com/kaito12c/n/n3aed67dfe25e

中村 俊介 / 株式会社しくみデザイン
初めて触った誰もが感覚的に扱えるノーコードプログラミングツール：『Springin’』
https://www.springin.org/

松田 孝 / 合同会社MAZDA Incredible Lab
子どもたちの振り返りコメントをもとに学習動画コンテンツをレコメンドする：『Shuffle.』
https://mazda-lab.co.jp/
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３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

②公募・選定の実施

採択者一覧⑤（50音順・敬称略）

三浦 里江 / キッズウィークエンド株式会社
オンラインで社会学習や職業体験を提供する：『kids weekend』
https://www.kidsweekend.jp/portal

山崎 未希 / 株式会社INERTIA
プログラミングにアートの要素をかけ合わせたオンライン教材：『easel』
https://lp.easelart.io/

余島 純 / 株式会社VARIETAS
実際的な問題や未練に捉われることなく、自らの興味関心に大して率直な形で学習や研究をオンラ
イン上で行えるプラットフォーム：『JISSEN-chi』
https://jissen-chi.varietas.co.jp/
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各社の事業内容や社会実装のための課題等について参加者が、投資家や起業家、教育専門家等の有識者に対し直接相談した。
相談方法は原則として、Webex等のオンラインツールを使用した。
＜以下のニーズに対して相談可能なメンターへ依頼した＞
①サービスの社会実装（学校、自治体、企業、個人等の顧客開拓・導入先開拓）
②メディア等を活用した広報支援
③国や自治体等への、実証事業を含む相談
④大手事業会社等との業務連携
⑤ベンチャーキャピタル等による資金調達支援
⑥教育理論や公教育等、特有の制度や考え方に対する助言

３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

③メンタリングの実施

メンター一覧（敬称略）

atama plus株式会社 稲田 大輔 CICJAPAN合同会社 名倉 勝

株式会社レアジョブ 中村 岳 株式会社コードタクト 後藤 正樹

株式会社すららネット 湯野川 孝彦 株式会社プロゴス 安藤 益代

聖心女子大学文学部教育学科 益川 弘如 関西学院千里国際中高等部 米田 謙三

East Ventures株式会社 夏目 英男 新渡戸文化中学高等学校 山本 崇雄

株式会社リクルート 山口 文洋 Institution for a Global Society株式会社 福原 正大

株式会社Digika 橋本 恭伸 株式会社ソニー・グローバルエデュケーション 礒津 政明

奈良教育大学教職大学院 小崎 誠二 神戸大学大学院人間発達環境学研究科 北野 幸子

HILLOCK初等部 蓑手 章吾 BCG Digital Ventures 平井 陽一朗

プロトスター株式会社 栗島 祐介 ライフイズテック株式会社 讃井 康智

株式会社情報通信総合研究所 平井 聡一郎
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３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

③メンタリングの実施

FULMA株式会社 メンタリング担当

株式会社レアジョブ
中村岳

株式会社リクルート
山口文洋

atama plus株式会社
稲田大輔

ライフイズテック株式会社
讃井康智

株式会社BYSENT メンタリング担当

HILLOCK初等部
蓑手章吾

神戸大学大学院
北野幸子

株式会社すららネット
湯野川孝彦

ベビカム株式会社 メンタリング担当

プロトスター株式会社
栗島祐介

神戸大学大学院
北野幸子

株式会社プロゴス
安藤益代

株式会社しくみデザイン メンタリング担当

株式会社すららネット
湯野川孝彦

atama plus株式会社
稲田大輔

株式会社リクルート
山口文洋

合同会社MAZDA Incredible Lab メンタリング担当

関西学院千里国際中高等部
米田謙三

プロトスター株式会社
栗島祐介

株式会社ソニー・グローバルエデュケーション
礒津政明

メンタリング実施担当者①（敬称略）
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３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

③メンタリングの実施

メンタリング実施担当者②（敬称略）

株式会社プログミー メンタリング担当

HILLOCK初等部
蓑手章吾

BCG Digital Ventures
平井陽一朗

聖心女子大学
益川弘如

キッズウィークエンド株式会社 メンタリング担当

株式会社レアジョブ
中村岳

HILLOCK初等部
蓑手章吾

新渡戸文化中学高等学校
山本崇雄

tanQ株式会社 メンタリング担当

株式会社すららネット
湯野川孝彦

株式会社Digika
橋本恭伸

atama plus株式会社
稲田大輔

モノグサ株式会社 メンタリング担当

CICJAPAN合同会社
名倉勝

株式会社情報通信総合研究所
平井聡一郎

関西学院千里国際中高等部
米田謙三

アスフィール株式会社 メンタリング担当

Institution for a Global Society株式会社
福原正大

聖心女子大学
益川弘如

奈良教育大学
小崎誠二
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３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

③メンタリングの実施

メンタリング実施担当者③（敬称略）

株式会社VARIETAS メンタリング担当

株式会社ソニー・グローバルエデュケーション
礒津政明

BCG Digital Ventures
平井陽一朗

株式会社レアジョブ
中村岳

TANREN株式会社 メンタリング担当

株式会社ソニー・
グローバルエデュケーション

礒津政明

聖心女子大学
益川弘如

Institution for a Global Society
株式会社
福原正大

BCG Digital Ventures
平井陽一

株式会社INERTIA メンタリング担当

atama plus株式会社
稲田大輔

株式会社すららネット
湯野川孝彦

新渡戸文化中学高等学校
山本崇雄

株式会社すみか メンタリング担当

関西学院千里国際中高等部
米田謙三

株式会社コードタクト
後藤正樹

新渡戸文化中学高等学校
山本崇雄

株式会社baton メンタリング担当

atama plus株式会社
稲田大輔

BCG Digital Ventures
平井陽一

Institution for a Global Society株式会社
福原正大
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３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

③メンタリングの実施

メンタリング実施担当者④（敬称略）

株式会社4COLORS メンタリング担当

奈良教育大学
小崎誠二様

関西学院千里国際中高等部
米田謙三様

株式会社情報通信総合研究所
平井聡一郎様

株式会社Study Valley メンタリング担当

East Ventures株式会社
夏目英男様

株式会社レアジョブ
中村岳様

奈良教育大学
小崎誠二様

センセイプレイス株式会社 メンタリング担当

株式会社リクルート
山口文洋様

atama plus株式会社
稲田大輔様

株式会社レアジョブ
中村岳様
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■キックオフピッチイベント

参加者が応募時点での事業内容をプレゼンテーションし、プログラム全体のキックオフを行った。

３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

④ピッチイベントの開催

項目 実施内容

・会場情報 パンダスタジオ＠浜町スタジオA

・住所 東京都中央区日本橋浜町2-62-6

・日程 2021年11月21日 18:00-19:40（交流会19:40-21:00）

・オンライン配信 YouTubeLiveによる配信

・視聴回数 476回
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３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

④ピッチイベントの開催
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３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

④ピッチイベントの開催

キックオフピッチイベント 全体タイムスケジュール

開始 終了 内容

18:00 18:01 ・はじめに開始の挨拶

18:01 18:16 ・Edvation Open Labとは プログラムの全体概要

18:16 19:36

・FULMA株式会社

・WeAdmit Technologies

・株式会社baton

・センセイプレイス株式会社

・株式会社BYSENT

・株式会社INERTIA

・株式会社Study Valley  

・モノグサ株式会社

・株式会社すみか.              

・株式会社VARIETAS.        

・株式会社しくみデザイン

・株式会社プログミー

・ベビカム株式会社

・株式会社Techtec

・合同会社MAZDA Incredible Lab

・tanQ株式会社

・TANREN株式会社.         

・株式会社4COLORS         

・キッズウィークエンド株式会社

・アスフィール株式会社

齊藤 涼太郎

真田 諒

衣川 洋佑

庄司 裕一

赤松 大輝

山崎 未希

田中 悠樹

竹内 孝太朗

月館 海斗

余島 純

中村 俊介

石橋 康大

安西 正育

田上 智裕

松田 孝

岩城 信二

佐藤 勝彦

加山 緑郎

三浦 里江

小林 達也

スタジオ登壇

オンライン登壇

スタジオ登壇

オンライン登壇

スタジオ登壇

収録データ登壇

スタジオ登壇

オンライン登壇

スタジオ登壇

オンライン登壇

スタジオ登壇

スタジオ登壇

オンライン登壇

スタジオ登壇

オンライン登壇

スタジオ登壇

スタジオ登壇

収録データ登壇

スタジオ登壇

スタジオ登壇

19:36 19:40 ・おわりの挨拶

本イベントは新型コロナウイルス感染症への対策のため、スタジオ登壇と、オンラインまたは事前収録動画を用いたハイブリッド形式で実施された。
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■第１回成果報告会（登壇者の主なターゲット層：小・中学校、幼児教育）
期間内の事業成果報告と、EdTechを活用した新たな教育サービスの社会実装に向けて、連携にインセンティブを持つ主体とのマッチアップ及び社会実装
に向けた進捗の発信を目的に、事業計画や社会実装を目指した成果、将来展望等についてプレゼンテーションした。

３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

④ピッチイベントの開催

項目 実施内容

・視聴対象者 教育／EdTech事業関係者、教育関係者、国・自治体関係者、教育／EdTech分野の発展に興味のある者

・会場 CIC Tokyo＠Venture Cafe

・住所 東京都港区虎ノ門 1-17-1 虎ノ門ヒルズビジネスタワー 15階

・日程 2022年2月19日 16:30-19:00（交流会19:00-20:00）

・サポーター VC、自治体職員、メンター等

・オンライン配信 YouTubeLive

・視聴数 949回
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３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

④ピッチイベントの開催
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３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

④ピッチイベントの開催

第１回成果報告会 タイムスケジュール

開始 終了 内容

16:30 16:31 ・イベント開始の挨拶

16:31 16:41 ・2/19成果報告会 内容説明

16:41 17:46

ピッチ、サポーターアンケート、フリーディスカッション
・株式会社BYSENT 赤松大輝
・ベビカム株式会社 安西正育
・FULMA株式会社 齊藤涼太郎
・株式会社しくみデザイン 中村俊介
・株式会社プログミ― 石橋康大

17:46 17:57 休憩

17:57 18:36

ピッチ、サポーターアンケート、フリーディスカッション
・合同会社MAZDA Incredible Lab 松田孝
・tanQ株式会社 岩城信二
・キッズウィークエンド株式会社 三浦里江

18:36 18:42 ・19日成果報告会の総評

18:42 18:50 ・26日成果報告会の告知

18:50 18:55 ・海外におけるEdtechイベント等への参加告知

18:55 19:00 ・終わりの挨拶

本イベントは新型コロナウイルス感染症への対策のため、スタジオ登壇とオンライン登壇を用いたハイブリッド形式で実施された。

51



■第１回成果報告会におけるサポーターの役割：
採択事業の社会実装に向けて、６つのニーズ（詳細はP9にて記載）に関して支援を実施できるか検討頂き、アンケートにて回答頂いた。

３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

④ピッチイベントの開催

52

アンケート結果を
採択者へ個別に共有

アンケート結果をもとに、
採択者よりサポーターへ

相談希望の連絡
支援の実施へ

成果報告会

成果報告会（会期後）

採択者からの
プレゼンテーション

サポーターによる
アンケート回答

回答結果を踏まえた採択者・
サポーターのフリーディスカッション



３．事業の実施結果

第１回成果報告会サポーター一覧（敬称略）

株式会社ベネッセコーポレーション 横浜創英中学・高等学校

株式会社Gakken LEAP HILLOCK初等部

株式会社タカラトミー 明蓬館高等学校

日本マイクロソフト株式会社 株式会社教育新聞社

アマゾン ウェブ サービス ジャパン合同会社 株式会社フジテレビジョン

凸版印刷株式会社 プロトスター株式会社

株式会社 ワコム みずほ証券株式会社

株式会社ソニー・グローバルエデュケーション

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

④ピッチイベントの開催
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■第１回成果報告会 サポーター支援結果
Q.次代のイノベーターの提案するソリューションに対し、実施可能な項目を選択してください。

※サポーターには以下7つの選択肢を提示し、選択してもらった。次代のイノベーターの事業の社会実装に向けて必要な支援活動のうち、
支援・協力したい項目を、アンケートの回答で示した。

■サービスを導入するために話をしたい
■取材のために話をしたい
■実証実験等協力のために話をしたい
■事業提携・連携のために話をしたい
■提携・連携先紹介のために話をしたい
■出資検討のために話をしたい
■教育理論や公教育等、特有の制度や考え方の助言をしたい

３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

④ピッチイベントの開催

説明

株式会社BYSENT サービス導入検討のために話をしたい：支援数２件
取材のために話をしたい：支援数１件
事業提携・連携のために話をしたい：支援数１件
提携・連携先紹介のために話をしたい：支援数４件
出資検討のために話をしたい：支援数１件
教育理論や公教育等、特有の制度や考え方の助言をしたい：支援数１
件

ベビカム株式会社 取材のために話をしたい：支援数１件
提携・連携先紹介のために話をしたい：支援数２件

FULMA株式会社 サービス導入検討のために話をしたい：支援数２件
取材のために話をしたい：支援数１件
実証実験等協力のために話をしたい：支援数４件
事業提携・連携のために話をしたい：支援数６件
提携・連携先紹介のために話をしたい：支援数１件
出資検討のために話をしたい：支援数２件

株式会社しくみデザイ
ン

サービスを導入するために話をしたい：支援数１件
取材のために話をしたい：支援数１件
実証実験等協力のために話をしたい：支援数４件
事業提携・連携のために話をしたい：支援数２件
提携・連携先紹介のために話をしたい：支援数２件

株式会社プログミ
―

取材のために話をしたい：支援数２件
実証実験等協力のために話をしたい：支援数１件
事業提携・連携のために話をしたい：支援数１件
提携・連携先紹介のために話をしたい：支援数３件
出資検討のために話をしたい：支援数１件

合同会社
MAZDA Incredibl
e Lab

取材のために話をしたい：支援数１件
実証実験等協力のために話をしたい：支援数１件
事業提携・連携のために話をしたい：支援数２件
提携・連携先紹介のために話をしたい：支援数２件

tanQ株式会社 サービス導入検討のために話をしたい：支援数１件
実証実験等協力のために話をしたい：支援数４件
事業提携・連携のために話をしたい：支援数２件
提携・連携先紹介のために話をしたい：支援数２件
出資検討のために話をしたい：支援数１件

キッズウィークエ
ンド株式会社

サービス導入検討のために話をしたい：支援数３件
取材のために話をしたい：支援数１件
出資検討のために話をしたい：支援数１件
事業提携・連携のために話をしたい：支援数１件
提携・連携先紹介のために話をしたい：支援数２件
教育理論や公教育等、特有の制度や考え方の助言をしたい：支援数1件
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３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

④ピッチイベントの開催

■第２回成果報告会（登壇者の主なターゲット層：中学校・高校、リカレント）

期間内の事業成果報告と、EdTechを活用した新たな教育サービスの社会実装に向けて、連携にインセンティブを持つ主体とのマッチアップ及び社会実装
に向けた進捗の発信を目的に、事業計画や社会実装を目指した成果、将来展望等についてプレゼンテーションした。

項目 実施内容

・視聴対象者 教育／EdTech事業関係者、教育関係者、国・自治体関係者、教育／EdTech分野の発展に興味のある者

・会場 CIC Tokyo＠Venture Cafe

・住所 東京都港区虎ノ門 1-17-1 虎ノ門ヒルズビジネスタワー 15階

・日程 2022年2月26日 16:30-19:00（交流会19:00-20:00）

・サポーター VC、自治体職員、メンター等

・オンライン配信 YouTubeLive

・視聴回数 794回
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３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

④ピッチイベントの開催
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３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

④ピッチイベントの開催

第２回成果報告会 タイムスケジュール

開始 終了 内容

16:30 16:31 ・イベント開始の挨拶

16:31 16:36 ・2/26成果報告会 内容説明

16:36 17:36

ピッチ、サポーターアンケート、フリーディスカッション
・アスフィール株式会社 小林達也
・株式会社VARIETAS 余島純
・TANREN株式会社 佐藤勝彦
・株式会社INERTIA 山崎未希
・株式会社すみか 月館海斗

17:36 17:41 ・休憩

17:41 18:44

ピッチ、サポーターアンケート、フリーディスカッション
・株式会社baton 衣川洋佑
・株式会社4COLORS 加山緑郎
・株式会社Study Valley 田中悠樹
・センセイプレイス株式会社 庄司裕一
・モノグサ株式会社 竹内孝太朗

18:44 18:49 ・26日成果報告会の総評

18:49 18:55 ・海外におけるEdtechイベント等への参加告知

18:55 19:00 ・終わりの挨拶

本イベントは新型コロナウイルス感染症への対策のため、スタジオ登壇とオンライン登壇を用いたハイブリッド形式で実施された。
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■第２回成果報告会におけるサポーターの役割：
採択事業の社会実装に向けて、６つのニーズ（詳細はP9にて記載）に関して支援を実施できるか検討頂き、アンケートにて回答頂いた。

３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

④ピッチイベントの開催
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成果報告会

採択者からの
プレゼンテーション

サポーターによる
アンケート回答

回答結果を踏まえた採択者・
サポーターのフリーディスカッション

アンケート結果を
採択者へ個別に共有

アンケート結果をもとに、
採択者よりサポーターへ

相談希望の連絡
支援の実施へ

成果報告会（会期後）



３．事業の実施結果

第２回成果報告会サポーター一覧（敬称略）

株式会社ベネッセコーポレーション 戸田市教育委員会教育長

株式会社Gakken LEAP 横浜創英中学・高等学校

株式会社タカラトミー 株式会社ウィザス

日本マイクロソフト株式会社 明蓬館高等学校

アマゾン ウェブ サービス ジャパン合同会社 武蔵野大学中学校高等学校
武蔵野大学付属千代田高等学校

株式会社 ワコム 株式会社教育新聞社

株式会社リクルート みずほ証券株式会社

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

④ピッチイベントの開催
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■第２回成果報告会 サポーター支援結果
Q.次代のイノベーターの提案するソリューションに対し、実施可能な項目を選択してください。

※サポーターには以下7つの選択肢を提示し、選択してもらった。次代のイノベーターの事業の社会実装に向けて必要な支援活動のうち、
支援・協力したい項目を、アンケートの回答で示した。

■サービスを導入するために話をしたい
■取材のために話をしたい
■実証実験等協力のために話をしたい
■事業提携・連携のために話をしたい
■提携・連携先紹介のために話をしたい
■出資検討のために話をしたい
■教育理論や公教育等、特有の制度や考え方の助言をしたい

３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

④ピッチイベントの開催

説明

アスフィール株式会社 サービス導入検討のために話をしたい：支援数３件
取材のために話をしたい：支援数１件
実証実験等協力のために話をしたい：支援数２件
提携・連携先紹介のために話をしたい：支援数１件

モノグサ株式会社 サービス導入検討のために話をしたい：支援数１件
実証実験等協力のために話をしたい：支援数１件
提携・連携先紹介のために話をしたい：支援数１件

株式会社VARIETAS サービス導入検討のために話をしたい：支援数１件
実証実験等協力のために話をしたい：支援数５件
事業提携・連携のために話をしたい：支援数１件
提携・連携先紹介のために話をしたい：支援数１件
出資検討のために話をしたい：支援数１件

TANREN株式会社 サービス導入検討のために話をしたい：支援数１件
実証実験等協力のために話をしたい：支援数１件
提携・連携先紹介のために話をしたい：支援数１件

株式会社INERTIA 事業提携・連携のために話をしたい：支援数１件
提携・連携先紹介のために話をしたい：支援数１件

株式会社すみか サービス導入検討のために話をしたい：支援数２件
実証実験等協力のために話をしたい：支援数２件
事業提携・連携のために話をしたい：支援数３件
提携・連携先紹介のために話をしたい：支援数１件

株式会社baton 実証実験等協力のために話をしたい：支援数３件
提携・連携先紹介のために話をしたい：支援数１件

株式会社4COLORS サービス導入検討のために話をしたい：支援数２件
実証実験等協力のために話をしたい：支援数２件
事業提携・連携のために話をしたい：支援数１件
提携・連携先紹介のために話をしたい：支援数１件

株式会社Study Valley サービス導入検討のために話をしたい：支援数１件
取材のために話をしたい：支援数１件
実証実験等協力のために話をしたい：支援数３件
提携・連携先紹介のために話をしたい：支援数２件

センセイプレイス株式会社 サービス導入検討のために話をしたい：支援数１件
事業提携・連携のために話をしたい：支援数１件
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※成果報告会 未登壇者

田上 智裕 / 株式会社techtec
未登壇事由：海外での事業をメインとするため

真田 諒 / WeAdmit Technologies, Inc.
未登壇事由：米国への経営リソースの集中投下が必要な状況に迫られているため

３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

④ピッチイベントの開催

説明
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Facebook上にて、次代のイノベーター採択者・メンター・次次代のイノベーターが参加するプライベートグループ「Edvation Open Lab」を構築した。
コミュニティには、参加者が自由に情報を投稿し共有できる機能、担い手同士や担い手とサポーターが交流するためのコミュニケーション機能（記事へ
のコメント機能等）を実装した。

３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

⑤コミュニティの形成

項目 実施内容

利用ツール Facebookプライベートグループ

グループ参加人数 82名

参加者層
次代のイノベーター採択者
次代のイノベーター育成プログラム参加メンター
次次代のイノベーターイベント参加者
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キックオフピッチイベント終了後、19:40より交流会を実施した。
当日イベントに登壇した採択者及びメンターを中心として、対面にて1時間20分の交流が行われた。

３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

⑤コミュニティの形成

項目 実施内容

会場情報 L'Angolo（ランゴロ）

住所 東京都中央区日本橋浜町2-62-6 日本橋浜町Kビル 1F

日程 2021年11月21日 19:40-21:00

参加者層
次代のイノベーター採択者及びその関係者
次代のイノベーター育成プログラム参加メンター

参加人数 31名
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第１回成果報告会終了後、19:00より交流会を実施した。
当日イベントに登壇した採択者及びサポーターを中心として、対面にて1時間の交流が行われた。

３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

⑤コミュニティの形成

項目 実施内容

会場情報 CIC Tokyo＠Venture Cafe

住所 東京都港区虎ノ門 1-17-1 虎ノ門ヒルズ ビジネスタワー 15階

日程 2022年2月19日 19:00-20:00

参加者層
次代のイノベーター採択者及びその関係者
次代のイノベーター育成プログラム参加サポーター

参加人数 15名
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第２回成果報告会終了後、19:00より交流会を実施した。
当日イベントに登壇した採択者及びサポーターを中心として、対面にて1時間の交流が行われた。

３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

⑤コミュニティの形成

項目 実施内容

会場情報 CIC Tokyo＠Venture Cafe

住所 東京都港区虎ノ門 1-17-1 虎ノ門ヒルズビジネスタワー 15階

日程 2022年2月26日 19:00-20:00

参加者層
次代のイノベーター採択者及びその関係者
次代のイノベーター育成プログラム参加サポーター

参加人数 8名
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３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

⑥効果検証

キックオフピッチアンケート
教育の社会性・公共性に対する閉鎖感（教育は変わらないというイメージ）や事業化への難易度（ビジネスとして成り立たないというイメージ）など、
他の分野にはない独特の難しさがあると言われる教育分野において、イノベーションの促進やサービスの社会実装に向けた諸課題をあぶり出し、適切な
支援策を検討するために、次のアンケートにご協力をお願いいたします。

アンケート序文
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項目 内容

本アンケートの位置づけ ２つの障壁（教育の社会性・公共性に対する閉鎖感、事業化への難易度）に関する課題のヒアリング

実施方法 オンライン（Facebookメッセンジャー及びメール等）にての回答依頼

時期 12/1 ~12/10

対象者 採択者 メンター

回答者数 25



３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

⑥効果検証

項目 実施内容

（１）現在ご自身が関わられている教育分野はどこですか？（複数回答可）

就学前教育
小中等教育
高等教育
リカレント教育
民間教育
その他（自由記述）

（２）その教育分野におけるEdTechサービスの社会実装に関し、どのような課題を感じていますか？ 自由記述

（３）その教育分野に新規参入していくためには、どのようなサポートが必要だと考えますか？ 自由記述

（４）その教育分野に参入後、継続的に事業を成長させていくためには、どのようなサポートが必要だと考えますか？ 自由記述

（５）11/21（日）のキックオフピッチイベントについて、ご感想をお聞かせください。 自由記述

アンケート項目
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３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

⑥効果検証

キックオフピッチ時点での採択者及びメンターが最も多く関わっている分野は「小中等教育」で29％、次点で「民間教育」が24％、
続いて「高等教育」が21％であった。
小中等教育が最も多いとはいえ、民間教育、高等教育と大きな差はなく、ほぼ同等と言える。

（１）現在ご自身が関わられている教育分野はどこですか？（複数回答可）

概説

n=25（単位：人）
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資料：図1.1_EOLキックオフピッチイベント_アンケート回答結果



３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

⑥効果検証

教育分野でEdTechサービスが社会実装されるうえでの課題として、自治体・学校とのコミュニケーションや学校現場とのマッチングなどが上がった。
教職員等の関係者とうまく繋がることができず、ニーズの共有や導入までのブラッシュアップなどが行えていない傾向が見受けられた。
また、同様の理由にて学校の決済フロー等セールスに関わる情報の共有がうまくできておらず、課題となっている傾向があった。

（２）その教育分野におけるEdTechサービスの社会実装に関し、どのような課題を感じていますか？

• 学校向けのソリューションを提供しておりますが、決裁フローが不明瞭であるためセールスサイクルが長くなりがちであり、効率的に学校獲得できる
スキームが必要と感じます

• イノベーター・アーリーアダプターの教職員の方々との効率的に繋がることが課題です。リソースをかけて地道に営業活動を行えば、繋がりをつくる
ことは可能ですが、発生した営業コストはプロダクトの利用費に加算する必要があり、最終的には利用者となる子ども達・保護者の負担につながって
しまいます。

• 実装に前向きな自治体、学校とのコミュニケーション

• 学校現場とのマッチングおよびニーズの共有

• これまでのリアルでアナログな教育手法からの転換に時間がかかることを課題に感じている

• 分かりやすい認知能力向上ポイントが謳えず、民間・公教育への導入が進んでおりません。

• 認知が広がっていかないこと、またサービスのビジョンに共感いただいても、費用面で学校での導入はハードルが高く、限られた学校にしか届けられ
ないことに課題を感じています。

概説

資料：図1.1_EOLキックオフピッチイベント_アンケート回答結果

有効回答数：25件
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３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

⑥効果検証

参入するうえでも、ステークホルダーやディシジョンメーカーとなる教職員とのマッチングを希望する声が上がった。
また、学校現場の教職員側としても新しいことをやるインセンティブがない状態となっているとの声が上がっており、現場の側にもサポートが必要であ
るとの意見も上がった。
事業者へは、マッチングのサポートだけでなく事業モデルの設計をサポートする必要があるという意見も上がった。

（３）その教育分野に新規参入していくためには、どのようなサポートが必要だと考えますか？

• 公教育、特に公立においては、先生が新しいことをやるインセンティブがない状態となっており、結果保守的な意思決定が起きているかと思います。

• 高校はもちろんのこと、中学、小学においても定量指標として入学志願者数やクラスの成績・生徒のNPS、定性として教育の特色、差別化要素を評価
指標に入れないと惰性的に現状維持となってしまうため、制度設計から提案していきたいです。

• 都道府県の教育委員会や学園、大学と繋がりを得られるサポート、イノベーター気質の教職員の方々とのマッチングなどのサポートがあると、新規参
入のハードルが下がると思います。一方で、サポートを頂いて販促が効率化される分、プロダクトの有効性の審査はより重要性が増すかと存じます。

• 正しいマーケット感覚・現場感覚をアドバイスし、その上で参入の事業モデルを精緻化していくことをサポートすることが必要

• 公教育関係者と面談し教材へのアドバイスなど頂きたい

• 費用面でサポートしていただかないことには学校での導入は難しいと感じています。実際、今回EdTechを通じて弊社サービスを導入いただいた学校様
へのアンケートで、次年度以降導入したいという想いはあるものの、費用面が課題で現実的には難しいという声もいただいています。

概説

資料：図1.1_EOLキックオフピッチイベント_アンケート回答結果

有効回答数：25件
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３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

⑥効果検証

継続的な事業成長を進めるうえでのサポートとしても、学校現場とのマッチングは意見として上がった。
また、展示会等への合同出展なども、顧客となりうる学校現場とのマッチングニーズを満たすためのものであると思われる。
教育現場へのサポートとしては、EdTechサービスを引き継げるようになるまでのサポートが必要であるという意見も上がり、いかに公教育のなかでスタ
ンダードにするかという点が重要であるとうかがえる。

（４）その教育分野に参入後、継続的に事業を成長させていくためには、どのようなサポートが必要だと考えますか？

• 国内展示会等への合同出展（小規模事業者では出展費用が高すぎるため）

• EdTechサービスを継続的に利用頂くにあたり、利用を主導していた先生が異動してしまうと、後任に利用が引き継がれない、異動先でも立場的に直ぐ
にはEdTechサービスを実装できないといった課題があります。異動前後の職場にEdTechサービスを引き継ぐことまでが重要であるという認識が

• 教育現場で広がっていく働きかけを頂けると大変助かります。

• 事業成長には時間がかかるマーケット特性があるので、長期間でそのスタートアップ事業を見守る投資家とのマッチングのサポートが必要

• 教材を既存教科書の付属にするなど、公教育利用でのスタンダードにする必要あり

• 学校とマッチングさせるような仕組みもあるといいと思います。現状ですと人を通じて知っていただくという草の根的な人がり方になっていますが、
それだと本当に必要とする人に届かないこともあるため。

概説

資料：図1.1_EOLキックオフピッチイベント_アンケート回答結果

有効回答数：25件
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３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

⑥効果検証

Edvation Open Lab最終アンケート（採択者）
次代の教育/EdTechイノベーターの育成プログラムのあり方について検討することを目的として、本事業で得られた気付きや課題、成長のきっかけなど
について、次のアンケートにご協力をお願いいたします。

アンケート序文
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項目 内容

本アンケートの位置づけ 本事業で実施した支援策についての効果性をヒアリング

実施方法 オンライン（Facebookメッセンジャー及びメール等）にての回答依頼

時期 3/7 ~3/11

対象者 採択者

回答者数 20



３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

⑥効果検証

項目 実施内容

（１）御社のEdTechサービスのメインターゲットは、次のうちどれですか。
主に学校教育以外（塾、個人等）
主に学校教育（学校・自治体）
その他（自由記述）

（２）（１）につきまして、その理由を教えてください 自由記述

（３）御社の事業展開にあたって、次のうち、どの課題が大きいと思いますか。上位３つを教えてください。

サービスの社会実装に向けた顧客（導入先）開拓の方法が不明
メディア等を活用した広報PRの機会が不足
教育機関等において製品トライアル（実証等）をする機会が不足
大手事業会社等と連携する機会が不足・連携方法が不明
資金調達を行うための具体的な情報や調達先との繋がりが不足
教育理論や公教育に特有の制度・考え方に関する知識が不足
その他（自由記述）

（４）（３）につきまして、その理由を教えてください ※「その他」を選択された方は課題の内容もご記載ください 自由記述

（５）上記の課題に対して、本プログラムでは次のような支援を行いましたが、課題の解消に効果のあった支援策を選択してく
ださい（複数回答可）

有識者とのメンタリング機会の提供
ピッチイベントへの登壇機会の提供
ディシジョンメーカーとのマッチング機会の提供
オンラインコミュニティへの参加機会の提供
交流会への参加機会の提供
有識者によるセミナーイベントの提供
ビジョンメイキングワークショップの提供

（６）（５）につきまして、その理由を教えてください 自由記述

（７）上記の支援策の他に、どのような支援があれば効果的に課題が解消できると思いますか。ご意見をお聞かせください 自由記述

（８）成果報告会について、自由にご感想をお聞かせください 自由記述

（９）Edvation Open Lab：次代のイノベーター育成プログラム全体（キックオフピッチ、メンタリング、成果報告会、マッチ
ング等）について、参加された感想をお聞かせください。

自由記述

アンケート項目
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メインターゲットが「主に学校教育（学校・自治体）」なのは35％、「主に学校教育以外（塾、個人等）」なのは25％と、大きく差はつかない結果と
なった。ただし、「学校教育以外（塾、個人等）から学校教育（学校・自治体）への参入を検討中」25％を含めると、現時点で学校教育以外をターゲッ
トとしている割合は50％と、約半分に上る。
BtoB、BtoGの参入を検討していたり、より多くの子どもたちにサービスを届けるために学校教育以外から入り、将来的に学校教育に参入していくこと
を検討するという意見もあがった。

３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

⑥効果検証

（２）（１）につきまして、その理由を教えてください

• 高校で探究が必修化されるため（主に学校教育（学校・自治体））

• 学習指導要領の３つの柱のうち、最も重要なコンピテンシーである「学
びに向かう力」の育成を目指すコンテンツを提供するものであるため
（主に学校教育（学校・自治体））

• 民間に対する事業の方が自由度が高いため（主に学校教育以外（塾、個
人等））

• BtoB/BtoGの参入が可能なため（学校教育以外（塾、個人等）から学校
教育（学校・自治体）への参入を検討中）

• すべての人が子どもの時に必須で触れるべき、プログラミングを紙と鉛
筆のように使うための道具だと考えているため（主に学校教育（学校・
自治体））

• 自社製品を全ての子どもたちに届けたいため。また、販路拡大による売
り上げ増加（学校教育以外（塾、個人等）から学校教育（学校・自治
体）への参入を検討中）

（１）御社のEdTechサービスのメインターゲットは、次のうちどれです
か。

概説

資料：図1.2_Edvation Open Lab採択者向けアンケート（回答）

有効回答数：20件

n=20（単位：人）
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「大手事業会社と連携する機会が不足・連携方法が不明」が22％で最も多く、「サービスの社会実装に向けた顧客（導入先）開拓の方法が不明」が18％、
「教育機関等において製品トライアル（実証等）をする機会が不足」が17％、「教育理論や公教育に特有の制度・考え方に関する知識が不足」が15％と、
課題感はどれもそれなりの大きさがあるような結果となった。
事業拡大の方向性を課題とする企業が多く、その解決のために上位4つのニーズは求められている傾向が窺える。方向性が課題ということもあり、その先
で必要な資金調達やメディア広報のニーズは逆にそこまで大きくはない傾向があった。

３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

⑥効果検証

（４）（３）につきまして、その理由を教えてください
※「その他」を選択された方は課題の内容もご記載ください

• 法人領域に関しては、どのように展開していくのかということが定まり
切っていないからです。

• 私教育での導入は広がりつつありますが、公教育領域に関してはより幅
広い実証の成果を創出する必要があると考えているからです。

• 会社の事業戦略として、何をアセットと定義し、磨き込みを行えばいい
かが定まっていない（その他

• 学校現場において予算が限られている中でどうビジネスとして成立させ
ていくかが課題。経営的には企業を軸に学校は社会貢献として扱うかな
ど、前提の部分を検討していく必要がある。その中で大手事業者と連携
する道も模索しているがまだ成果にはつながっていない。また、Award
の開催に絡めて企業から出資いただくことなども検討しており、その辺
りも課題。ただし、これに関しては弊社内でまずは戦略やスキームを設
計する必要があると感じている。（その他）

• 事業拡大の方法、方向性が課題のため、また教育理論のアカデミックな
知識が浅いと感じているため

（３）御社の事業展開にあたって、次のうち、どの課題が大きいと思いま
すか。上位３つを教えてください。

概説

資料：図1.2_Edvation Open Lab採択者向けアンケート（回答）n=20（単位：人）

有効回答数：20件
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３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

⑥効果検証

課題の解消に効果のあった支援策としては、「有識者とのメンタリング機会の提供」が39％と最も高く、「ピッチイベントへの登壇機会の提供」が次い
で32％であった。ディシジョンメーカーとのマッチング機会の提供は20％と、やや少ない傾向があった。
メンタリングを行って事業の解像度を上げ、ピッチを通して市場へ公表していくという全体の流れが課題の解消に効果を発揮したという意見も上がった

（６）（５）につきまして、その理由を教えてください

• メンタリングを経て、事業の解像度が上がり、ピッチを通して、実際に
使いたい利用者と繋がることができた

• メンタリングでのディスカッションで課題が深堀され、解決に向けた
ヒントをいただくことができたから

• ピッチで今後に繋がる外部との交流が生まれたから

• 普段接することのない他の事業者等から価格設定など、経営に踏み込ん
だお話をお伺いすることができたため。また、ビジネスとして学校現場
で成り立たせることが難しい場合は、企業向けに舵を切るなど、より広
い視野で俯瞰・判断することにもつながったと思う。いただいたアドバ
イスの内容をすぐに弊社で実践することは難しい面もあるが、考える切
り口をいただけた。

• 販路拡大に繋がった。また、アドバイスを元に大学共同研究を開始する
ことができた。

• 教育分野の専門家は、自分ではなかなかリーチできないため

（５）上記の課題に対して、本プログラムでは次のような支援を行いまし
たが、課題の解消に効果のあった支援策を選択してください
（複数回答可）

概説

資料：図1.2_Edvation Open Lab採択者向けアンケート（回答）n=20（単位：人）

有効回答数：20件
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３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

⑥効果検証

支援策の意見としては、教育現場の学校関係者と事業者とのマッチングを望む意見が多く上がった。
また、事業者同士のコミュニケーション機会を望む声もあり、より横のつながりを拡大させていくことで効果的に課題が解消できるというのではないか
という期待がうかがえる。
また、今回のメンター陣よりも専門的な知見・技術を持つスペシャリストのサポートを望む声もあった。

（７）上記の支援策の他に、どのような支援があれば効果的に課題が解消できると思いますか。ご意見をお聞かせください

• あるテーマを設けてそのテーマの下に様々な事業者が集まってディスカッションする機会（みんなでこれからの教育を考えていく下地作り）

• オフラインでいつでも教育に携わる事業者や学校関係者とつながることができる場所。特定の日時だとやはり目の前の業務を優先して参加できないこ
とも多いため、そうした場所があることで何か活動が生まれていくかもしれない。

• 大手事業者や学校関係者等とマッチングができるサイト。現状では社内のネットワークでそうした方と繋がってお話をさせていただくというフローを
踏んでいるが、サイトなどでマッチングできるとそのフローをより効率化できる。

• 広告運用など、よりスペシャリストのサポート

• 登壇者同士の（スタートアップ企業同士で）協業模索や、ワークショップなどもっとあれば自立自走のコミュニティになるかと思う。よくも悪くも、
他のやってることが不明

• 各地の教育委員会を集めたプレゼンイベントを開催して欲しい

概説

資料：図1.2_Edvation Open Lab採択者向けアンケート（回答）

有効回答数：20件
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３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

⑥効果検証

Edvation Open Lab最終アンケート（メンター）
次代の教育/EdTechイノベーターの育成プログラムのあり方について検討することを目的として、本事業の採択者に係る気付きや課題、成長のきっかけ
などについて、次のアンケートにご協力をお願いいたします。

アンケート序文
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項目 内容

本アンケートの位置づけ 本事業の採択者についてのヒアリング

実施方法 オンライン（Facebookメッセンジャー及びメール等）にての回答依頼

時期 3/7 ~3/18

対象者 メンター

回答者数 14



３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

⑥効果検証

項目 実施内容

（１）メンターを実施した企業をはじめとする採択者のEdTechサービスに
ついて、強く魅力を感じた点を下記から選択してください（複数回答可）

企業およびサービスが掲げる／社会的意義のあるビジョン・ミッション、まだ見たことのない革新的なサービス性
価値を提供し続けるための十分なビジネスの仕組み／「学校や生徒が大きく変わる」というような根本的な価値の提供
その他（自由記述）

（２）（１）で回答頂いた理由を、宜しければ企業ごとにお教えください。 自由記述

（３）メンターを実施した企業をはじめとする採択者のEdTechサービスに
ついて、課題や物足りなさがあると感じた点を下記から選択してください
（複数回答可）

企業およびサービスが掲げる、社会的意義のあるビジョン・ミッション／まだ見たことのない革新的なサービス性
価値を提供し続けるための十分なビジネスの仕組み／「学校や生徒が大きく変わる」というような根本的な価値の提供
その他（自由記述）

（２）（１）で回答頂いた理由を、宜しければ企業ごとにお教えください。 自由記述

（５）採択者の事業展開にあたって、次のうち、どの課題が大きい印象でし
たか。上位３つを教えてください。

サービスの社会実装に向けた顧客（導入先）開拓の方法が不明／メディア等を活用した広報PRの機会が不足
教育機関等において製品トライアル（実証等）をする機会が不足／大手事業会社等と連携する機会が不足・連携方法が不明
資金調達を行うための具体的な情報や調達先との繋がりが不足／教育理論や公教育に特有の制度・考え方に関する知識が不足
その他（自由記述）

（６）（５）につきまして、その理由を教えてください
※「その他」を選択された方は課題の内容もご記載ください

自由記述

（７）上記の課題に対して、本プログラムでは次のような支援を行いました
が、採択者の課題の解消に効果があると感じる支援策を選択してください
（複数回答可）

有識者とのメンタリング機会の提供／ピッチイベントへの登壇機会の提供
ディシジョンメーカーとのマッチング機会の提供／オンラインコミュニティへの参加機会の提供
交流会への参加機会の提供／有識者によるセミナーイベントの提供
ビジョンメイキングワークショップの提供

（８）（７）につきまして、その理由を教えてください 自由記述

（９）上記の支援策の他に、どのような支援が効果的だと思いますか。ご意
見をお聞かせください。

自由記述

（１０）今後EdTech企業が、学校をターゲットとしてサービスを展開する
ことへの期待や課題感、あるいは塾や個人等の学校教育外をターゲットとす
ることへの期待や課題感があれば、お聞かせください。

自由記述

（１１）本プログラム（メンタリングや成果報告会等）について、自由にご
感想をお聞かせください。

自由記述

アンケート序文
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３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

⑥効果検証

採択者のEdTechサービスについて、強く魅力を感じた点で最も多かったのは「企業およびサービスが掲げる、社会的意義のあるビジョン・ミッショ
ン」で38％、次点で「『学校や生徒が大きく変わる』というような根本的な価値の提供」で29％となった。
ビジョン・ミッションといったパーパスはおおむね高評価であり、社会的価値は高く志そのものに高い魅力があることがうかがえる。
反面、「価値を提供し続けるための十分なビジネスの仕組み」は13％と低く、ビジネスとしての魅力はあまり出せていない傾向があった。

（２）（１）で回答頂いた理由を、宜しければ企業ごとにお教えくださ
い。

• パーパスがどの企業も明確にある

• 2社のメンターをやらせていただきましたが、どちらも自社のサービス
で教育に変化をもたらしたいという意志を強く感じました。

• 特に、しくみデザインさんのプログラミング教育アプリはそのコンセプ
トといい完成度といい秀逸だと思いました。

• 皆様の志の高さには魅力を感じました

• BYSENTさんの、ICTならではのアウトプット体験。コンテンツが増え
ると教育効果にポテンシャルあり。

（１）メンターを実施した企業をはじめとする採択者のEdTechサービス
について、強く魅力を感じた点を下記から選択してください（複数回答
可）

概説

資料：図1.3_Edvation Open Labメンター向けアンケート（回答）

有効回答数：14 件
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３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

⑥効果検証

採択者のEdTechサービスについて、課題や物足りなさを感じた点としては「価値を提供し続けるための十分なビジネスの仕組み」が45％と圧倒的に高
い傾向があった。ビジネスとしてスケールするために越えるべき壁は多くあるという意見や、「誰の何の課題を解決するのか」がはっきりせずビジネス
モデルが弱い印象があるという意見などが上がった。
採択者のアンケートと比較しても、採択者も事業拡大の方向性を課題としている傾向があり、メンターの意見と概ね一致している傾向があった。

（３）メンターを実施した企業をはじめとする採択者のEdTechサービス
について、課題や物足りなさがあると感じた点を下記から選択してくださ
い（複数回答可）

（４）（３）で回答頂いた理由を、宜しければ企業ごとにお教えくださ
い。

• ビジネスとしてスケールするために超えるべき壁は多くある

• 文教市場はある意味特殊であり、新規のサービスの参入を困難にしてい

ます。メンターとして関わる中で、製品開発、営業支援の両面でサポー

トの必要性を強く感じました。加えて今回のようなサポートとのマッチ

ングのサービスの効果、必要性も認識しました。

• 価値提供コストに見合う適切なサブスクリプションモデルの確立が重要

となる点

• 全般的に、「誰の何の課題を解決するのか」がはっきりしないためビジ

ネスモデルが弱い印象でした

• スタートアップ的な事業拡大を望んでいない会社が多かったため、従来

のスタートアップ支援の仕方とズレを感じました。

概説

資料：図1.3_Edvation Open Labメンター向けアンケート（回答）

有効回答数：14 件
n=14（単位：人）
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採択者の事業展開にあたっての課題としては、「サービスの社会実装に向けた顧客（導入先）開拓の方法が不明」が最も大きく25％、次いで「教育理論
や公教育に特有の制度・考え方に関する知識が不足」が23％、「教育機関等において製品トライアル（実証等）をする機会が不足」が20％となった。
ビジネスの仕組みが課題であるという前設問を踏まえると、仕組みを構築するためのものが上位に上がっているかと思われるが、採択者のアンケートと
比較すると「教育理論や公教育に特有の制度・考え方に関する知識が不足」の課題感が大きい傾向にあった。
公教育においての活用イメージがあまり持てていないという意見も上がっており、採択者の現状認識とズレがある傾向がうかがえる。

３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

⑥効果検証

（５）採択者の事業展開にあたって、次のうち、どの課題が大きい印象で
したか。上位３つを教えてください。

（６）（５）につきまして、その理由を教えてください
※「その他」を選択された方は課題の内容もご記載ください

• スケール、マネタイズ、顧客獲得が課題になる

• 教育の中でも、公教育にターゲットをあてた場合、予算の出どころを明
確化する必要がある

• 前述のように公教育においての活用イメージがあまり持てていない。そ
のための実証や調査も不十分かと思われる

• サービスや商品を提供するターゲットやスケーラビリティについてのブ
ラッシュアップが必要

• 事業づくりノウハウの不足を感じました（稼ぎ方、広げ方、そのための
資本の調達方法など）

概説

資料：図1.3_Edvation Open Labメンター向けアンケート（回答）

有効回答数：14 件

n=14（単位：人）
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３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

⑥効果検証

採択者の課題の解消に効果があると感じる支援策について、「有識者とのメンタリング機会」が最も多く36％、次点で「ディシジョンメーカーとのマッチング機
会の提供」「有識者によるセミナーイベントの提供」で18％となった。事業視点での対話から計画のブラッシュアップにつながるという意見や、ビジネスを作っ
てきた有識者からの学びが必要になるという意見など、ビジネスモデル設計の支援に関わる項目が上位にある傾向にあった。

（７）上記の課題に対して、本プログラムでは次のような支援を行いまし
たが、採択者の課題の解消に効果があると感じる支援策を選択してくださ
い（複数回答可）

（８）（７）につきまして、その理由を教えてください

• どれも必要な支援だと感じるが、特にワークショップでの体感、知って
もらうためのイベント、改善のためのメンタリングが課題だと感じた

• 公教育におけるソフトウェアの流通の仕組みを知る必要があるため

• おそらく事業の進め方や市場への浸透の仕方がよく分かっていないので
はと考えられるので

• ビジネスを作ってきた有識者からの学びが必要だと思います

• 事業視点での対話から計画のブラッシュアップに繋がると思うので

• 各企業は学校や塾での教育事業特有のディシジョンプロセスを理解する
必要があります

概説

資料：図1.3_Edvation Open Labメンター向けアンケート（回答）

有効回答数：14 件

n=14（単位：人）
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３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

⑥効果検証

支援策に関する意見では、採択者同様教育関係者や学校、自治体とのマッチングを勧める意見が上がった。
また、市場競争とポジショニングの明確化のサポートであったり、市場調査や分析のワークショップ、他成功事例のレクチャーなど、ビジネスモデル設
計を支援するような意見も多く上がっており、一貫してビジネスモデルの課題に目を向けている傾向が感じられた。

（９）上記の支援策の他に、どのような支援が効果的だと思いますか。ご意見をお聞かせください。

• 教育関係者とのマッチング

• より良いサービスを求める自治体、学校とのマッチングサービス

• 市場の競争環境とそこにおけるポジショニングの明確化サポート

• サービスの競争力を高めるための、市場調査や競合との差別化を分析する手法の紹介やワークショップ

• 他のスタートアップの成功事例（どのような過程で、どのような壁にぶつかり、どう超えてきたかなどの実績的な部分）

概説

資料：図1.3_Edvation Open Labメンター向けアンケート（回答）

有効回答数：14 件
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３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

⑥効果検証

EdTech企業への期待や課題感について、スケールするビジネスを描くためには塾や個人など学校外を対象とするのがいいという意見や、志は高いものの
ビジネスモデルが弱い点に課題を感じているといった意見など、ここでもビジネスとしての将来性を課題とする意見が上がった。
また、既存のサービスはこれまでの教育に対する既成概念にとらわれている傾向があるという意見や、教員のスキルアップ、教育制度の柔軟化をすべき
という意見など、教育や教育現場自体をアップデートすべきという意見も上がった。

（１０）今後EdTech企業が、学校をターゲットとしてサービスを展開することへの期待や課題感、あるいは塾や個人等の学校教育外をターゲットとする
ことへの期待や課題感があれば、お聞かせください。

• スケールするビジネスとするには、塾や個人など、学校外を対象とするのが確率的には良いでしょう。

• 実績も知名度もないEdTechスタートアップ企業がいきなり公教育に進出するのはハードルが高いので、そのような場合のロードマップを考えてみるの
も良いかと思います。

• EdTech企業は志は高いもののビジネスモデルが弱い傾向があることに課題を感じてます

• 既存のサービスはこれまでの教育に対する既成概念にとらわれている傾向がある。そこで今回の参加者のような新しいサービスに教育のアンラーンを
推進する可能性を感じる。

• 教員のスキルアップ。教育制度の柔軟化。

概説

資料：図1.3_Edvation Open Labメンター向けアンケート（回答）

有効回答数：14 件
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３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

⑥効果検証

Edvation Open Lab最終アンケート（サポーター）
次代の教育/EdTechイノベーターの育成プログラムのあり方について検討することを目的として、成果報告会の登壇者に係る気付きや課題などについて、
次のアンケートにご協力をお願いいたします。

アンケート序文

86

項目 内容

本アンケートの位置づけ 成果報告会の登壇者についてのヒアリング

実施方法 オンライン（Facebookメッセンジャー及びメール等）にての回答依頼

時期 3/7 ~3/18

対象者 サポーター

回答者数 18



３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

⑥効果検証

項目 実施内容

（１）成果報告会の登壇企業について、強く魅力を感じた点を下記から選択してください（複数回答
可）

企業およびサービスが掲げる、社会的意義のあるビジョン・ミッション
まだ見たことのない革新的なサービス性
価値を提供し続けるための十分なビジネスの仕組み
「学校や生徒が大きく変わる」というような根本的な価値の提供
その他（自由記述）

（２）（１）で回答頂いた理由を、宜しければお教えください。 自由記述

（３）成果報告会の登壇企業について、課題や物足りなさがあると感じた点を下記から選択してくだ
さい（複数回答可）

企業およびサービスが掲げる、社会的意義のあるビジョン・ミッション
まだ見たことのない革新的なサービス性
価値を提供し続けるための十分なビジネスの仕組み
「学校や生徒が大きく変わる」というような根本的な価値の提供
その他（自由記述）

（４）（３）で回答頂いた理由を、宜しければお教えください。 自由記述

（５）教育/EdTechイノベーターの育成に関して、どのような支援が効果的だと思いますか。ご意見
をお聞かせください。

自由記述

（６）今後EdTech企業が、学校をターゲットとしてサービスを展開することへの期待や課題感、ある
いは塾や個人等の学校教育外をターゲットとすることへの期待や課題感があれば、お聞かせくださ
い。

自由記述

（７）成果報告会について、自由にご感想をお聞かせください。 自由記述

アンケート序文

87



３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

⑥効果検証

成果報告会の登壇企業について、強く魅力を感じた点としては「企業およびサービスが掲げる社会的意義のあるビジョン・ミッション」が56％と圧倒的
に多く、次点で「『学校や生徒が大きく変わる』というような根本的な価値の提供」28％であった。
教育を変えることは社会を変えること、という志を感じたという意見や、リスクを背負いながらも新しいことに挑戦する姿勢をプレゼンより感じたとい
う意見など、登壇者のビジョン・ミッションに共感したという意見が大多数を占めた。

価値を提供し続けるための
十分なビジネスの仕組み,0%

（１）成果報告会の登壇企業について、強く魅力を感じた点を下記から選
択してください（複数回答可）

（２）（１）で回答頂いた理由を、宜しければお教えください。

• デジタルツールを使って教育のイノベーションを起こす。学校が抱える
今あるウォンツにとどまらず、隠れたニーズを掘り起こすアプローチを
ところどころで感じることができた

• リスクを背負いながらも新しいことに挑戦する姿勢をプレゼンより感じ
たからです

• どの企業も教育現場の課題を真剣に捉えていて、現場の課題を解決しよ
うとサービス開発に取り組んでいる姿勢が強く伝わってきたため

• 元気のない学校や教育委員会に比べ、エネルギーに充ちているのが素晴
らしい

• 教育は日本経済の活性化、発展を支えるための重要な手段であり、その
志を持った経営者が多くみられた

• 各社それぞれに学校を教育を変えることは、社会を変えること、という
志を感じました

概説

資料：図1.4_Edvation Open Labサポーター向けアンケート（回答）

有効回答数：18 件

n=18（単位：人） 88



３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

⑥効果検証

成果報告会の登壇企業について、課題点として「価値を提供し続けるための十分なビジネスの仕組み」が圧倒的に多く52％であった。
メンターのアンケート結果と同様の結果が表出しており、ビジネスモデルの深掘りが不十分だと感じるという意見や、教育業界にどう広がっていくのか
が見えないといった意見が上がった。
メンター・サポーターから同様の意見が多数上がり、採択者自身も課題として感じている点が見えたため、ビジネスの仕組みに関しては最も大きな課題
として捉えるべきであることがうかがえる。

（３）成果報告会の登壇企業について、課題や物足りなさがあると感じた
点を下記から選択してください（複数回答可）

（４）（３）で回答頂いた理由を、宜しければお教えください。

• 登壇企業は、まだまだ学校がどんな根本的課題を抱えているのかわから
ず、学校のほうもいったい自分たちは何に困っているのか、何から手を
付けて良いのか、戦略的思考の深掘りが足りていない気がする。

• アーリーの企業が多かったこともあり、サービスのアイデアは興味深い
ものの、教育業界にどう広がっていくかが見えない企業が多かったため。

• ご提案者の課題解決への意欲に強く共感いたしましたが、ビジネスモデ
ルの具体イメージが湧かなかったご提案があった気がします。

• 事業対象を学校・教育機関とした場合のプロダクト・サービスの拘りが
強い分、実際の学校の困りごとを俯瞰して解決していく提案のなさと当
面はEdtech補助金頼みで導入することによる将来的な事業の自立性・継
続性に関しては疑問が残る。

• ビジネスモデルの深堀りが不十分だと感じることが多かったです。

概説

資料：図1.4_Edvation Open Labサポーター向けアンケート（回答）n=18（単位：人）

有効回答数：18 件
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支援策の意見としては、商談会や学校訪問をしながら意見交換会、座談、シンポジウムなどを活発化させるという意見や、事業者と教育現場の方がコラ
ボレーションする機会や、教育現場と企業の連携の機会を増やすなど、事業者と教育現場をマッチングさせる機会を増やすという意見が、採択者、メン
ターのアンケート同様に上がった。
また、業界全体の課題として、金銭回りの循環も含めた構造としてのエコシステムを作る必要性があるのではないか、という意見も上がった。

３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

⑥効果検証

（５）教育/EdTechイノベーターの育成に関して、どのような支援が効果的だと思いますか。ご意見をお聞かせください。

• 前述の、商談会や学校訪問をしながら意見交換会、座談、シンポジウムなどを活発化させるといいと思う。

• 業界特有の課題を抱えている教育業界において、イノベーターは現場の課題を理解する必要がある一方で、教育業界出身の方はビジネスの知見が少な
く自ら起業するには課題がある点が、同領域のイノベーター育成が難しい理由の一つと思われる。そのためビジネス出身の方と教育現場の方のコラボ
レーションの機会や教育業界と企業の連携の機会を増やすような支援は有効ではないかと考えている。

• 業界構造自体の課題ですが、重要性が高い一方で日本でも大きな売上に直結しづらいい業界ではあるため、教育業界にしっかりとお金が回ってくるエ
コシステムづくり。

• HR系の会社など、「大人」をターゲットとしているところにも参画いただき、学校や、子どもたちを起点、中心としつつ、LTVの観点から、学校外の
大人にも広く支援してもらい、共に学べるような仕組みを作り出せると良いかな、と感じました。

• いくつかの企業では、大手企業からの資本注入による経営サポートなどが必要かと思います。

概説

資料：図1.4_Edvation Open Labサポーター向けアンケート（回答）

有効回答数：18 件
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今後のEdTech企業に関する期待や課題感について、企業と学校・自治体がもっと頻繁に接点を持ち、密なコミュニケーションを通してよりよいサービ
スを生み出して業界を変えていくといった期待を寄せる意見が上がった。
また、そのためにはビジネスモデルの確立をしっかりと行い、教育現場に対しわかりやすく説明していく必要性があるとの意見も上がった。
マーケットとしては、グローバルに展開できるサービスを志向してほしいとの意見も上がった。

３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

⑥効果検証

（６）今後EdTech企業が、学校をターゲットとしてサービスを展開することへの期待や課題感、あるいは塾や個人等の学校教育外をターゲットとするこ
とへの期待や課題感があれば、お聞かせください。

• 学校の教育のあり様が大きく変わる、変わらざるを得ない中で、学校と家庭の中間領域の市場にどんどん刺激を与えて、オンラインサービス百花繚乱
の状況になるのを期待し、展望したいと思います。

• ビジネスの観点では、学校は企業と比べて数が少なく、予算編成のタイミングや意思決定のスピードも独特なため、他業界のBtoBサービスと比べた
• ときに収益期待が少なく見られる点がEdTechの課題と考えている。学校向けサービス展開の後に、「教える」プロである学校向けのサービスで培った
• ノウハウを活かしたサービス領域の拡大、教育データの活用、学校と企業のマッチング等のビジネス展開により、収益期待が大きいEdTech企業が
• 増えてくると、資本市場からのEdTechの見え方は変わってくると考える。
• 多様なEdTech企業が学校や教育委員会に積極的にアプローチして、期待される効果をわかりやすく説明し、実際に使ってもらうなどして、そのよさを

実感を伴って理解してもらうことが大切。とにかく最終的には予算面が壁となるので、まずは粘り強くWIN×WINの関係を構築することから始めるべ
きと思う。

• 子ども、大人、シニアなど、年齢や世代による分断ではなく、多世代が学びあえるよう、学校が開かれた場所になる、学校以外の学びの場、家庭や介
護施設などさまざまななど場所と交流することにより、シニア世代に偏在する資産（お金、知恵など）を自然に若い世代に受け渡すような、仕組み、
サービスができるよう考えていただきたいし、自分も考えたいと思います。

• 国内だけだと限られたマーケットなので、グローバルに展開できるサービスを志向してほしいと思います。
• お金の流れていない領域に挑みがちなので、既にお金が流れている領域周辺でちゃんとマネタイズすることを期待します

概説

資料：図1.4_Edvation Open Labサポーター向けアンケート（回答）

有効回答数：18 件
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３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

⑥効果検証

92

項目 内容

本インタビューの位置づけ 2つの障壁及び6つのニーズ（詳細はP9にて記載）についてのヒアリング

実施方法 オンライン（Webex）にての回答依頼

時期 3/8 ~3/17

対象者 採択者 メンター サポーターのうち、それぞれ数名

回答者数 10



３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

⑥効果検証

インタビュー項目（次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラム採択者） 補助内容

「２つの障壁」について、どのように感じていますか。
また、本事業で得られた成果はありましたか。

＜２つの障壁＞
①教育の閉鎖感（教育は変わらなそう、学校には入れなさそう）
②事業化の難易度（教育は儲からなそう）

「６つのニーズ」について、どのように感じていますか。
また、本事業で得られた成果はありましたか。

＜６つのニーズ＞
１．サービスの社会実装

（学校、自治体、企業、個人等の顧客開拓・導入先開拓）
２．メディア等を活用した広報支援
３．国や自治体等への、実証事業を含む相談
４．大手事業会社等との業務連携
５．ベンチャーキャピタル等による資金調達支援
６．教育理論や公教育等、特有の制度や考え方に対する助言

インタビュー項目（メンター） 補助内容

「２つの障壁」について、どのように感じていますか。
また、採択者に対し感じた課題はありましたか。

＜２つの障壁＞
①教育の閉鎖感（教育は変わらなそう、学校には入れなさそう）
②事業化の難易度（教育は儲からなそう）

「６つのニーズ」について、どのように感じていますか。
また、採択者に対し感じた課題はありましたか。

＜６つのニーズ＞
１．サービスの社会実装（学校、自治体、企業、個人等の顧客開拓・導入先開拓）
２．メディア等を活用した広報支援
３．国や自治体等への、実証事業を含む相談
４．大手事業会社等との業務連携
５．ベンチャーキャピタル等による資金調達支援
６．教育理論や公教育等、特有の制度や考え方に対する助言

インタビュー項目（サポーター） 補助内容

「２つの障壁」について、どのように感じていますか。
また、採択者に対し感じた課題はありましたか。

＜２つの障壁＞
①教育の閉鎖感（教育は変わらなそう、学校には入れなさそう）
②事業化の難易度（教育は儲からなそう）

成果報告会の登壇企業について、どのように感じましたか。
また、評価点と懸念点はありましたか。
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インタビュー
次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラム採択者
FULMA株式会社 齊藤涼太郎

３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

⑥効果検証

＜サマリー＞

• 教育の閉塞感に関しては、あるとの回答。ただし、ギガスクール構想などの取り組みもあり、閉塞感を変えようというプレイヤーが多く出てきており、
これまでとの変化を感じていた。

• 事業化の難易度は感じていないとの回答であったが、ビジネスサイドの知見を持った人材は教育業界において多くはないと感じていた。

• 「１．サービスの社会実装」「４．大手事業会社との業務連携」のニーズを踏まえたセールスニーズが大きく存在しているとの回答。

＜サマリー＞

• ソフトウェアに対する導入手順（レクチャーの機会や支払サイト等）が整備されていない印象であるとの回答。ただし、先生個別としては熱心な方々
も増えてきて導入が実現するケースも出てきているため、教育は変わってきているとの実感があった。

• 「３．国や自治体等への、実証事業を含む相談」に関するニーズが高く、サービスの社会実装実現に向けて国や自治体と連携したいとの回答。ただし、
どうすれば話ができるか、連携ができるかわからないという印象も同時に存在していた。
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インタビュー
次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラム採択者
株式会社しくみデザイン 中村俊介



３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

⑥効果検証

インタビュー
次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラム採択者
アスフィール株式会社 小林達也 山本周平

<サマリー>

• 閉鎖感については、毎年同じことを行うという流れの中で「新しいもの」に対する抵抗感を感じているとの回答。

• 事業化の難易度については、教育業界は他の市場に比べて安定して着実に収益化できる市場であると感じているとの回答。

• 「１．サービスの社会実装」と「６．教育理論や公教育等、特有の制度や考え方に対する助言」が特に大きなニーズであったとの回答。
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インタビュー
次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラム採択者
株式会社すみか 月館海斗

<サマリー>

• 閉鎖感については、業界全体でEdTechへの理解が進んでいる印象があり、今まで以上に閉鎖感は減り障壁は下がってきているとの回答。

• 事業化の難易度については、ビジネスの仕組みをまだ組み切れていないための難しさはあるが、業界の難しさというよりは事業者が解決すべき問題と
の回答。

• 「１．サービスの社会実装」や「３．国や自治体等への、実証事業を含む相談」が特に大きなニーズであったと同時に、本事業を通して得られた成果
も大きかったとの回答。

• 「２．メディア等を活用した広報支援」について、本事業に採択されたことそのものを広報の１つとして捉えられるとの回答。



インタビュー
次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラム メンター
株式会社すららネット 湯野川孝彦

３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

⑥効果検証

＜サマリー＞

• 教育の閉鎖感について、採択者側が学校に入っていくイメージをまだ持ち切れておらず、入っていくことができていないような印象があるとの回答。

• 事業化の難易度について、価格設定も含めてビジネスモデルが詰め切れていない印象があるため、事業化が難しいとなってしまっている印象があるとの回答。

• 採択者は「１．サービスの社会実装」からなるセールスニーズが最も大きく、そのニーズを満たすためには「３．国や自治体等への、実証事業を含む相談」
が非常に大事になってくるとの回答。「３．国や自治体等への、実証事業を含む相談」が不足している採択者も多い印象があるとのことであった。

＜サマリー＞

• 教育の閉鎖感について、若手の先生はあまり閉鎖感がないが、管理職になってくると閉鎖感が存在するとの回答。中堅以降の管理職の人々へのテクノロジー導
入に関するフォローが必要とのことであった。

• 事業化の難易度について学校や企業も含め最先端な教育イノベーション系のツールを導入していくための仕組みがまだ出来上がっていないという回答。

• 「１．サービスの社会実装」のニーズを満たす上で、事業者がアピールする場が乏しい印象があるとの回答。

• 「６．教育理論や公教育等、特有の精度や考え方に対する助言」について、学校や教育委員会が量的な評価をすることも多く、新しいサービスをアピールする
際に質的情報を利用するとうまくマッチングしないという課題があるとの回答。
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インタビュー
次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラム メンター
聖心女子大学 益川弘如



インタビュー
次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラム サポーター
株式会社リクルート 山口文洋

３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

⑥効果検証

＜サマリー＞

• 教育の閉鎖感について、教育に限らずどこの業界でも難しさと閉鎖感は存在しているとの回答。そういった閉鎖感を感じた時に、
マーケットにどのような価値を持って入っていくのか、その計画は描けているのかが事業化が難しい要因であるとのことであった。

• 教育というものが大きく変わらなければならないという中で、変わった先の人や世界を創造して、
その中における新たな価値を体現するサービスとして位置づけられているのが評価点であるとの回答。

• 初期のユーザーやそこに提供する価値、わざわざ金銭を支払うメリットなどの設計、またそこから進む２歩目、３歩目の計画や
マーケットを取り込んでいくまでの道筋がまだ足りていないとの回答。まだまだそこに可能性があるとのことであった。

＜サマリー＞

• （教育の閉鎖感）育成享受型のスタイルを踏襲してきたために、個別最適化したスタイルが取れないという大きな課題が存在しているとの回答。
そんな中で可能な限りその子に応じた学習者主体の教育に変えていこうというときに、EdTechは大きな位置にあると考えているとのことであった。

• （事業化の難易度）本質的な課題を解決するためのサービスを事業者が提案したとしても、学校や教育委員会は
目の前の現実的な課題・ニーズを解決したいという欲求が強いため、いきなり変わるということはないとの回答。今回の登壇者には、
本質的な課題を解決するためのトータルのイメージとソフトランディングまでを描いてほしいとのことであった。

• （成果報告会の登壇企業）価格設定の問題があったとの回答。教育の本質的な課題を考えるとやりたい子もやりたくない子も存在するため、
全員に提供することを前提としたモデルよりも別のモデルを提案するほうが良いのではないかとのことであった。
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インタビュー
次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラム サポーター
学校法人堀井学園 横浜創英中学・高等学校 理事/校長 工藤勇一



インタビュー
次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラム サポーター
明蓬館高等学校 校長 日野公三

３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

⑥効果検証

＜サマリー＞

• 教育の閉鎖感について、ハード面や制度面など見える部分は進化してきているが、教育関係者のテクノロジーに関する関心の度合いといった精神性、精神構造
に課題がある印象との回答。情報が流通しにくい業界という印象であるため、今回の事業やこういった取り組みなどを通してもっと情報の質と量を流通させて
いきたいとのことであった。

• 登壇者についても、学校の中の困りごとやニーズを探しあぐねている印象であったとの回答。

• 懸念点について、官公庁の助成金・補助金がなくなると利用者がまたいなくなってしまうということが起きるのではないかという回答。

＜サマリー＞

• 教育が事業としてスケールできるのかできないのか、といったところで閉鎖感を感じているのではないかとの回答。ロールモデルが基本的にはまだ存在しな
い業界のため、新しい市場や予算が開拓されない限り閉鎖感は続くのではないかとのことであった。

• 今回は様々な企業が登壇していたため、事業に対するスタンスもそれぞれ存在していた。その中で、どういう支援をどんな人から欲しいのか、ということが
明確になっているとアドバイス等の支援をより行いやすいとの回答。状況やスタンスにより必要な支援は変わるため、産学官それぞれの視点からバランスの
いい支援があるとより良い支援になるのではとのことであった。
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インタビュー
次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラム サポーター
株式会社Gakken LEAP代表取締役CEO 細谷仁詩



■本プログラム参加者の商談数・支援マッチング数

成果報告会においての登壇者とサポーターの支援マッチング総件数は、以下の数となった。
小・中学校、幼児教育をテーマとした第１回成果報告会における支援マッチング数は72件であり、中学校・高校、リカレントをテーマとした
第２回成果報告会における支援マッチング数は51件であった。第１回成果報告会の方が21件多い結果となった。
平均数としても、第１回登壇者平均が9件に対し第２回登壇者平均は5.1件となり、小・中学校、幼児教育に対しサポーターの関心がより高いことがうかが
える。

３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

⑥効果検証

成果報告会 2/19登壇者（マッチング数：72件）

株式会社BYSENT 支援マッチング数：10件

ベビカム株式会社 支援マッチング数：3件

FULMA株式会社 支援マッチング数：16件

株式会社しくみデザイン 支援マッチング数：10件

株式会社プログミ― 支援マッチング数：8件

合同会社MAZDA Incredible Lab 支援マッチング数：6件

tanQ株式会社 支援マッチング数：10件

キッズウィークエンド株式会社 支援マッチング数：9件

成果報告会 2/26登壇者（マッチング数：51件）

アスフィール株式会社 支援マッチング数：7件

モノグサ株式会社 支援マッチング数：3件

株式会社VARIETAS 支援マッチング数：9件

TANREN株式会社 支援マッチング数：3件

株式会社INERTIA 支援マッチング数：2件

株式会社すみか 支援マッチング数：8件

株式会社baton 支援マッチング数：4件

株式会社4COLORS 支援マッチング数：6件

株式会社Study Valley 支援マッチング数：7件

センセイプレイス株式会社 支援マッチング数：2件

マッチング総件数：123件
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３．事業の実施結果

（2）次代の教育/EdTechイノベーターに対する育成プログラムの実施

⑥効果検証

コミュニティへの最新情報投稿数は、以下の数となった。
事務局からは、各イベントのレポートや編集したイベント動画記録などを投稿し、コミュニティ参加者のみが閲覧できるコンテンツを提供した。
コミュニティ参加者からは、自身の活動についてシェアする投稿がいくつか見られた。
今後も定期的に投稿を続けていくことで、参加者からの自発的な投稿数も増えていくものと思われる。
本コミュニティの参加者はEdTechの最前線を走る人々であり、適切な運用が続けば参加者の活動報告は今後も増えていくと想定される。

最新情報投稿数：59件
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３．事業の実施結果

（3）次次代の教育/EdTechイノベーター向けのイベント実施

①イベントの企画・提案

教育イノベーター向けイベント ＃1
「EdTechアイディアの最前線！
ライトニングトーク＆オンラインセミナー」

これからのEdTechイノベーターはどうあるべきか、どのようにアイディアを考え、進めばいいのか
の講演をオンラインセミナー形式で行う。
また、その後は教育に関する課題とその解決のためのアイディアを自己紹介も兼ねて簡単にプレゼ
ンし、同じ志を持つ次次代のイノベーター同士での発表及び情報共有を行う。

教育イノベーター向けイベント ＃2
「EdTechイノベーター、 自治体との連携をどう進
める？ セミナー+ショートピッチ＆ディスカッ
ション」

これからのEdTechイノベーターはどうあるべきか、どのようにアイディアを考え、進めばいいのか
の講演をオンライン対談セミナー形式で行う。
また、その後は教育に関するアイディアを自己紹介も兼ねて簡単にプレゼンし、内容に関してセミ
ナー登壇者も交えたイベント参加者同士のディスカッションを行い、アイディアの実現に向けた支
援をコミュニティ単位で行う。

教育イノベーター向けイベント #３
「未来のイノベーターへステップアップ！
ビジョンメイキングワークショップ」

次次代のイノベーターが持つアイディアに関し、クリエイティブシンキング・ロジカルシンキン
グ・システムシンキングの３つの思考法を用いて定性分析を行い、理想（ビジョン）として言語化
することで、自身のアイディアが進む先の明確な将来像を見据えるためのワークショップを行う。
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３．事業の実施結果

応募要件
以下の要件に該当する方を対象とする。
1.新たな教育事業につながるアイディアを持っている方、もしくはアイディアの種となる熱意を持っている方
2.異業種からの教育分野に参入し、EdTechに関連する事業を行おうとするアイディアを持っている方

（3）次次代の教育/EdTechイノベーター向けのイベント実施

②イベントの参加者募集・広報

教育イノベーター向けイベント ＃1「EdTechアイディアの最前線！ライトニングトーク＆オンラインセミナー」
応募総数（視聴登録数）71名 イベント参加者数 48名

教育イノベーター向けイベント ＃2「EdTechイノベーター、自治体との連携をどう進める？
セミナー+ショートピッチ＆ディスカッション」

応募総数（視聴登録数）77名 イベント参加者数 45名

教育イノベーター向けイベント #３「未来のイノベーターへステップアップ！
ビジョンメイキングワークショップ」

応募総数 38名 イベント参加者数 17名 :会場参加3名 オンライン参加14名

応募方法 ※Facebookイベントページを通して、次次代イベント用のFacebookプライベートグループに参加

募集期間：2021 年 11 月 16日（火）～12 月 9 日（木）
教育イノベーター向けイベント ＃1「EdTechアイディアの最前線！ライトニングトーク＆オンラインセミナー」

募集期間：2022 年 1 月 17 日（火）～2 月 2 日（水）
教育イノベーター向けイベント ＃2「EdTechイノベーター、自治体との連携をどう進める？セミナー+ショートピッチ＆ディスカッション」

募集期間：2022 年 2 月 7 日（月）～2 月 23 日（水）
教育イノベーター向けイベント #３「未来のイノベーターへステップアップ！ビジョンメイキングワークショップ」
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■教育イノベーター向けイベント ＃1「EdTechアイディアの最前線！ライトニングトーク＆オンラインセミナー」
これからのEdTechイノベーターはどうあるべきか、どのようにアイディアを考え、進めばいいのかの講演をオンラインセミナー形式で行った。
また、その後は教育に関する課題とその解決のためのアイディアを自己紹介も兼ねて簡単にプレゼンし、同じ志を持つ次次代のイノベーター同士での発
表及び情報共有を行った。

３．事業の実施結果

（3）次次代の教育/EdTechイノベーター向けのイベント実施

③イベントの実施

項目 実施内容

使用ツール Webex

日程 2022年12月20日 19:00～21:00

参加人数
48名（うちLT登壇者14名）
※LT登壇者定員：15名

セミナー登壇者
（敬称略）

デジタルハリウッド大学 教授・学長補佐
一般社団法人教育イノベーション協議会 代表理事
佐藤 昌宏
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３．事業の実施結果

（3）次次代の教育/EdTechイノベーター向けのイベント実施

③イベントの実施

教育イノベーター向けイベント ＃1「EdTechアイディアの最前線！ライトニングトーク＆オンラインセミナー」
タイムスケジュール

開始 終了 内容

19:00 19:05 はじめに挨拶

19:05 19:10 経産省様挨拶

19:10 19:15 Edvation Open Labとは

19:15 19:40 オンラインセミナー デジタルハリウッド大学 教授・学長補佐 一般社団法人教育イノベーション協議会 代表理事

19:40 20:36 LT1人目 ～ LT14人目（15人目は当日欠席）

20:36 20:41 ライトニングトークの総評

20:41 20:45
アンケート記載時間
おわりの挨拶

20:45 20:50 オンラインセミナーの告知

20:50 20:55 ワークショップの告知

20:55 21:00 Facebookコミュニティの宣伝
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■教育イノベーター向けイベント ＃2「EdTechイノベーター、自治体との連携をどう進める？セミナー+ショートピッチ＆ディスカッション」
これからのEdTechイノベーターはどうあるべきか、どのようにアイディアを考え、進めばいいのかの講演をオンライン対談セミナー形式で行った。
また、その後は教育に関するアイディアを自己紹介も兼ねて簡単にプレゼンし、内容に関してセミナー登壇者も交えたイベント参加者同士のディスカッ
ションを行い、アイディアの実現に向けた支援をコミュニティ単位で行った。

３．事業の実施結果

（3）次次代の教育/EdTechイノベーター向けのイベント実施

③イベントの実施

項目 実施内容

使用ツール Webex

日程 2022年2月2日 19:00～21:00

参加人数
45名（うちディスカッション登壇者3名）
※ディスカッション登壇者定員：4名

セミナー登壇者
（敬称略）

奈良市教育委員会事務局
教育部学校教育課情報教育係 係長 谷正友
株式会社Inspire High 代表取締役 杉浦太一
ライフイズテック株式会社 取締役 讃井康智
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３．事業の実施結果

（3）次次代の教育/EdTechイノベーター向けのイベント実施

③イベントの実施

教育イノベーター向けイベント ＃2「EdTechイノベーター、自治体との連携をどう進める？セミナー+ショートピッチ＆ディスカッション」
タイムスケジュール

開始 終了 内容

19:00 19:05 はじめに挨拶

19:05 19:11 Edvation Open Labとは

19:11 19:41
対談セミナー
• 教育現場が、教育イノベーターに期待すること
• 教育イノベーターが、自治体とどう連携していくのが未来につながるか

19:41 20:30

• LT1人目 ＆ディスカッション
• LT2人目 ＆ディスカッション
• LT3人目 ＆ディスカッション
• LT4人目（当日トラブルにより欠席）

→教育コンテンツに関するディスカッションに変更

20:30 20:40 総評,ラップアップ

20:40 20:50 アンケート記載時間、おわりの挨拶

20:50 20:55 ワークショップの告知、Facebookコミュニティの宣伝

20:55 21:00 オンライン交流会の案内
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３．事業の実施結果

（3）次次代の教育/EdTechイノベーター向けのイベント実施

③イベントの実施

教育イノベーター向けイベント ＃2「EdTechイノベーター、自治体との連携をどう進める？セミナー+ショートピッチ＆ディスカッション」イベントの
終了後に、オンラインサービス「Gather」（https://app.gather.town/app）を用いてオンライン交流会を開催した。

項目 実施内容

使用ツール Gather（オンライン通話ツール）

日程 2022年2月2日 21:00~21:30

参加人数 11名
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■教育イノベーター向けイベント #３「未来のイノベーターへステップアップ！ビジョンメイキングワークショップ」
次次代のイノベーターが持つアイディアに関し、クリエイティブシンキング・ロジカルシンキング・システムシンキングの３つの思考法を用いて定性分
析を行い、理想（ビジョン）として言語化することで、自身のアイディアが進む先の明確な将来像を見据えるためのワークショップを行った。

３．事業の実施結果

（3）次次代の教育/EdTechイノベーター向けのイベント実施

③イベントの実施

項目 実施内容

開催方法 オンライン・オフラインでのハイブリット式講義

オフライン会場 CIC Tokyo

住所 東京都港区虎ノ門 1-17-1 虎ノ門ヒルズビジネスタワー 15階

オンライン使用ツール Webex、Miro（オンラインホワイトボードツール）

日程 2022年2月24日 19:00-20:30

参加人数
17名:会場参加3名 オンライン参加14名
※参加定員：15名～最大20名
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３．事業の実施結果

（3）次次代の教育/EdTechイノベーター向けのイベント実施

③イベントの実施

教育イノベーター向けイベント #３「未来のイノベーターへステップアップ！ビジョンメイキングワークショップ」
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３．事業の実施結果

（3）次次代の教育/EdTechイノベーター向けのイベント実施

③イベントの実施

教育イノベーター向けイベント #３「未来のイノベーターへステップアップ！ビジョンメイキングワークショップ」 タイムスケジュール

開始 終了 内容

19:00 19:05 はじめに挨拶

19:05 19:10 Edvation Open Labとは

19:10 19:20 イントロダクション

19:20 19:22 クリエイティブシンキング説明

19:22 19:32 クリエイティブシンキング

19:32 19:34 ロジカルシンキング説明

19:34 19:49 ロジカルシンキング①

19:49 20:04 ロジカルシンキング②

20:04 20:09 休憩

20:09 20:11 システムシンキング説明

20:11 20:21 システムシンキング

20:21 20:26 まとめ

20:26 20:29
アンケート記載時間
おわりの挨拶

20:29 20:30
成果報告会の宣伝
Facebookコミュニティの宣伝
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ワークショップでの理想設計完遂数は、以下となった。

未完成といっても、理想を示す文章の作成が完了しなかったというかたちであり、想いの分解と整理までであれば全員が実施することができた。
メンター・サポーターアンケートにて次代のイノベーターに魅力を感じた点はビジョン・ミッションの割合が大きかったため、ワークショップを通して
次次代のイノベーター達も自身のビジョン・ミッションを固めていくことができれば、次代へのステップアップをすることができると思われる。

３．事業の実施結果

（3）次次代の教育/EdTechイノベーター向けのイベント実施

⑤効果検証

ワークショップでの理想設計完遂数

参加者 17名

理想設計完遂者 10名

未完成 ７名

概説

111



３．事業の実施結果

（3）次次代の教育/EdTechイノベーター向けのイベント実施

④コミュニティの形成

※（１）⑤と同内容
Facebook上にて、次代のイノベーター採択者・メンター・次次代のイノベーターが参加するプライベートグループ「Edvation Open Lab」を構築した。
コミュニティには、参加者が自由に情報を投稿し共有できる機能、担い手同士や担い手とサポーターが交流するためのコミュニケーション機能（記事へ
のコメント機能等）を実装した。
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３．事業の実施結果

（3）次次代の教育/EdTechイノベーター向けのイベント実施

⑤効果検証

「EdTechアイディアの最前線！」ライトニングトーク＆オンラインセミナーイベント参加者向けアンケート

教育の社会性・公共性に対する閉鎖感（教育は変わらないというイメージ）や事業化への難易度（ビジネスとして成り立たないというイメージ）など、
他の分野にはない独特の難しさがあると言われる教育分野において、イノベーションの促進やサービスの社会実装に向けた諸課題をあぶり出し、適切な
支援策を検討するために、次のアンケートにご協力をお願いいたします。

（アンケート内における「EdTechサービス」とは、eラーニングサービス等を含む教育現場において活用できるサービス全般を指します）

項目 実施内容

（１）現在ご自身が関わられている、もしくは関わったことのある、またはこれから関わりたい教育分野はどこですか？
（複数回答可）

就学前教育
小中等教育
高等教育
リカレント教育
民間教育
その他（自由記述）

（２）その教育分野におけるEdTechサービスの社会実装（ex:教育現場のDX化等）に関し、どのような課題があると感じ
ていますか？

自由記述

（３）その教育分野にEdTechサービスが新規参入していくためには、どのようなサポートが必要だと考えますか？ 自由記述

（４）その教育分野にEdTechサービスが参入後、継続的に事業を成長させていくためには、どのようなサポートが必要だ
と考えますか？

自由記述

（５）12/20（月）のライトニングトーク＆オンラインセミナーイベントについて、ご感想をお聞かせください。 自由記述

アンケート序文
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３．事業の実施結果

（3）次次代の教育/EdTechイノベーター向けのイベント実施

⑤効果検証

イベント参加者が関わる、もしくは関わる予定の教育分野は「小中等教育」が最も多く33％、次いで「高等教育」が23％、民間教育が19％という結果となった。
次代のイノベーター関係者に比べて、わずかではあるがより小中等教育が多い傾向がみられた。

（１）現在ご自身が関わられている、もしくは関わったことのある、またはこれから関わりたい教育分野はどこですか？（複数回答可）

概説

資料：図2.1_「EdTechアイディアの最前線！」ライトニングトーク＆オンラインセミナーイベント参加者向けアンケート（回答）

n=14（単位：人）
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EdTechサービスの社会実装に関し感じる課題として、社会全体的に使いこなせていないという意見や、教員側の能力・理解不足により活用できていない
という意見など、ITリテラシーに関する根幹的な課題が意見としてあがった。
また、変革や変化への抵抗感が教員及び親のなかで存在しているという意見などもあがった。

３．事業の実施結果

（3）次次代の教育/EdTechイノベーター向けのイベント実施

⑤効果検証

（２）その教育分野におけるEdTechサービスの社会実装（ex:教育現場のDX化等）に関し、どのような課題があると感じていますか？

• 社会全体的に使いこなせていない

• 良い方法の議論が多いが完全な実装までの障害が多く、それを乗り越えられるようなサービスが無い&それを潰してしまう要因が多い事

• 保護者様方の御理解(ご自身の経験がないため難解)

• 理解し使う教員の能力不足のため、導入の遅れ、活用できない、などが生じ、恩恵を得られていない。
結果、業務の多様化に対応できず、労働環境の悪化を自ら招いている。

• 教育現場の全体的なITリテラシーの向上

• 教員の意識改革

• 変革に対する教員、親の抵抗

• 教育現場はネットワークの脆弱さ、教師のファシリやITリテラシーの低さ

• 「かわる」ことへの抵抗感が他の分野よりも強い。前例主義がモットーみたいな雰囲気。

• 教員自体が対応できない（考え方に馴染めなかったり、機器の操作ができなかったり）

• デジタル＝難しいというマインド

概説

資料：図2.1_「EdTechアイディアの最前線！」ライトニングトーク＆オンラインセミナーイベント参加者向けアンケート（回答）

有効回答数：14 件
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EdTechサービスが新規参入していくためのサポートとして、教育現場に対しての使い方レクチャーの支援であったり、価値説明の機会であったりなどの意見
が上がった。ITリテラシーに関するサポートも包括したうえでの、学校現場へのサポートが必要であるという意見が多くを占めた。

３．事業の実施結果

（3）次次代の教育/EdTechイノベーター向けのイベント実施

⑤効果検証

（３）その教育分野にEdTechサービスが新規参入していくためには、どのようなサポートが必要だと考えますか？

• 全てのアシスタントのような存在

• 実証実験の場を増やして欲しい

• 実験レベルではなくその先の完全な社会実装に向けた官および教育機関への支援

• 教員の教育。価値を理解できる根本的な知識や、活用するための実践など。まず教師を顧客として正しく育てないと、学校という市場に商品は
売れないどころか、参入すること自体が難しい。そして、教職課程、学校ではそのような学びは皆無である。一部の教師だけが使えても、
業界全体はよくならないし、市場のポテンシャルは活かせない。

• 提携・協業などについての前向きなディスカッションの場

• 学校の役割のリバランスが必要ではないか

• 学校とサービスとのマッチング支援。

• 専門人材派遣の拡充

• 理論によるアドバイス(実践的な知は持っていることが多いと思われるため)。

• 知る機会の提供。強制的にでも使わせる機会。

• 学習者はもちろん、教育者側への適切な指導（トータル的なサポート）が必要。

• 教員への指導に加えて、定期的に実際に現場を見て問題を発見・解決すること

概説

資料：図2.1_「EdTechアイディアの最前線！」ライトニングトーク＆オンラインセミナーイベント参加者向けアンケート（回答）

有効回答数：14 件
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継続的に事業を成長させていくためのサポートについても、学校現場と相談しながらのサービスのアップデートや、社会実装に向けた官および教育機関
への支援、民間企業や大学生、社会人ボランティアなどによるサポート要員の確保などが意見としてあがった。
学校現場へのサポートを包括したうえで、事業の成長を図るような計画を初期の段階できちんと設計しておく必要があることがうかがえる。

３．事業の実施結果

（3）次次代の教育/EdTechイノベーター向けのイベント実施

⑤効果検証

（４）その教育分野にEdTechサービスが参入後、継続的に事業を成長させていくためには、どのようなサポートが必要だと考えますか？

• 実験レベルではなくその先の完全な社会実装に向けた官および教育機関への支援

• 定期的なメンタリング

• いいサービスであれば全国への展開支援。

• 専門人材の質を担保するための試験等の制度を確立させること、人材確保にかかる費用面での支援

• 学校現場と相談しながらのサービスのアップデート

• やはり教えられる教員がいないので、民間企業や大学生社会人ボランティアなどによるサポート要員の確保などができる必要がある。

• 学校対応から個別対応へ

概説

資料：図2.1_「EdTechアイディアの最前線！」ライトニングトーク＆オンラインセミナーイベント参加者向けアンケート（回答）

有効回答数：14 件
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３．事業の実施結果

（3）次次代の教育/EdTechイノベーター向けのイベント実施

⑤効果検証

「EdTechイノベーター、自治体との連携をどう進める？」セミナー＆ショートピッチ＆ディスカッションイベント参加者向けアンケート

教育の社会性・公共性に対する閉鎖感（教育は変わらないというイメージ）や事業化への難易度（ビジネスとして成り立たないというイメージ）など、
他の分野にはない独特の難しさがあると言われる教育分野において、イノベーションの促進やサービスの社会実装に向けた諸課題をあぶり出し、適切な
支援策を検討するために、次のアンケートにご協力をお願いいたします。
（12/20の前イベントに参加し、同様のアンケートにご回答頂いた方は（5）よりご回答ください。）

（アンケート内における「EdTechサービス」とは、eラーニングサービス等を含む教育現場において活用できるサービス全般を指します）

項目 実施内容

（１）～（４）は各次次代イベント共通

（５）2/2（水）のイベントにおける「セミナー」につきまして、新たな学びや気づ
きを得ることは出来ましたか。

（得ることができなかった）１～５（得ることができた）

（６）（５）で回答いただいた理由をお聞かせください。 自由記述

（７）2/2（水）のイベントにおける「ショートピッチ＆ディスカッション」につき
まして、新たな学びや気づきを得ることは出来ましたか。

（得ることができなかった）１～５（得ることができた）

（８）（７）で回答いただいた理由をお聞かせください。 自由記述

（９）以下の項目のうち、今後も参加したいと思うコミュニティ活動を選択してくだ
さい（複数選択可）

セミナー
ライトニングトーク、ショートピッチ
ワークショップ
交流会
オンラインコミュニケーション（Facebook等）
その他

（１０）（９）で回答いただいた理由をお聞かせください。 自由記述

（１１）本イベントについて、自由にご感想をお聞かせください。 自由記述

アンケート序文
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３．事業の実施結果

（3）次次代の教育/EdTechイノベーター向けのイベント実施

⑤効果検証

2/2のオンラインセミナーにおいて、合わせて94％もの参加者が新たな学びや気づきを得ることができたと回答した。
「様々な立場の方からの学校への思いが聞けたので」「具体的な話が聞けて実態がよく分かった」という意見より、３名の登壇者がそれぞれの立ち位置
から教育を話してもらえたことが効果的であった。

（６）（５）で回答いただいた理由をお聞かせください。

・教育委員会や現場での教員がどのようなスタンスで教育に取り組んでいらっしゃるのか、初めて気づいた点が多々あったため。（５ 得ることができた）

・様々な立場の方からの学校への思いが聞けたので（５ 得ることができた）

・具体的な話が聞けて実態がよくわかった。（５ 得ることができた）

・エドテックの経験者の方ーの率直な意見を拝聴できたから（５ 得ることができた）

・実体とイノベーターの考えがみえた（４ やや得ることができた）

（５）2/2（水）のイベントにおける「セミナー」につきまして、新たな学びや気づきを得ることは出来ましたか。

概説

資料：図2.2_「EdTechイノベーター、自治体との連携をどう進める？」セミナー＆ショートピッチ＆ディスカッションイベント参加者向けアンケート（回答）

有効回答数：15 件

n=15（単位：人）
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ショートピッチ＆ディスカッションについて、合わせて86％もの参加者が新たな学びや気づきを得られたと回答した。
「新規参入の方々の課題意識に触れることができた」「VRを用いた研究など聞いたことのない事業を知ることができ勉強になった」など、普段得られない情報
を得ることができたという点が効果的であった。
ただ、相反する意見ではあるが「もう少しテーマを絞ったほうが、参加しやすい」という意見も少数ではあるが上がった。

３．事業の実施結果

（3）次次代の教育/EdTechイノベーター向けのイベント実施

⑤効果検証

（８）（７）で回答いただいた理由をお聞かせください。

• 新規参入の方々の課題意識に触れることができたから（５ 得ることができた）
• 英語×プログラミングであったり、VRを用いた研究など聞いたことのない事業を知ることができ勉強になったため。また、VRに対しては教育にあま

り 馴染まないツールであるとの固定観念を持っていたが、その価値観を捨て、新しい観点からVRの活用法を検討していく必要性に気付かされたから。
（５ 得ることができた）

• メタバースにおけるダイバーシティな探究学習や居場所作りは、私もこれまでも考えてきたことだが、そのような話題が少し出ていたので共感した。
（４ やや得ることができた）

• 多様な皆さんと対話でき、私の考えも深まった。（４ やや得ることができた）
• もう少しテーマを絞った方が、参加しやすい。（３ どちらとも言えない）

（７）2/2（水）のイベントにおける「ショートピッチ＆ディスカッション」につきまして、新たな学びや気づきを得ることは出来ましたか。

概説

資料：図2.2_「EdTechイノベーター、自治体との連携をどう進める？」セミナー＆ショートピッチ＆ディスカッションイベント参加者向けアンケート（回答）

n=15
（単位：人）

有効回答数：15 件
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３．事業の実施結果

（3）次次代の教育/EdTechイノベーター向けのイベント実施

⑤効果検証

今後も参加したいと思うコミュニティ活動としては、「セミナー」が最も多く27％、「ワークショップ」が次点で21％、「ライトニングトーク、ショートピッ
チ」「交流会」が18％となった。セミナーは参加しやすいという点と、情報収集ができる、聞いていることで勉強になるという点が参加希望の理由であることが
うかがえる。

（１０）（９）で回答いただいた理由をお聞かせください。

• イベントを通して業界全体の盛り上がりに期待
（セミナー, ライトニングトーク、ショートピッチ, ワークショップ, 交
流会）

• 広く情報収集を行いたい。
（セミナー, ライトニングトーク、ショートピッチ）

• ショートピッチでは短時間で様々な事業や取り組みを知ることができ、
聞いている側としても大変勉強になったため。
（セミナー, ライトニングト々ク、ショートピッチ）

• 学校を様々な角度から見つめ直すため
（セミナー, ワークショップ）

（９）以下の項目のうち、今後も参加したいと思うコミュニティ活動を選
択してください（複数選択可）

概説

資料：図2.2_「EdTechイノベーター、自治体との連携をどう進める？」セミナー＆ショートピッチ＆ディスカッションイベント参加者向けアンケート（回答）

n=15（単位：人）
有効回答数：15 件
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３．事業の実施結果

（3）次次代の教育/EdTechイノベーター向けのイベント実施

⑤効果検証

「未来のイノベーターへステップアップ！ビジョンメイキングワークショップ」アンケート

教育の社会性・公共性に対する閉鎖感（教育は変わらないというイメージ）や事業化への難易度（ビジネスとして成り立たないというイメージ）など、
他の分野にはない独特の難しさがあると言われる教育分野において、イノベーションの促進やサービスの社会実装に向けた諸課題をあぶり出し、適切な
支援策を検討するために、次のアンケートにご協力をお願いいたします。
（アンケート内における「EdTechサービス」とは、eラーニングサービス等を含む教育現場において活用できるサービス全般を指します）

※2/2以前のEOLイベントに参加し、同様のアンケートにご回答頂いた方は（5）よりご回答ください。）

項目 実施内容

（１）～（４）は各次次代イベント共通

（５）2/24（木）のワークショップイベントにつきまして、新たな学びや気づきを得ること
は出来ましたか。

（得ることができなかった）１～５（得ることができた）

（６）（５）で回答いただいた理由をお聞かせください。 自由記述

（７）以下の項目のうち、今後も参加したいと思うコミュニティ活動を選択してください
（複数選択可）

セミナー
ライトニングトーク、ショートピッチ
ワークショップ
交流会
オンラインコミュニケーション（Facebook等）
その他

（８）（７）で回答いただいた理由をお聞かせください。 自由記述

（９）本イベントについて、自由にご感想をお聞かせください。 自由記述

アンケート序文
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2/24のワークショップでは、合わせて92％もの参加者が新たな学びや気づきを得ることができたと回答した。
他の次次代のイノベーター向けイベントと比べ、自ら参加しアウトプットを行うワークショップは「得ることができた（５）」の割合が少々高い傾向
にあった。想いを分解、整理し言語化できたこと、また参加者同士でコミュニケーションを行うことを主軸にワークショップを実施したことがよかっ
たという意見もあがった。

３．事業の実施結果

（3）次次代の教育/EdTechイノベーター向けのイベント実施

⑤効果検証

（６）（５）で回答いただいた理由をお聞かせください。

• 自分の想いを言語化して、分解して、整理することができたため。（４ やや得ることができた）

• 様々な立場の方からの学校への思いが聞けたので（５ 得ることができた）

• アイディアが言語化できた部分もあったため。今まではできていなかったため。（５ 得ることができた）

• 自分自身で考える時間がもて、他者からの意見が聞けて言語しやすかったため。（５ 得ることができた）

• 教育に同じように意義を見出している方と話すことで焦点がずれない議論ができたり、より意見を発展させるのに役立ったから。
（４ やや得ることができた）

（５）2/24（木）のワークショップイベントにつきまして、新たな学びや気づきを得ることは出来ましたか。

概説

資料：図2.3_「未来のイノベーターへステップアップ！ビジョンメイキングワークショップ」アンケート（回答）

有効回答数：12 件

n=12
（単位：人）
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３．事業の実施結果

（3）次次代の教育/EdTechイノベーター向けのイベント実施

⑤効果検証

2/2イベントの同内容アンケートと比べて、「ワークショップ」の割合が高くなり28％となった。次点は「セミナー」となり23％、「交流会」が18％と
いう結果となった。ワークショップにより手応えを感じられた人が多かったために、参加希望が増えたことがうかがえる。
また、オフラインでの交流会や継続的な関係性の構築を望む意見もあり、横のつながりを広げていきたいといったニーズがあることもうかがえる。

（８）（７）で回答いただいた理由をお聞かせください。

• イベントを通して業界全体の盛り上がりに期待
（セミナー, ライトニングトーク、ショートピッチ, ワークショップ, 交流
会）

• 広く情報収集を行いたい。
（セミナー, ライトニングトーク、ショートピッチ）

• ショートピッチでは短時間で様々な事業や取り組みを知ることができ、聞
いている側としても大変勉強になったため。
（セミナー, ライトニングト々ク、ショートピッチ）

• 学校を様々な角度から見つめ直すため
（セミナー, ワークショップ）

• ぜひオフラインでの交流会ができると嬉しいです。
（セミナー, ライトニングトーク、ショートピッチ, ワークショップ, 交流
会, オンラインコミュニケーション（Facebook等））

• 教育への取り組みを志してる方々との継続的な関係性を構築していきたい
から。
（ワークショップ, 交流会, オンラインコミュニケーション（Facebook等）

（７）以下の項目のうち、今後も参加したいと思うコミュニティ
活動を選択してください（複数選択可）

概説

資料：図2.3_「未来のイノベーターへステップアップ！ビジョンメイキングワークショップ」アンケート（回答）

有効回答数：12 件
n=12（単位：人）
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イベント参加登録数は、それぞれ以下となった。
参加希望者には各イベント用のFacebookグループへの参加を促したため、グループ参加人数をイベント参加登録数として算出した。
ワークショップに関しては参加上限数を15名~20名と設定していたが、募集開始後数日で20名を超える参加登録があった。
最終的には上限のほぼ倍値である38名の応募があったため、次次代のイノベーターにおけるワークショップへの関心は想定以上に高かったといえる。

３．事業の実施結果

（3）次次代の教育/EdTechイノベーター向けのイベント実施

⑤効果検証

イベント参加登録数

教育イノベーター向けイベント ＃1「EdTechアイディアの最前線！
ライトニングトーク＆オンラインセミナー」

71名（うちイベント参加者数 48名）

教育イノベーター向けイベント ＃2「EdTechイノベーター、自治体
との連携をどう進める？

セミナー+ショートピッチ＆ディスカッション」
77名（うちイベント参加者数 45名）

教育イノベーター向けイベント #３「未来のイノベーターへステップ
アップ！

ビジョンメイキングワークショップ」
38名（うちイベント参加者数 17名 :会場参加3名 オンライン参加14名）

概説
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３．事業の実施結果

（3）次次代の教育/EdTechイノベーター向けのイベント実施

⑤効果検証

Edvation Open Lab最終アンケート（次次代のイノベーター向けイベント登壇者）

教育/EdTech分野のコミュニティ形成において、今後もより多くのイノベーターを巻き込み活性化していくためのあり方を検討し、皆様により有意義な
コミュニケーションの機会を提供していくために、次のアンケートにご協力をお願いいたします。（※アンケート結果は本事業の最終報告書に記載され
る可能性があるため、機密情報の取り扱いには十分ご留意ください）

アンケート序文

126

項目 内容

本インタビューの位置づけ 本事業で実施したイベントについての効果性をヒアリング

実施方法 実施方法：オンライン（Facebookメッセンジャー及びメール等）にての回答依頼

時期 3/8 ~3/17

対象者
次次代のイノベーター向けイベント参加者のうち、Facebookプライベートグループ「Edvation Open Lab」へ
参加している人

回答者数 11



３．事業の実施結果

（3）次次代の教育/EdTechイノベーター向けのイベント実施

⑤効果検証

項目 実施内容

（１）Edvation Open Labの以下のイベントのうち、どのイベントに参加頂いたかお聞かせください（複数回答可）

Edvation Open Lab 教育イノベーター向けイベント
#１「EdTechアイディアの最前線！ライトニングトーク＆オンラインセミナー」
#２「EdTechイノベーター、自治体との連携をどう進める？」
#３「未来のイノベーターへステップアップ！ビジョンメイキングワークショップ」

（２）（１）のイベントにご参加頂いた理由をお聞かせください 自由記述

（３）Edvation Open Labがきっかけで、サービスやアイディアに進展があった項目をお聞かせください（複数回答可）

サービス／アイディアのビジョンメイキング
類似サービス／アイディアとの差別化点の設計
サービス／アイディアのビジネスモデル構築
サービス／アイディアがもたらす教育効果の設計
その他

（４）（３）について、どのような形で進捗進展が得られたか、可能な範囲でお聞かせください 自由記述

（５）Edvation Open Labがきっかけで得られた新しい知見や繋がりも活用し、サービスやアイディアについて、今後特に強化したい項目をお聞か
せください（複数回答可）

サービス／アイディアのビジョンメイキング
類似サービス／アイディアとの差別化点の設計
サービス／アイディアのビジネスモデル構築
サービス／アイディアがもたらす教育効果の設計
その他

（６）（５）でご回答頂いた理由をお聞かせください 自由記述

（７）サービスやアイディアをブラッシュアップする上で、今後どのようなコミュニティ活動があるとよいか、お聞かせください（複数回答可）

教育の専門家や自治体、既に活躍している企業等によるセミナー
自分のサービスやアイディアを共有し、意見交換をする機会
ひとつのテーマに対し、みんなで話していくディスカッション
同じ目的をもって共に手を動かすワークショップ
交流会等での自由な対話コミュニケーション
グループへの質問投稿や投稿への反応等による、オンラインコミュニケーション
その他

（８）そのほか、教育／EdTechイノベーター支援として、どのような支援策が効果的だと思いますか。（複数回答可）

有識者とのメンタリング機会の提供
ピッチイベントへの登壇機会の提供
ディシジョンメーカーとのマッチング機会の提供
その他

（９）Edvation Open Lab：次次代のイノベーター向けイベント（セミナー、ショートピッチ、ワークショップ）やFacebookのコミュニティについ
て、参加された感想をお聞かせください。

自由記述

アンケート序文
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３．事業の実施結果

（3）次次代の教育/EdTechイノベーター向けのイベント実施

⑤効果検証

Edvation Open Labのコミュニティに参加し、アンケートに回答するなど積極的に活動へ関わった次次代のイノベーターは「＃３『未来のイノベーター
へステップアップ！ビジョンメイキングワークショップ」への参加者が最も多く50％となった。実際に手を動かしてアウトプットするというイベントの
性質上、コミュニティ活動としては最も有効な効果を発揮したことがうかがえる。

（２）（１）のイベントにご参加頂いた理由をお聞かせください

• EdTechで駆け出しの方と繋がり、情報交換等をしたかったため。

• アイデアがアイデアで終わってしまうことが多く、それを改善したいと
思ったため。

• 教育イノベーターを進めていて、ヒントがあればと思ったため

• EdTechビジネス開発の現状について知りたかったから。

• 未来の教育の形を考えて行動を起こしています。その方法を確かめたく
参加しました。

• 自分で学んでみたい！経験したい！と思ったからです。

（１）Edvation Open Labの以下のイベントのうち、どのイベントに参加
頂いたかお聞かせください（複数回答可）

概説

資料：図2.4_Edvation Open Lab次次代のイノベーター向けアンケート（回答）
n=11（単位：人）

有効回答数：11 件
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３．事業の実施結果

（3）次次代の教育/EdTechイノベーター向けのイベント実施

⑤効果検証

ワークショップの参加者が多いため当然ではあるが、進展があった項目として「サービス/アイディアのビジョンメイキング」が57％と最も高く、「サー
ビス/アイディアがもたらす教育効果の設計」が次点で21％という結果となった。
Edvation Open Labがきっかけで新しい人とつながった方が多く、その対話によって教育効果の設計に進捗が生まれたという意見があがった。

（４）（３）について、どのような形で進捗進展が得られたか、
可能な範囲でお聞かせください

• イベント#3に参加して、ビジョンが明確になりました。

• 理想状態が言語化によって明確になったことで、そのためのアイデアも
具体性を帯びた。

• イベントでの収穫情報を通じて仲間と共育支援について対話を進めるこ
とができた。

• 今考えている「あたらしい教育のカタチ」をより明確に進めることがで
きた。

• 新しく人とつながった。「なぜ、なぜ」をコーチングや授業で実践でき
た。

（３）Edvation Open Labがきっかけで、サービスやアイディアに進展が
あった項目をお聞かせください（複数回答可）

概説

資料：図2.4_Edvation Open Lab次次代のイノベーター向けアンケート（回答）n=11（単位：人）

有効回答数：11 件
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３．事業の実施結果

（3）次次代の教育/EdTechイノベーター向けのイベント実施

⑤効果検証

今後特に強化したい項目として、「サービス/アイディアがもたらす教育効果の設計」が39％で最も多く、次点で「サービス/アイディアのビジネスモデ
ル構築」で28％であった。
教育効果、ビジネスモデルについてはまだまだ考えが深まっていなかったという参加者も多く、今回のイベント等がきっかけで深く考えて強化していこ
うと考えた割合が多かった。

（６）（５）でご回答頂いた理由をお聞かせください

• ビジネス化という観点は今回一切考えていなかったため。

• ビジョンを形にしていきたいので。

• 教育効果の設定がまだまだだった。

• 未就学児共育へのエドテック活用の可能性を探りたい。

• 儲けのポイントをより明確にしたいため

（５）Edvation Open Labがきっかけで得られた新しい知見や繋がりも活
用し、サービスやアイディアについて、今後特に強化したい項目をお聞か
せください（複数回答可）

概説

資料：図2.4_Edvation Open Lab次次代のイノベーター向けアンケート（回答）n=11（単位：人）

有効回答数：11 件
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３．事業の実施結果

（3）次次代の教育/EdTechイノベーター向けのイベント実施

⑤効果検証

サービスやアイディアをブラッシュアップするうえで今後参加したいコミュニティ活動として「自分のサービスやアイディアを共有し、意見交換をする
機会」が24％と最も多く、「同じ目的をもって共に手を動かすワークショップ」が次点で20％となった。
上位2つはどちらも参加者同士でコミュニケーションを行うものであり、こういった横のつながりをつくることでブラッシュアップが進むと考えている傾
向が感じられる。

概説

（７）サービスやアイディアをブラッシュアップする上で、今後どのようなコミュニティ活動があるとよいか、お聞かせください（複数回答可）

資料：図2.4_Edvation Open Lab次次代のイノベーター向けアンケート（回答）

n=11（単位：人）
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３．事業の実施結果

（3）次次代の教育/EdTechイノベーター向けのイベント実施

⑤効果検証

そのほかの支援策として、「有識者とのメンタリング機会の提供」が44％と高く、次代のイノベーターのみならず、次次代のイノベーターに対してもメ
ンタリングの機会は有効、かつニーズも高いということが窺える。
次点では「ディシジョンメーカーとのマッチング機会の提供」で31％であり、こちらも次次代のイノベーターからのニーズが高いことがわかった。

概説

（８）そのほか、教育／EdTechイノベーター支援として、どのような支援策が効果的だと思いますか。（複数回答可）

資料：図2.4_Edvation Open Lab次次代のイノベーター向けアンケート（回答）

n=11（単位：人）
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３．事業の実施結果

【公募・審査スケジュール】

●公募受付 2021年10月22日（金）～2021年11月15日（月）17:00

想定選定事業者・登壇者 Bett Show 2022：５事業者程度 SXSW EDU 2022：5社程度

未来の教室実証事業者、EdTech導入補助金事業者、STEAMライブラリ事業者、JETRO、EdTech Japan Community /

Edvation Open Lab Facebook ページを通じ公募情報を広報。

●審査・選定 2021年11月16日（火）～2021年11月24日（水）

外部有識者２名による審査・選定を実施。

●採択通知 2021年11月24日（水）

●ガイダンス 2021年11月26日（金）

Bett Show 2022 出展者 / SXSW EDU 2022 登壇者へ向け、第1回ガイダンスを開催。

（4）海外におけるEdTechイベント等への参加支援

①公募・選定の実施（Bett Show 2022 出展者 / SXSW EDU 2022 登壇者・選考プロセス）
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３．事業の実施結果

【選定審査員（以下２名）】
・株式会社プロゴス 取締役社長 安藤益代氏
全世界72カ国から約1,400件以上の応募がある世界最大級の教育コンテスト「Reimagine Education Award 2021」の審査員として、世界中の約500名以上
の審査員候補者の中からEdTechのエキスパートとして、今年の同賞の審査員に選出。

・株式会社 湘南ゼミナール SHO-zemi Labs所長 岡本 芳明氏
学びのイノベーターとして、先進的な教育技術を活用した新たな学び方の発見に挑戦する情熱あふれる現場の先生や、教育を推進する研究者、新しいス
タートアップを含むコミュニティの支援、また、国際企業、新興企業、ベンチャー企業等など様々な業界で活躍してきた経験を活かし、海外のEdTech コ
ミュニティやスタートアップ企業のアドバイザー・アンバサダー・メンターとしてグローバルに活躍

【審査選定基準】
以下の審査選定基準に準じた公募要件を設定し、審査を経て選定を行った。

（4）海外におけるEdTechイベント等への参加支援

①公募・選定の実施（Bett Show 2022 出展者 / SXSW EDU 2022 登壇者・選考プロセス）

Bett Show 2022 SXSW EDU 2022

1．社会性・公共性・共感性 製品・商品・サービスを通して、どのようなソ
リューションを提供し、教育分野へ貢献できるか

自身の強みを活かして、どのようなソリューショ
ンを提供し、日本の教育改革へ貢献しているか

2．専門性・独自性・革新性 既存の製品・商品・サービスと比較し、違いや比
較優位性があるか

既存のソリューションと比較し、独自性や比較優
位性があるか

3．海外展開へのポテンシャル 世界のマーケットを視野に入れた製品・商品・
サービスであること

世界の教育分野の課題に自社の取り組みが、どの
ように貢献できるかを語れること

4．コンテンツ実績 国内・海外での販売・導入実績 自治体との実証事業・導入の実績、教育ICT分野
におけるアワード受賞等
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３．事業の実施結果

（4）海外におけるEdTechイベント等への参加支援

①公募・選定の実施（Bett Show 2022 出展者 / SXSW EDU 2022 登壇者・選考プロセス）

採択事業者一覧①（50音順・敬称略） Bett SXSW

Institution for a Global Society Corporation株式会社
（SXSW EDU 2022登壇者：福原 正大）

AIGROW・GROW360サービスにより「非認知能力を可視化し多様な能力を評価する」「個人
が自ら情報をコントロールし自らの未来を切りひらく」ための手段を提供
https://i-globalsociety.com/en/

○

株式会社Inspire High
（SXSW EDU 2022登壇者：清水 イアン）

世界のクリエイティブな人だちとつながり、探求型の学習を手軽に教室で実施できる開放型の
プログラム
https://www.inspirehigh.com/

○

株式会社グロービス
（SXSW EDU 2022登壇者：アレックス・シャーフ）

安価で高品質なビジネス教育を提供するGLOBIS学び放題
https://www.globisunlimited.com/

○

株式会社Study Valley
（SXSW EDU 2022登壇者：田中 悠樹）

学校現場と企業をオンラインサービスで繋ぎ、学校が簡単に外部リソースを確保できるととも
に参画企業に対する支援を提供する探究学習サービス「TimeTact」
https://www.studyvalley.jp

○ ○
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３．事業の実施結果

採択事業者一覧②（50音順・敬称略） Bett SXSW

tanQ株式会社
（SXSW EDU 2022登壇者：岩城 信二）

化学・人体・歴史など。様々な学問をボードゲーム・漫画化した「遊べる教科書：学問ゲー
ム」を展開
https://www.tanqfamily.com/

○ ○

株式会社プログミー
（SXSW EDU 2022登壇者：石橋 康大）

世界初の共同ビジュアルプログラミングで、一緒だと、もっと楽しい「プログミー」
https://progummy.com

○ ○

ワンダーラボ株式会社
（SXSW EDU 2022登壇者：ソフィア シン）

100種類のパズルで、あらゆる知識・スキル習得の土台となる思考力や意欲を育てるアプリ教
材「シンクシンク」
https://think.wonderlabedu.com/en/

○ ○

株式会社Preferred Networks
※新型コロナウィルスの感染拡大に伴うオンライン出展への変更により出展辞退
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３．事業の実施結果

イベント名：SXSW EDU 2022

■開催期日：2022年3月7日～10日

■開催場所：米国テキサス州、オースティン

■開催概要：毎年3月にアメリカテキサス州オースティンで開催される世界最大級のクリ

エイティブ・カンファレンスイベント SXSW2022（サウスバイサウスウエスト2022）に先

駆けて、「教育」というテーマにフォーカスしたSXSW EDU2022が今年は3月7日から10日

に開催（米国オースティン現地時間）。SXSW EDUでは世界中の教職員・生徒・研究者・教

育関連企業などが集まり、教育業界の課題や教育方法についての議論を行われた。ITやAI等

のテクノロジーを教育現場に取り入れるEdTechに関するトピックや、性の多様性や差別問

題に対する子供たちへの教育の在り方など、SXSWと同じくクリエイティブなアイデアが集

まるイベント。今年はリアルとオンラインを組み合わせた初のハイブリッド開催。

本事業では、オンライン（Pre-Recorded Session）での参加（各セッション：約60分）

※公募で選定した事業者のほか、★の事業者は事務局からの推薦により登壇した。

（4）海外におけるEdTechイベント等への参加支援

②SXSW EDU 2022 の実施

[テーマ] 日本の教育改革「未来の教室
~Learning Innovation~」

Education Reform in Japan: Learning Innovation Project

モデレーター 経済産業省

スピーカー 経済産業省

スピーカー Institution for a Global Society株式会社

スピーカー 株式会社Study Valley

[テーマ] 学習者を中心とした個別最適化は、
教育にどのような変化をもたらすのか？

Individually-Optimized Learning in Japan

モデレーター 株式会社Digika★

スピーカー 株式会社グロービス

スピーカー 株式会社プログミー

スピーカー 株式会社プロゴス★

[テーマ] オンラインのSTEAM教育で、
コンピテンシーの向上は実現できるか？

Can STEAM Online Education Enhance Competency?

モデレーター 一般社団法人 こたえのない学校 ★

スピーカー 株式会社Inspire High

スピーカー ワンダーラボ株式会社

スピーカー tanQ株式会社
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３．事業の実施結果

日本の教育改革「未来の教室～Learning
Innovation～」

【説明】
経済産業省では、2018年に「未来の教室」プロ
ジェクトを立ち上げ、EdTechを活用した新しい学
びの在り方を実証してきました。この結果、2020
年に、日本の学校で生徒が一人一台の端末を持つと
いう革新的な学習環境が実現しました（GIGAス
クール構想）。セッションでは、「未来の教室」プ
ロジェクトの大きな２つの柱である「学びの個別最
適化」と「学びのSTEAM化」や、GIGAスクール構
想の社会的なインパクトについて、EdTech企業２
社を交えてお話します。

・浅野 大介（経済産業省）
・小倉 直子（経済産業省）
・福原 正大
（Institution for a Global Society株式会社）
・田中 悠樹（株式会社Study Valley）

学習者を中心とした個別最適化は、教育にどの
ような変化をもたらすのか？

【説明】
デジタルテクノロジーの進化は、これまでの画一
的な教育に変化をもたらしました。日本の教育は、
デジタル技術を活用した「学びの個別最適化」を
目指しています。EdTechの普及が進み、生徒が一
人一台の端末を持つ環境では、学習履歴に基づき
生徒一人一人が自分の個性や特徴を見極め、自分
ペースで自分の目標に向かって主体的に学習する
ことが可能になります。
セッションでは、日本が目指す「学びの個別最適
化」とは何か、それを実践している民間企業が感
じている可能性や課題感をおつたえします。

・橋本 恭伸（株式会社Digika）
・Alexander Scharf（株式会社グロービス）
・石橋 康大（株式会社プログミー）
・安藤 益代（株式会社プロゴス）

オンラインのSTEAM教育で、コンピテンシーの
向上は実現できるか？

【説明】
「STEAM」は世界共通の教育改革のキーワードで
す。2022度には、日本でも全国の高校で「総合的
な探求の時間」や「理数探求」等、STEAM関連の
新しい教科が始まります。
セッションでは、STEAM教育に取り組む日本の企
業が、民間におけるSTEAM教育の事例や、STEAM
教育でこれまでの日本の教育がどう変わるのか、世
界のSTEAM教育との関連性などについて語ります。

・藤原 さと（一般社団法人こたえのない学校）
・清水 イアン（株式会社Inspire High）
・Sophia Qin（ワンダーラボ株式会社）
・岩城 信二（tanQ株式会社）
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３．事業の実施結果

実施結果（効果検証）（登壇者からのアンケート内容と回答結果を集約し掲載（一覧表））

【アンケート設問項目】

項目 実施内容

（１）事業社名（企業名）

（２）氏名

（３）海外への事業展開において、御社がEdTechサービスのメインターゲットとしているのは次のうちどれです
か。 （選択式：１つ）

① プライベートセクター（個人）
② プライベートセクター（塾、学校等の生徒）
③ プライベートセクター（塾、学校等の指導者）
④ パブリックセクター（学校等の生徒）
⑤ パブリックセクター（学校等の指導者）

（４）御社の海外への事業展開にあたり、どのような課題がありますか。
（選択式：上位3つ）

①イベント・展示会・SNS等での自社サービスの認知拡大・商談機会の獲得
②商談後、導入決定に至るまでのプロセス
③各国におけるサービスの導入後の実運用方法
④各国におけるEdTechサービスについてのニーズ調査
⑤各国で提供されているEdTechサービスについての競合調査
⑥各国教育制度に準じた自社サービスのローカライズ
⑦資金調達を目的とした海外投資家とのマッチアップ等
⑧その他

（５）設問4について、具体的に、どのような課題感があるかを教えてください。 自由記述

（６）上記の課題に対して、本プログラムでは次のような支援を行いましたが、課題の解決に繋がったと感じる支
援策を選択してください。

①Bett Show UKへのブース出展
②SXSW EDU への登壇機会
③ビジネス特化型SNS（LinkedIn）での情報発信
④SXSW EDU へのオンライン参加機会の提供

（７）設問6を選択された理由を教えてください。 自由記述

（８）上記の支援策の他に、どのような支援があれば効果的に課題が解消できると思いますか。ご意見をお聞かせ
ください。

自由記述

（９）今後どのような機会やイベントがあれば参加したいですか。 自由記述

共 通 項 目
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３．事業の実施結果

（3）海外への事業展開において、御社がEdTechサービスのメインターゲットとしているのは次のうちどれですか。（選択式：複数回答可）

図3_2_01．(SXSW）アンケート 回答＆グラフデータ_【3】

実施結果（効果検証）（登壇者からのアンケート内容と回答結果を集約し掲載）

【アンケート設問項目：共通項目】 共 通 項 目

概説

本年度の採択事業者は、プライベートセクター、パブ
リックセクターのいずれも同程度のターゲットニーズが
ある。また、児童・生徒より指導者へのターゲットニー
ズが強い。
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（4）御社の海外への事業展開にあたり、
どのような課題がありますか。（選択式：上位3つ）

（5）設問4について、具体的に、
どのような課題感があるかを教えてください。（自由記述）

• マーケットニーズを知りたい

• まだ海外への事業展開をしていませんが、今後1年以内くらいに考え出そ
うとしています。その際に課題になりそうなものを選択しました。

• 海外、とりわけEU圏ではGDPRの他、セキュリティ要件が非常に厳しく、
セールスを実際に開始する前に満たすべきセキュリティ要件等について
は十分に検討を重ねた上での商談が必要である、と今回痛感いたしまし
た。

• 日本の既存サービスをベースに、グローバルユーザー向けの国際的な
サービスを構築しています。競争が厳しいところでは、その既存のサー
ビスをグローバルユーザーのニーズに合わせてアレンジするのは難しい。
その中で、私たちの会社は海外では認知されていません。

• 海外展開におけるノウハウがなく、また、どのような海外市場(BtoC、公
学校向けなのか？）が適しているか不明であった。学校導入の場合、ど
のような実運用が適しているか分からず、ローカライズもどの範囲で行
うべきか（吹き替えは必要か）など、不明であった。

• 今回のイベント出展を通じて、教育事業者に適切にリーチする機会があ
れば興味をもっていただけることがわかった。そのため、いかに自社
サービスを知ってもらうかの認知拡大の部分に最も大きい課題感がある
と感じた。

図3_2_02．(SXSW）アンケート 回答＆グラフデータ_【4】

３．事業の実施結果

実施結果（効果検証）（登壇者からのアンケート内容と回答結果を集約し掲載）

【アンケート設問項目：共通項目】

（4）海外におけるEdTechイベント等への参加支援

②SXSW EDU 2022 の実施

共 通 項 目

概説

事業者には、認知拡大や商談機会の獲得の他、ニーズ調
査やサービスのローカライズ、競合調査等、海外の教育
市場に提案するソリューション自体に対する課題がある。

n=7(単位：人)
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３．事業の実施結果

（6）上記の課題に対して、本プログラムでは次のような支援を行い
ましたが、課題の解決に繋がったと感じる支援策を選択してく
ださい。（複数選択可）

(7)設問6を選択された理由を教えてください。

①Bett Show UKへの
ブース出展

実際に導入したいという公学校の方、ゲーム
会社や政府機関などと商談することができ、
ニーズを把握することができたため。

出展時にブースを訪れたゲストからの反応が
一番多く、かつ熱量が実感として伝わってき
たから。

こちらから能動的に情報発信できる場が選択
した２件であるため

②SXSW EDU への
登壇機会

SXSWに出演したことで、アメリカ市場での
信用度が1つ上がったかもしれません。

正直お客さまと繋がれず、課題解決には至り
ませんでした

今後の展開の際に、SXSW EDUへの登壇実績
が話せるようになったことは、海外に出ると
きの信頼感などに繋がると思われるため。

③ビジネス特化型SNS
（LinkedIn）での
情報発信

LinkedInからほとんどのMTGが生まれる。

図3_2_03．(SXSW）アンケート 回答＆グラフデータ_【6】

実施結果（効果検証）（登壇者からのアンケート内容と回答結果を集約し掲載）

【アンケート設問項目：共通項目】

（4）海外におけるEdTechイベント等への参加支援

②SXSW EDU 2022 の実施

共 通 項 目

概説

各事業者の抱える多様な課題への解決に繋がるのは、
ステークホルダーとのインタラクションが伴う施策である。
また、SNSを使った情報発信がが課題の解決につながったと
答える事業者もいる。

n=7(単位：人)
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３．事業の実施結果

（8）上記の支援策の他に、どのような支援があれば効果的に課題が解消できると思いますか。ご意見をお聞かせください。（自由記述）

• イベントや展示会のフリーパスやもうすでにあるものに対しての金融的なサポート

• お客様候補との面談までの設定

• 現地ITベンダー等、EdTechをエクスポートしていく上で重要な論点についてディスカッションできるパートナーのご紹介等がありますと大変助かります。

• 現地事業者とのマッチング、海外の教育関係者からフィードバックをいただく機会。

• 日本企業が海外に進出する際の最大の課題は、競争の激しさと認知度の低さだと思うんです。
多くの人の前で日本らしさを語れるようなイベントを継続的に支援することが有効だと思います。

• 中小企業の海外展開の体験談を知るレクチャー会などあれば良いなと感じた。
大手の話はよく聞くが、資金や人材が限られている中小企業において、リスクをどのように捉えたか、
社内での合意をどのように形成したか、海外展開での失敗例など、具体的に聞く会があると大変参考になる。

• トライアルでご利用開始されたお客様に対する英語によるヒアリングのサポート。
今回並行して実施いただいたBETTオンライン商談の際にJETROの方が議事録を作成してくださっていて、後からの振り返りに非常に役立ったから。

実施結果（効果検証）（登壇者からのアンケート内容と回答結果を集約し掲載（一覧表））

【アンケート設問項目：共通項目】

（4）海外におけるEdTechイベント等への参加支援

②SXSW EDU 2022 の実施

共 通 項 目

（9）今後どのような機会やイベントがあれば参加したいですか。（自由記述）

• Bettに似てるイベント。Hosted Leaders Programmeの参加費をカバーしていただければ大変助かります。

• SXSW, Bettだけでなく、VCが主催するようなイベントに参加することで、海外ファンドからの資金調達を皮切りに海外展開しやすいかと思いました。

• お客さま候補との面談設定

• また同様の機会があれば是非参加させていただきたいです。

• 日本のEdTech企業同士のネットワークを構築し、シナジーを見出すことができれば、得るものは大きいと思います。
そのために、メリットがある企業同士のアライアンスや相互プロモーションを調整することが有効だと思います。

• 上記のような中小企業の海外展開に関するレクチャー会などがあればぜひ参加してみたい。

• オンライン商談マッチング

概説

イベントでのPR機会の他、どのように海外進出を進めた
か等の情報交換や自社が進めている事業へのフィード
バックを目的に、海外志向の国内EdTech事業者同志の
ネットワーキングの支援を求める声もある。

有効回答数：7件

有効回答数：7件
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３．事業の実施結果

項目 実施内容

（１０）今回のご登壇動機についてご記入ください。 自由記述

（１１）セッションの場において、効果的に自社のPRができましたか。
（選択式：１つ）

充分PR出来た
PR出来た
どちらでもない
出来なかった

（１２）「充分出来た・出来た」と回答された方へ：特にどのような内容をPRできたと思いますか。 自由記述

（１３）「どちらでもない・出来なかった」と回答された方へ：上記回答の理由についてご記入ください。 自由記述

（１４）イベントを通じて、世界のEdTech業界の関係者とつながることができましたか。
（選択式：１つ）

充分出来た
出来た
どちらでもない
出来なかった

（１５）SXSW EDU への登壇者としての参加について、自由にご感想をお聞かせください。 自由記述

（１６）SXSW EDUへのオーディエンスとしての参加について、自由にご感想をお聞かせください。 自由記述

（１７）今回はオンラインでの参加でしたが、現地参加が実現していた場合、期待していたことはありますか 自由記述

（１８）Bett Showへの出展もされていますか。
はい
いいえ

実施結果（効果検証）（登壇者からのアンケート内容と回答結果を集約し掲載（一覧表））

【アンケート設問項目：SXSW EDU 2022】

（4）海外におけるEdTechイベント等への参加支援

②SXSW EDU 2022 の実施
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３．事業の実施結果

（10）今回のご登壇動機についてご記入ください。（自由記述）

• 今後の海外事業展開を見据えて、グローバルからの弊社事業への反応を知りたかったため。

• 著名なグローバルイベントでの登壇実績を得たかったため。

• 日本の教育プレイヤーの1つとして世界に活動を発信していくことにも価値を感じていたため。

• SXSW自体が好きなため。また、SXSWのような北米開催の教育系イベントにて発信することで海外展開のシーズを獲得したいため。

• 世界的なイベントで、多くの人に当社の存在を知ってもらいたいと思ったからです。

• 対外的認知度と顧客獲得

• Game Based Learningというなかなか普及していない概念を広めたかったため。
また、漫画・アニメという素材を使った教育を海外に広く知ってもらいたかったため。

• 自社サービスは世界初の機能を持つので、ニーズを持つ世界の教育関係者への認知拡大のため。

• 同僚が参加した。

実施結果（効果検証）（登壇者からのアンケート内容と回答結果を集約し掲載）

【アンケート設問項目：SXSW EDU 2022】

（4）海外におけるEdTechイベント等への参加支援

②SXSW EDU 2022 の実施

SXSW EDU 2022

概説

SXSW EDU 登壇機会が、グローバルでの認知に繋がり、
プレゼンスを高めることができると考えている事業者が
多くみられる。

有効回答数：7件
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３．事業の実施結果

（13）「どちらでもない・出来なかった」と回答された方へ：上記回答の理由についてご記入ください。（自由記述）

●どちらでもない
• このイベントによるプロモーションの効果を見るのはまだ早いです。オンラインイベントということで、すぐに影響が出るわけではないので、今後に

活かしていく予定です。
• どれだけインパクトがあったのかが不明確。
• まだ公開されたばかりのため、反応がわからず、この選択肢を選びました。

●できなかった
0件

（12）「充分出来た・出来た」と回答された方へ：特にどのような内容をPRできたと思いますか。（自由記述）

●充分PR出来た
• 他のパネリストとの事前準備がしっかりできたので、よくお互いのアピール内容とストーリーを認識合わせでき、そのため弊社の創業のストーリーや

日本発でこの事業をやる意義、プロダクトの特長などアピールできた。

●PR出来た
• 経産省の皆様にアピールする機会を流れでいただけた。
• 自社のプロダクトをただ誇張するだけでなく、今回のセッションで政府の教育への取り組みと一緒にお話できたことで、より信用力が高まったと思い

ます。
• 企業説明において、十分にGBL、日本の漫画・アニメ文化を活用した教材化を伝えることができたと思う。

（ただし、フリーディスカッションは、議論が発散してしまい、あまり自社PRには繋がらなかったと思う）

（11）セッションの場において、効果的に自社のPRができましたか。（選択式：1つ）

実施結果（効果検証）（登壇者からのアンケート内容と回答結果を集約し掲載）

【アンケート設問項目：SXSW EDU 2022】

（4）海外におけるEdTechイベント等への参加支援

②SXSW EDU 2022 の実施

SXSW EDU 2022

図3_2_04．(SXSW）アンケート 回答＆グラフデータ_【11】

概説

約半数が充分PRできた・PR出来たと回答した一方、事
前収録のセッションを配信するという手法の特性上、効
果については今後に活かすという意見もあった。

n=7(単位：人)
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３．事業の実施結果

（14）イベントを通じて、世界のEdTech業界の関係者とつながることができましたか。（選択式：1つ）

（15）SXSW EDU への登壇者としての参加について、自由にご感想をお聞かせください。（自由記述）

出来た

現地参加させていただけるとよりネットワークが広がり、大変良いと思いました。またSXSWであれば、オーディエンスの反応を見ながらトピックを変えていく、
という柔軟性があるので、次回は是非現地参加したいです。

大変貴重な経験をさせていただき、また、素晴らしいPRの場を設けて頂いたと考えております。
一方で、当日の撮影トラブルや一部参加者が著しく長い自己PRをしてしまうなど、段取りが良くないな…と感じことも多々ありました。フリーディスカッション
も散漫になってしまったという反省があり、登壇者同士で内容を詰める時間を用意すべきかと思います。（例えば、申込時に、最低4時間は参加者同士で内容を詰
めること…などを条件に入れたらどうでしょうか？）

どちらでもない 同僚が参加した。

出来なかった

オンラインでは結局一方向でＰＲはできても関係性を作るには難しいと感じた

オンラインという特性上、日本国内だけで、世界のメンバーと交流する機会はあまりありませんでした。これは主催者の責任ではなく、世界情勢を反映したもの
です。今後もこのようなイベントで日本企業の知名度を上げていくことは非常に重要だと思いますし、世界情勢が改善されれば、直接交流する機会も増えるので
はないかと期待しています。

今回、それぞれの事業の対象や内容が大きく異なる事業者たちが1つのテーマについて語るという部分で、準備段階より難しさを感じました。それをまとめあげて
くださった、ファシリテーターの藤原さとさん、運営の皆様には感謝しています。
改めて、自分たちが行っていること・目指しているものを見直す機会になりました。

非常に貴重な機会で、大変光栄でした。この登壇経験を今後の自社アピールの中で繰り返し引き合いに出すことができると思います。
一方、映像公開後、教育者からのご連絡は無かったので認知拡大には活用できなかったのかなと思いました。

図3_2_05．(SXSW）アンケート 回答＆グラフデータ_【14】

実施結果（効果検証）（登壇者からのアンケート内容と回答結果を集約し掲載）

【アンケート設問項目：SXSW EDU 2022】

（4）海外におけるEdTechイベント等への参加支援

②SXSW EDU 2022 の実施

SXSW EDU 2022

概説

セッションが事前収録だったことで、視聴者との交流機
会やリアクションの不足が生じて、ステークホルダーと
の具体的な接点を作るということには繋がりづらかった。

n=7(単位：人)

147



３．事業の実施結果

（16）SXSW EDUへのオーディエンスとしての参加について、自由にご感想をお聞かせください。（自由記述）

• あまりセッションを見れておりません...。

• 時差の関係で参加しなかった。

• 色々なセッションを見させていただきましたが、非常に面白く勉強になりました。

• 世界のリーダー、製品、サービスの最新動向を知ることができ、とても興味深かったです。このような機会を与えていただいたことに感謝し、もっと
時間があれば、もっと多くのイベントに参加したいと思いました。

• 聞けるセッションが少なかった。

• あまり参加することができませんでした。すいません。

• あまり活用できませんでした。

実施結果（効果検証）（登壇者からのアンケート内容と回答結果を集約し掲載）

【アンケート設問項目：SXSW EDU 2022】

（4）海外におけるEdTechイベント等への参加支援

②SXSW EDU 2022 の実施

SXSW EDU 2022

（17）今回はオンラインでの参加でしたが、現地参加が実現していた場合、期待していたことはありますか。（自由記述）

• 海外の教育関係者からのフィードバックやアドバイス、興味を持っていただいた方とのネットワーキング

• 現地であれば凸アポ等、かなり攻めた動きができるため是非現地参加を希望します。

• 顧客接点

• 特に、日本とのビジネスや投資に関心のある人たちとのネットワーキングのイベントを希望します。

• 海外の教育事業関係者と直接コミュニケーションを取り、我々の商材についてアピールできたかなと思います。

• 教育分野の最新情報にキャッチアップできることはもちろん、現地の熱量を感じ、事業推進へのモチベーションにできると思う。

• はい、現地参加しか価値が生まれないと思います。

概説

全登壇者に対してイベントの参加のためのバッチを配布したが、オンラインでセッションやネットワーキングの仕組みを活用する登壇者は一定数にとど
まり、活用しきれなかったという主旨の意見が半数以上となった。現地参加が実現していた場合には、ネットワーキングを積極的に行っていきたい意向
の出展事業者が多くみられた。

有効回答数：7件

有効回答数：7件
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３．事業の実施結果

イベント名：Bett Show 2022

■開催期日：2022年3月23日（水）～25日（金）

■開催場所：英国 ロンドン ExCeL London

■開催概要：Bett Show は、教育テクノロジーの分野で業界を代表するイベントであり、800社を超える大手企業、100社を超える最先端のEdTechスタートアッ

プ、そして34,000人を超える参加者が集結。世界の教育コミュニティの146か国以上の人々が集まり、教育の未来を見据えたインスピレーションを求め議論する

とともに、教育者と学習者がテクノロジーとイノベーションによってどのように成長するかを展望する。

（4）海外におけるEdTechイベント等への参加支援

③Bett Show 2022 の実施

【Bett Show 2022会場入口】【会場内：Japanブースの表記】
Japanブース来場者数

会期1日目（3/23） 約240名

会期2日目（3/24） 約200名

会期3日目（3/25） 約49名

Japanブース オンライン商談実施数

会期1日目（3/23） 13名

会期2日目（3/24） 11名

会期3日目（3/25） 8名
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３．事業の実施結果

【JAPANブース：現地の様子】

（4）海外におけるEdTechイベント等への参加支援

③Bett Show 2022 の実施

概説

COVID-19の世界的情勢変化に伴い、オンラインでの商談を
希望した事業者には、現地スタッフとの連携で対応できるよ
うにした。また、参加壁面では、本事業と「未来の教室」事
業のパネル展示、大型モニターでは各社のピッチ動画やCM動
画、事業のコンセプト動画等を放映した。

150



３．事業の実施結果

（4）海外におけるEdTechイベント等への参加支援

③Bett Show 2022 の実施

• アニメを教育に使いたい。

• コラボできる会社を、特に日本の会社を探している。

• デジタルソリューションを探している。

• マーケット理解深耕のため。

• 楽器やダンスを習えるアプリを探している。

• 元々日本とのコネを探していた。

• 小中学生に面白いと思われるアプリやEdTechを能動的に探しに来た。

• 日本とは是非提携したい。日本はテクのロジーのみならず、ビジネススタイ

ルに信頼がおける。

• とても良かった。将来のパートナーになりたい

• ドバイにて行われる教育フェアに出展してほしい。

• 子どもたちはとても楽しいと言っている。

• 聞きたいことに全部答えてくれた。Bettが終わって個別に連絡する予定

• 非常にクリエイティブ。

• 日本のクリエーションだから、きっと楽しいだろうと思っていた 。

• EdTechは私立の学費の高い学校に限られているのではないか？

• 最初は興味深く聞いていたが、日本は少しEdTechに遅れていると思う。

2. 日本のEdTechにどんな印象を持ったか

1．Japanブースへの訪問理由

一般の内訳：
Educational Consultant／トルコの文科省にあたる官僚御一行 ／ウズベキスタンの文化省／
インドの教育イベントオーガナイザー ／EdTech企業、／Universityのランキングをつける
データ会社／翻訳会社／IT実習生の学生／大学講師／大学生／教員／児童・生徒 等

※ 注1. 本ヒアリングはイベントで当事業の運営するブースに立ち寄った方への簡単な
お声がけによるものです。二次利用についての許諾を得ていません。

【Japanブース来場者へのヒアリング】(3月23日~3月25日) ※ 注1

概説

来場者は、出展事業者からサービスについての詳細を聞き
たい者と、日本の教育市場の最新トレンドについて知りた
いという者がいた。

図3_3_01．Bett_インタビューA_回答&グラフデータ【来場者属性３日間合計】
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３．事業の実施結果

（4）海外におけるEdTechイベント等への参加支援

③Bett Show 2022 の実施

• EdTech関連情報の収集。

• 日本のEdTech教育やEdTechサービスへの興味・関心があるため。

• 日本への投資先を探すため。

• 自社商品の売り込み。

• BETTのような見本市で、Zoomで商談というのは珍しいと思った。実際の
ところ（環境保護の観点から）サステイナブルであるし、大変良い試みだ
と 思う。

• すごく良いコンセプトだと思う。英語版のサンプルがなかったことが残念。
買えるようになったらぜひ手に入れたい。

• とても興味深い商品/サービスだと思う。ミーティングできたことも有意義
だった。

• パキスタンに比べて進んでいる（日本とパキスタンの間には大きなギャッ
プ がある）。

• 商品のコンセプトをとても気に入った。日本のEdTechはクオリティが高い
事で知られていると思う。

• 直接会話できたので、深い内容について話すことができ、有意義だった。

• 有益で具体的な情報を得ることができた。スタッフも親切だった。

• 良い体験ができた。フレンドリーな会話ができて、質問にも全て答えても
らえた。

1．オンライン商談会に参加した理由

2．日本のEdTechにどんな印象を持ったか

【オンライン商談参加者へのヒアリング】(3月23日~3月25日) ※ 注1

図3_3_02．Bett_インタビューB_回答&グラフデータ【オンライン商談属性３日間合計】

概説

来場者は、出展事業者からサービスについての詳細を聞き
たい者と、日本の教育市場の最新トレンドについて知りた
いという者がいた。

n=32(単位：人)
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※ 注1. 本ヒアリングはイベントで当事業の運営するブースに立ち寄った方への簡単な
お声がけによるものです。二次利用についての許諾を得ていません。



３．事業の実施結果

【他国の出展の様子】

（4）海外におけるEdTechイベント等への参加支援

③Bett Show 2022 の実施

韓国

アラブ首長国連邦（UAE）

イギリス

エストニア
ゴーグルをかけて体験をしている様子

Microsoft and Arab company
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３．事業の実施結果

実施結果（効果検証）（登壇者からのアンケート内容と回答結果を集約し掲載（一覧表））

【アンケート設問項目：Bett Show 2022】

（4）海外におけるEdTechイベント等への参加支援

③Bett Show 2022 の実施

項目 実施内容

（19）今回のご出展動機についてご記入ください。 自由記述

（20）オンライン商談会の場において、効果的に自社のPRができましたか。

充分PR出来た
PR出来た
どちらでもない
出来なかった

（21）「充分出来た・出来た」と回答された方へ：特にどのような内容をPRできたと思いますか。 自由記述

（22）「どちらでもない・出来なかった」と回答された方へ：上記回答の理由についてご記入ください。 自由記述

（23）イベントを通じて、世界のEdTech業界の関係者とつながることができましたか。

充分出来た
出来た
どちらでもない
出来なかった

（24）Bett Show UKへのブース出展について、自由にご感想をお聞かせください。 自由記述

（25）Bett Show UKへのゲストとしての参加について、自由にご感想をお聞かせください（現地出展者） 自由記述

（26）（オンライン出展となった事業者様）現地参加が実現していた場合、期待していたことはありますか。 自由記述

Bett Show 2022
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３．事業の実施結果

（19）今回のご出展動機についてご記入ください。（自由記述）

• グローバル展開計画では、ヨーロッパ市場が重要な位置を占めているため、Bettのイベントは重要な顧客にアプローチするための重要な
手段だと考えました。

• プロダクトの英語化により、海外においても探究学習（＝PBL）のニーズがあるかの検証および、製品の販売活動を通じたPoC機会の獲得

• 自社サービスは世界初の機能を持つので、ニーズを持つ世界の教育関係者への認知拡大のため。

• 商材の特性上、海外に受け入れられるはずだ…という確信はありつつ、ノウハウがなく、なかなか動き出せていなかったため。

実施結果（効果検証）（登壇者からのアンケート内容と回答結果を集約し掲載）

【アンケート設問項目：Bett Show 2022】

（4）海外におけるEdTechイベント等への参加支援

③Bett Show 2022 の実施

Bett Show 2022

概説

Bett UK 2022 への出展事業者は、具体的な商談機会獲得や、海外展開の機会としての活用を目指して応募している。

有効回答数：4件
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３．事業の実施結果

（20）オンライン商談会の場において、効果的に自社のPRができましたか。（選択式：1つ）

（21）「充分出来た・出来た」と回答された方へ：特にどのような内容をPRできたと思いますか。（自由記述）

●充分PR出来た
• 弊社から現地に人員を派遣したので直接見込み顧客対応ができ、自社商材の説明も十分伝わるように実施できた。

また、数週間をかけて会場での応対の想定問答を準備したことも十分な説明とそれによる商材PRにつながった。

●PR出来た
• こちらからアウトバウンドリード獲得を試みてもなかなか獲得が難しいリードを、インバウンドとしてニーズに強い状態で獲得できたため。

• 実際にカードをおいて展示していたため、ゲームを通した学習がどのようなものか？を十分に伝えられたと考える。
また、合計20社程度の連絡先もいただき、提携の話も進められた会社が多数あったため、十分にPRできたと考える。

（22）「どちらでもない・出来なかった」と回答された方へ：上記回答の理由についてご記入ください。（自由記述）

●出来なかった
• 私たちの主要なターゲットである私立学校（インターナショナルスクールを含む）、アフタースクール事業者、

文部省の関係者と話すことができませんでした。

図3_3_03．(Bett）アンケート 回答＆グラフデータ_【20】

実施結果（効果検証）（登壇者からのアンケート内容と回答結果を集約し掲載）

【アンケート設問項目：Bett Show 2022】

（4）海外におけるEdTechイベント等への参加支援

③Bett Show 2022 の実施

Bett Show 2022

概説

過半数が充分PRできた・PRできたと回答した一方で、
学校教育、社会教育関係者をメインターゲットとする事
業者は、効果的なPRができなかったと回答した。

n=4(単位：人)

有効回答数：4件

有効回答数：4件
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３．事業の実施結果

（23）イベントを通じて、世界のEdTech業界の関係者とつながることができましたか。（選択式：1つ）

（24）Bett Show UKへのブース出展について、自由にご感想をお聞かせください。（自由記述）

●出来た
• 日本ブースのアテンダントさんが我々の代わりに営業していただくので彼女らに事前に会社と商品の説明をした方がよかったと思いました。

• 各会社の担当者の重要な情報（名前、ポジション、メール、電話番号）をQRコードに落とし、ゲストがスキャンで
簡単に登録できるようにした方が良いと思った。

• オフライン開催の展示会にオンラインで出展する形態は弊社としても初めての試みであり、うまくいった、いかなかった、という論点よりも、今後この
ようなオフライン・オンラインハイブリッド型イベントであるときに、オンラインで参加する場合の論点はかなり明確になりました。今後、今回の学び
を活かして出展方法の工夫等は検討できるかと思います。

• ブースに来訪されたお客様がTwitterで商材についてツイートしてくださっていたり、現地で連絡先を交換したりと一定の成果が得られた。
最終的な獲得リード数は期待より少ないが、確実に認知拡大につながったと思うので、非常に満足。

• 大変貴重な場を提供いただき、感謝しております。
現地スタッフの方も、商材の特徴をよく理解し、素晴らしい説明を行なってくれました。また、来場者皆が商材を好意的に認識してくれ、
さまざまな商談に展開することが出来ました。

• １点、ちょっとブースが寂しい感じがしました。のぼり作成などは各社に委ねていることもあると思いますが、
もっと外から目をひく看板などがあると良いなと思いました。

図3_3_04．(Bett）アンケート 回答＆グラフデータ_【23】

実施結果（効果検証）（登壇者からのアンケート内容と回答結果を集約し掲載）

【アンケート設問項目：Bett Show 2022】

（4）海外におけるEdTechイベント等への参加支援

③Bett Show 2022 の実施

Bett Show 2022

概説

オンライン商談の対応となった者を含めた全事業者が、
世界のEdTech関係者と繋がることができたと回答した。
また、オンラインでもステークホルダーからのインタラク
ションを得ることができたという声も一定数あった。

n=4(単位：人)

有効回答数：4件
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３．事業の実施結果

（25）Bett Show UKへのゲストとしての参加について、自由にご感想をお聞かせください（現地出展者）（自由記述）

• （出展社として現地に人員を派遣した身としての回答）私自身は行っていないが、現地に弊社から直接人員を派遣したことは非常に良かった。
商談につながらないとしても派遣した説明員が往来するゲストに軽く説明したりアピールできることは大きな意味があったと思う。

• 最初からオンラインイベントはかなり難しいのではないかと予想してましたので予想通りの結果に今回はなったと思います。

• 現地に行っておりません

実施結果（効果検証）（登壇者からのアンケート内容と回答結果を集約し掲載）

【アンケート設問項目：Bett Show 2022】

（4）海外におけるEdTechイベント等への参加支援

③Bett Show 2022 の実施

Bett Show 2022

（26）（オンライン出展となった事業者様）現地参加が実現していた場合、期待していたことはありますか。（自由記述）

• 一番助かるのは今回と同じくBettの参加費を負担していただく。航空費用も各会社２名負担してただければ助かります。この場合は外部のアテンダン
ト、コンサルタントは必要ありません。最後にBett参加前のMTGの数や募集にかける用紙の減少を期待しております。スタートアップは限れているリ
ソースで動いておりますのでできるだけ時間がかからない方法が良いかと思います。（Ex.資料を前に角会社に送り、30分だけのMTGを設定し、Q&A
だけのセッションにするなど。後はSXSWとBettの質問項目をなるべく同じにするなど）。

• こちらから能動的に攻める、またFace to Faceでこれまでオンラインでやり取りしていた方と直接お会いする機会として最高だと思います。

• 教育分野の最新情報にキャッチアップできることはもちろん、現地の熱量を感じ、事業推進へのモチベーションにできると思う。

• 国内での展示では、「カード1枚めくってみてください～！」など積極的な声がけが出来るのですが、現地スタッフの方にはそこまでお願いすること
ができず、やはり商談の機会を逃してしまったケースは多々あったと思います。

概説

具体的な商談以外にも、ステークホルダーとの接点や最新情報のキャッチアップの機会が有益であったという回答があった。また、一定の事業者から、
現地参加できた場合にはオンラインと比較してより能動的に来場者へのアプローチをする機会を持てるという主旨の声が多くみられた。イベントの参加
準備については、簡略化を求める声があった。

有効回答数：4件

有効回答数：4件
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３．事業の実施結果

（4）海外におけるEdTechイベント等への参加支援

④海外に向けた広報施策の実施

本施策の実施背景

補足

COVID-19の
社会的情勢の変化

展示会・イベントでの
PRが不十分になる
可能性が出てきた

インターネットを
通じた追加の

広報施策を実施

Bett Show 2022においても当初は各事業者が現地に赴いて出展を行う予定であった。
しかし、COVID-19の影響が長期化したことで現実的にそれが難しくなり、オンラインでの出展を希望する事業者が大半となった。

また、Bett Showのイベント自体への参加者も例年と比較して少ないことが想定された。
そのため、各事業者が海外へのPRを行う機会を十分に確保すべく、
インターネット上でSNS等を活用し、各事業者の活動をPRする広報施策を実施することとなった。
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３．事業の実施結果

（4）海外におけるEdTechイベント等への参加支援

④海外に向けた広報施策の実施

実施した具体的な施策

(i) SNSを利用した施策

投稿するための
プラットフォームの

整備

記事の制作および
各プラットフォームに

おける投稿
投稿の拡散

(ii) SXSW EDU Social Media Packageの利用

上記と接続する記事の
制作（SXSW EDU

公式ブログで掲載）

SXSW EDU公式Twitter
（フォロワー3.6万人）

からブログに誘導
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３．事業の実施結果

（4）海外におけるEdTechイベント等への参加支援

④海外に向けた広報施策の実施

投稿するための
プラットフォームの

整備

記事の制作および
各プラットフォームに

おける投稿
投稿の拡散

投稿するプラットフォームには、FacebookとLinkedInを使用した。それぞれに必要な情報を英語で設定し、投稿の基盤を整備した。

Facebook
Edvation Open Lab の公式ページを流用
日本語の情報に加えて、英語の情報を追加

LinkedIn
新たに海外向けのページを開設
各種情報は英語のみで設定
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３．事業の実施結果

（4）海外におけるEdTechイベント等への参加支援

④海外に向けた広報施策の実施

投稿するための
プラットフォームの

整備

記事の制作および
各プラットフォームに

おける投稿
投稿の拡散

Facebookでは日本語/英語の2言語（視聴者の言語設定によって英語または日本語で記事を表示）、
LinkedInでは英語のみで、以下の記事を投稿した。なお記事の内容は両プラットフォーム共通。
また、投稿は 2022/3/18 ～ 2022/3/24 にかけて実施した。

⚫ Edvation Open Lab の概要説明（LinkedInのみ）

⚫ 「未来の教室」の説明

⚫ 本事業からSXSW EDU 2022 に参加した旨の報告

⚫ SXSW EDU 2022 で実施した各セッションの詳細な紹介（3件）

⚫ 各事業者のソリューションおよび利用事例紹介（7件）

⚫ 本事業からBett Show 2022 に参加する旨の報告

⚫ Bett Show 2022 における展示の様子の速報（30秒尺の動画つき）

⚫ Bett Show 2022 に展示中の事業者への問い合わせ導線の紹介

以上、合計16件
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３．事業の実施結果

（4）海外におけるEdTechイベント等への参加支援

④海外に向けた広報施策の実施

投稿するための
プラットフォームの

整備

記事の制作および
各プラットフォームに

おける投稿
投稿の拡散

投稿の拡散にあたっては、タイムリーであったBett Show 2022における出展の記事を軸に、
関連度の高いコミュニティ（ 「未来の教室」 ページを含む）で記事のシェアを実施した。

グループの選定
および加入申請

グループ内での
記事のシェア

グループ内で
記事公開

管理者の
参加承認

管理者の
投稿承認

#edtech, #education といった、本事業と関連の強いハッシュタグで検索し、その中から参加人数の多いグループを選定して加入申請をした。
Facebookでは24グループ、LinkedInでは41グループ に対して加入申請を行った。
※「未来の教室」のページは含まない数字

163



３．事業の実施結果

（4）海外におけるEdTechイベント等への参加支援

④海外に向けた広報施策の実施

投稿するための
プラットフォームの

整備

記事の制作および
各プラットフォームに

おける投稿
投稿の拡散

「未来の教室」のFacebookページと連携し、Bett Showへの出展に関する投稿のシェアを実施いただいた（Bett Show 会期中のシェア）。

本件のシェアがあった投稿については、他の投稿と比較して極めて高い表示数、
リンククリック数の実績となっている。（詳細は別添資料参照）

しかし、リーチ先は「未来の教室」事業にすでに関心のある、
主に国内のステークホルダーであるため、
海外への発信とは別に考えていく必要があるだろう。

まずは国内に対する認知をしっかりと広げた上で、
その先（国内ステークホルダー経由など）で海外にアプローチする
という方針であれば、極めて有効な施策と思われる。

「未来の教室」 Facebookページ
https://www.facebook.com/METI.learninginnovation/posts/652813352540962
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３．事業の実施結果

（4）海外におけるEdTechイベント等への参加支援

④海外に向けた広報施策の実施

上記と接続する記事の
制作（SXSW EDU

公式ブログで掲載）

SXSW EDU公式Twitter
（フォロワー3.6万人）

からブログに誘導

日本の教育産業のトレンド（1人1台端末の整備）についての記事を入稿した。
記事下部から先述の Facebook, LinkedIn および未来の教室の Facebook, Webサイトにリンク。
なお、記事は 2022/3/27（日本時間では 2022/3/28 未明）に公開された。

SXSW EDU 公式ブログ
https://www.sxswedu.com/news/2022/the-trend-
of-education-in-japan-one-device-per-student/

SXSW EDU 公式Twitter
https://twitter.com/SXSWEDU/status/15081153
88390854671

フォロワー
3.6万人
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３．事業の実施結果

（4）海外におけるEdTechイベント等への参加支援

④海外に向けた広報施策の実施

施策の実施結果

主要なKPI

一定の露出機会は確保できたと思われるが、なかなか事業者への問い合わせまではつながらなかった。
また、本施策の実施時期が本事業終了間際である3月下旬であったため、十分に成果を測る時間が確保できなかった。

SNS等にアップしたコンテンツや、SXSW EDUのブログ記事およびTwitter投稿は削除しない限りインターネット上に残り続けるので、
本事業終了後も継続的に広報ツールとして活用することは検討できるだろう。

Facebook

LinkedIn

媒体 記事投稿数 投稿の総Imp.
シェア完了
グループ数

シェア先Gの
合計参加人数

15件

16件

6,005回

937回

15

11

71,862人

234,128人

※「未来の教室」ページ含む

※2022/3/28時点の数値
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３．事業の実施結果

（4）海外におけるEdTechイベント等への参加支援

④海外に向けた広報施策の実施

投稿シェアの承認状況 ※2022/3/28時点の数値

Facebook

LinkedIn

媒体
加入申請
グループ数

加入承認
グループ数

投稿承認
グループ数

23

41

23

13

14

11

※「未来の教室」ページ含まず

FacebookとLinkedInを比較すると、Facebookは公開グループであれば誰でも参加できる（自動承認）設定が多いのに対し、
LinkedInは公開グループであっても参加には基本的に管理者の承認が必要となっている。

また、今回投稿シェア業務に従事したメンバーは普段Facebookをよく利用しているがLinkedInは利用しておらず、
Facebookでは友だち数100人以上なのに対して、LinkedInは立ち上げたばかりだったため、
アカウントの信頼性が低く、なかなかグループへの加入を承認されなかったと思われる。
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３．事業の実施結果

SXSW EDU 2022・Bett Show 2022

海外におけるEdTechイベント等への参加支援は、海外志向の国内EdTech事業者を海外の投資家等へアピールすることと、マッチング機会を創出
することを目的としてSXSW EDUへの登壇機会とBett Show 2022への出展機会を支援した。イベント参加終了後に実施した採択事業者への調査から、
実際には、本支援を多様な課題の解決のために活用していることがわかった。具体的には、認知拡大や商談機会の獲得の他、ニーズ調査やサービス
のローカライズ、競合調査等、海外の教育市場に提案するソリューション等に対する課題解決のニーズがある。

そのため、オンラインの商談機会やセッションの配信、イベント参加の施策に対して、「充分に世界のEdTech関係者と繋がることができた」とい
う回答が過半数となったものの、事業者の課題の解決という観点からは、情報のキャッチアップにつながるステークホルダーへのヒアリングや、関
係性の構築がスムーズな対面でのコミュニケーション機会を求める声が一定数上がった。また、グローバルEdTechコミュニティへの参加だけでなく、
海外志向の国内EdTech事業者同士の交流や、情報交換のニーズもあった。

今回の施策を通じて、海外志向の国内EdTech事業者が必要とする支援を効果的に行うには、各社の抱える課題に応じたインプット・アウトプット
両方の要件を満たせるもので、かつステークホルダーとのスムーズなインタラクションが伴う必要があることがわかった。

また、両方のイベントに採択事業者として参加した4社への調査からは、SXSW EDU 2022への登壇動機がグローバルでの認知拡大やプレゼンス向
上であったことに対し、Bett UK 2022 への出展動機は具体的な商談機会の獲得等、事業者側でもイベントの特性等を踏まえ使い分けをしていること
からも、より細やかに課題ニーズに寄り添った施策を提案していく必要がある。加えて、今後同様の事業を行う場合、次代のイノベーターの公募段
階で、より具体的に登壇・出展先の特性や支援の内容を示して募集をすることで、本事業の支援を必要としている事業者に届きやすくなるのではな
いかと考える。支援のあり方としては、単なる海外出展支援のみならず、現地での革新性を体感できるリアルな出展やキーマンとの対面コミュニ
ケーションの場をつくり、自社サービスへのブラッシュアップへつなげる仕組みも併せて、EdTechイノベーションのエコシステムを支える教育イノ
ベーター支援として検討すべきと考える。

世界のイノベーションを日本へ （練磨・インプット）
グローバルのEdTechサービスについて、ニーズ調査・ブラッシュアップ、競合調査につながる施策

日本の教育を世界へ（発信・アウトプット）
海外における自社サービスの認知拡大・プレゼンスの向上、投資家等とのマッチングにつながる施策

また、今後同様の事業を行う場合に、世界情勢の変化に柔軟に対応できるような工夫は必要条件であり、対応策としてのハイブリットやオンライ
ンでのイベント出展や参加に向けた準備については、今年度の採択事業者への追加ヒアリング依頼や継続的なコミュニティ参加等の打診は有効であ
ると考えられる。

（4）海外におけるEdTechイベント等への参加支援

⑤概説

海外での
効果的な事業展開
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３．事業の実施結果

海外に向けた広報

今年度の海外広報は、2021年12月頃のCOVID-19の世界的情勢変化を受け、Bett UK 2022 への来場者が想定通り込めない可能性を加味し、それに
伴う追加施策として実施した。グローバルEdTechコミュニティへの広報手段として、媒体の整備や更新がクイックなSNSを採用し、本事業に関心が
あると考えうるコミュニティへの投稿・拡散を行うこととしたが、コミュニティへの参加承認に時間を要するなど課題が積算した。
本事業自体が初年度ということもあり、情報発信の方向性決定・企画立案・実施に時間を要したたため、広報媒体として整備したLinkedInや
Facebookは短期的な広報に活用する範囲となった。

今回の施策を通じて、コミュニティ内のスムーズなインタラクションが期待できるSNSを採用したことは望ましい方向性だったものの、SNSの特
徴である「双方向型のコミュニケーション」を効果的に行うには、中長期的な視点で媒体の情報の信頼性を高めたり、可能な範囲でより早いタイミ
ングからスタッフや採択事業者がコミュニティに参加するなど、グローバルEdTechコミュニティーとのSNS内の関係構築を測った上で、その活用を
していくことが必要であるということがわかった。

また、本事業で運用するSNS広報の情報の信頼性向上や各事業者が行う広報施策との相乗効果を図る目的として、効果的に海外へのPRを進めるた
めには、事務局で運用するSNSの記事投稿のほか以下の施策が有効ではないかと考える。

中長期： 希望した事業者が事務局の運営する各種SNSへ記事を投稿できる運用ルールの整備
事業者自身が自主的に情報を発信することができ、海外の各ステークホルダーとコミュニケーションできる基盤になる

短期： プレスリリース等の広告出稿（日英）
第三者のメディアに複数掲載されることで、一定のスクリーニングをクリアしたオフィシャルな情報として扱われる

今後同様の事業を行う場合、SNSで定期的に英語コンテンツ（日英混在ではなく、英語のみの情報で構成）を発信する媒体を整備し、ある程度の
コンテンツ（事例紹介等）を整えた上で、事業者も巻き込みながら中長期的に運用していくことがが望ましい。また上記で提案した施策のほか、コ
ミュニティの黎明期においては参加人数も少なく、情報の信頼性も低いので、事業関係者のネットワークを活用しながら、すでに海外と繋がりのあ
る方にコミュニティに参加してもらい、その方々をハブとして海外にコミュニティを広げていくことも必要と考えられる。
さらに、SNSだけではインターネット上の情報としての信頼性が薄いため、事業のHPの二言語対応等、SNSの外部でも事業の活動を発信していくこ
とも有効と考える。

（4）海外におけるEdTechイベント等への参加支援

⑤概説
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４ ． 事 業 の 考 察 と 次 へ の 提 言
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４．事業の考察と次への提言

＜効果的な導入先開拓（セールスニーズ）＞→事業化の難易度
• 効率的に学校獲得できるスキームが必要
• サポートを頂いて販促の効率化サポートにより新規参入のハードル

を下げたい

＜教育現場や先生との繋がり（マッチング）＞→教育の閉鎖感
• 学校現場とのマッチングおよびニーズの共有
• 実装に前向きな自治体、学校とのコミュニケーション
• 教職員の方々との効率的に繋がること
• 公教育関係者と面談し教材へのアドバイスなど頂きたい
• 学校とマッチングさせるような仕組み

＜教育理論＞→教育の閉鎖感
• 正しいマーケット感覚・現場感覚をアドバイス
• 既存教科書の付属にする方法

（1）次代の教育/EdTechイノベーターに対する考察

①仮説検証・考察 ～イノベーター～

なぜ「イノベーター（挑戦者）が不足」しているのか？課題

仮説

＜２つの障壁＞

１．教育の閉鎖感 （教育は変わらなそう、学校には入れなさそう）
２．事業化の難易度（教育は儲からなそう）

＜（障壁を乗り越えるための）６つのニーズ＞

１．サービスの社会実装
（学校、自治体、企業、個人等の顧客開拓・導入先開拓）

２．メディア等を活用した広報支援
３．国や自治体等への、実証事業を含む相談
４．大手事業会社等との業務連携
５．ベンチャーキャピタル等による資金調達支援
６．教育理論や公教育等、特有の制度や考え方に対する助言

アンケート・インタビュー検証

検証の結果、「イノベーター（挑戦者）の不足」の原因は、仮説の「２つの障壁」に関する課題が大きいと言える。
また、「（障壁を乗り越えるための）６つニーズ」（仮説）に関しても、イノベーター側の主たるニーズは、学校や自治体にどうやっ
たら導入できるか及び繋がりをもてるか？などのセールス・マッチング系ニーズであった。

考察

スタートアップの宿命とも言える、少資本でスピーディーにキャッシュを得て、効果的な投資をし、価値の最大化を図るという点では、当然とも言える
結果であった。
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４．事業の考察と次への提言

• 先進的なアイデアは、今の教育現場には受け入れられづらいのでは
• イノベーター理論で言う、アーリーアダプターやアーリーマジョリティ

の学校であれば良いが、多くの学校はレイトマジョリティかラガードの
ため、理解されない

• まずは、私塾や民間教育で実績を見せること、学校であればアーリーア
ダプターにあたる学校や自治体を対象にすべきでは

（1）次代の教育/EdTechイノベーターに対する考察

①仮説検証・考察 ～サポーター・メンター～

EdTechイノベーターを輩出・支援するエコシステムをどう作るのかわからない課題

検証

• どこかで見たことがある
• どうやって学校や企業に導入してもらえるかなど、セールス手法に関

する相談が多く疑問を感じた
• 「これを導入すると学校や生徒がこのように大きく変わる」など、根

本的な価値を提案して欲しかった
• 誰のために、どんな課題を解決するのか？という「価値の最大化」に

力を入れるべき
• これまでの学校や教育の仕組みを壊すくらいのインパクトが欲しい

＜「公教育のみに拘らない方が良い」
～フェーズにあった実証フィールドの必要性～＞

対策

「EdTechイノベーターを輩出・支援するエコシステムをどう作るのかわからない」に関して、サポーター・メンター側の主たる反応
は、「学習者がどう変わるか？」「教育や学校がどう変わるか？」などのイノベーション系ニーズであった。
対策案として、もっとフェーズにあった実証フィールド提供の必要性や教育理論やビジネススキルの強化など、起業コンセプトやサー
ビス開発段階からの育成の必要性があがった。

考察

＜「面白くない」～革新性の不足～＞

• 教育系スタートアップ全般に言えることだが、理念・想い主導でビジネ
ススキルが乏しい経営者が多い

• 誰のために、どんな課題を、どうやって解決するのか？それはあなたに
しかできないことか？

• 価値を提供し続けるための仕組みはできているか？
• ビジネスモデルの検証が不十分であり、もっと時間をかけて徹底的に検

証して欲しい
• 特に公教育では、教育理論や学校・教育委員会等組織構造の理解も必要

＜「想い先行の経営者が多い」
～教育理論やビジネススキルの強化～＞
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４．事業の考察と次への提言

（1）次代の教育/EdTechイノベーターに対する考察

イノベーター側ニーズ サポーター側ニーズ

セールス・マッチング系ニーズ

（自社が）
学校や自治体にどうやったら導入できる
か？どうやったら繋がりをもてるか？

GAP （このサービスを使うと）
学習者がどう変わるか？教育や学校がど
う変わるか？

イノベーション系ニーズ

【育成】適切な育成機会の必要性（アクセラレーション）
• MVP（Minimum Viable Product）を開発済のシード・アーリーフェーズを対象に、プロトタイプやサービス・プロダクトのコンセ

プトメイキングの見直しも含め、早い段階から教育関係者や先輩経営者等専門家とのメンタリング等、育成機会が必要

【仕組み】フェーズにあった実証フィールド提供の必要性
• プロダクト等のコンセプトが先進的な場合、公教育だけに拘らず、民間教育や私塾等との相互実践の場の必要性
• プロダクトの実装を試行錯誤する機会の必要性 PMF（Product Market Fit）

※アクセラレーションとインキュベーションの違い
• アクセラレーションは、シード期を過ぎた企業を対象に、ビジネスの拡大・加速を目的にしている。プログラムも数週間から数ヶ月と比較的短く、収

益性の高いビジネス構築に向いている。
• インキュベーションは、シード期以前の企業を対象に、主に原体験を元にした課題などからイノベーションの実現を目的にしている。プログラム提供

期間は長期に渡るものもあり、イノベーションアイデアをまさに孵化させることに向いている。
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４．事業の考察と次への提言

■イベント参加者総数

■登壇者属性

■見えてきたニーズ

参加しやすいセミナーのニーズはありつつも、ワークショップなどインタ

ラクションのある企画が好評。特に、参加者同士でコミュニケーションを

行うものを求める意見もあり、横のつながりをつくることでアイデアのブ

ラッシュアップを進めたいというニーズがあった。

メンター・サポーターアンケートにて次代のイノベーターに魅力を感じた

点はビジョン・ミッションの割合が大きかったため、ワークショップを通

して次次代のイノベーター達も自身のビジョン・ミッションを固める育成

機会があれば、次代へのステップアップをすることができると思われる。

（2）次次代の教育/EdTechイノベーターに対する考察

①仮説検証・考察

課題

仮説

• 次代同様「２つの障壁」が存在するのではないか

＜２つの障壁＞

1. 教育の閉鎖感（教育は変わらなそう、学校には入れなさそう）
2. 事業化の難易度（教育は儲からなそう）

• 次代のイノベーターへステップアップするきっかけを得るために、
コミュニティ活動（セミナー、ワークショップ、LT会等）に参加す
る必要性があるのではないか →情報収集、仲間との接点等

アンケート・インタビュー検証

【育成】適切な育成機会の必要性（インキュベーション）
・アイデア・シードフェーズを対象に、ビジョン・ミッションの作成、プロトタイプ開発（MVP）や事業計画の策定、仲間との繋がりを構築するために、
早い段階から教育関係者や先輩経営者等専門家との接点を中心とした育成機会が必要

【仕組み 】インタラクションのあるイベント、ワークショップ、コミュニティの必要性
・「一歩目を踏み出せる」仲間やメンター、知識インプットの場の必要

考察

• なぜ「イノベーター（挑戦者）が不足」しているのか？

• EdTechイノベーターを輩出・支援するエコシステムをどう作るのかわからない

＃１ 参加人数48名（うちLT登壇者14名）
＃２ 参加人数45名（うちディスカッション登壇
者３名）
＃３ 参加人数16名
元先生や起業家、学生や研修者、技術者等
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４．事業の考察と次への提言

■イベント結果
SXSW オンライン配信実施数 3セッション
Bettブース来場者数(3日間) 約489名
Bettオンライン商談実施数 (3日間) 32名

■見えてきたニーズ
イベント登壇に関しては、オンライン配信のみとなったが、一定の成果
を得ることができた。
グローバルコミュニティで活躍する審査員から、世界で活躍する条件に
ついて提言を頂くことができた
「現地での革新性を体感・理解すること」
「キーマンとの対面でのコミュニケーションをとること」

（3）海外発信における考察

①仮説検証・考察

課題

仮説

海外志向のEdTechイノベーターを海外の投資家等に
アピールする上で、

・海外EdTechイベントへの登壇機会が有効
・海外ICT教育展示会への出展機会が有効

アンケート・インタビュー検証

考察
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• なぜ「 （成長する世界市場を視野に入れたグローバルで活躍する）イノベーター（挑戦者）が不足」しているのか？

• （成長する世界市場を視野に入れたグローバルで活躍する） EdTechイノベーターを輩出・支援するエコシステムをどう作るのかわからない

◼ オンライン発信という環境制限の中、採択された企業は一定の成果を出すことができたが、日本からグローバルに活躍するEdTechイ
ノベーターはそもそも少なかった。今後、更にグローバル視点をもったイノベーターを増やす必要性がある。

◼ グローバルに活躍するためには、アピール／マッチングのみならず、海外の多様で先進的な教育イノベーションの取り組みを体感す
ることが欠かせないことから、実際の出展等現地での経験の重要性は明らかになった。
（日本の教育を世界に発信及び世界の進んだ教育を日本（自社）に持ち帰る）



１．適切な育成支援の必要性
• アクセラレーションとインキュベーションプログラムが必要
• 外部からのメンタリング等によって、独善的なサービスやプロダクトを早期にフレキシブルに改善できる理念と体制が必要
• ビジョン・ミッションや提供価値の言語化、明確化 → 誰のどんな課題をどのように解決するのか、革新性はあるのか？
• ビジネスモデルの構築及びスキルの強化 → 継続的に価値の提供が可能か？
• 「教育」に関するインプットの重要性 → 特に公教育では、教育理論や学校・教育委員会等組織構造の理解

２．グローバルEdTechコミュニティ参加体験の必要性
• 海外の多様で先進的な教育イノベーションの取り組みを体感することは今後の日本の教育イノベーションには欠かせないことから、

実際の出展等現地での経験の重要性は明らかになった（日本の教育を世界へ（発信）と世界の教育を日本へ（練磨））
• 現地での革新性を体感・理解 とキーマンとの対面でのコミュニケーションの重要性

３．EdTechイノベーションをエコシステム化する施策の必要性（産官学連携等によるイノベーターを支援する仕組み）
• 仮説の通り、教育の閉鎖感（教育は変わらなそう、学校には入れなさそう）や

事業化の難易度（教育は儲からなそう）は根深くあり、新規イノベーターの挑戦の障壁になっている。
• エコシステムを作るにはEdTechイノベーションの更なる育成はもとより産官学が連携した、新しい育成体制が必要となる
• 海外のエコシステムを参考に日本版EdTechイノベーションを輩出・支援するエコシステムを作る

４．エコシステムを持続するための自走モデルの検討
• 教育イノベーションエコシステムの運用は、最終的に産官学連携しながら自走モデルであることがゴールであり、

このための仕組みの検討が急務となる
• 先行している海外を例に「民間自走」のもの、「自走を国等が助けるべき」もの、「国がやるべき」ものに分けて検討する

４．事業の考察と次への提言

EdTechイノベーターを支え社会実装基盤整備に向けた提言

本取り組み・調査結果より、
EdTechイノベーターの育成及び彼らを支えるエコシステムの構築に向けて、以下の４点を提言する

イノベーター

イノベーター

制度・仕組み

制度・仕組み

＜提言＞
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４．事業の考察と次への提言

■世界の代表的なインキュベーション団体

（4）EdTechイノベーターを支える社会実装基盤整備に向けた提言

＜提言＞ １．適切な育成支援の必要性

本事業から見えてきたポイントとして、「適切な育成機会の必要性」が挙げられるが、先行している海外のインキュベーション、アクセラレーション
の仕組みを調査し、次の施策につなげる。特に、欧米が先行していることから、インキュベーションやアクセラレーションの他、EdTechスタート
アップを支援する多様な仕組みを調査、考察した。共通している点としては、インキュベーションとアクセラレーションで分け、それぞれのフェーズ
にあったプログラムを丁寧に提供している点、そして、教育に特化した一流のメンターやコミュニティを用意している点が挙げられる。これらの点を
参考に日本のEdTechイノベーションEdTechを支えるエコシステムを創出・支援していくべきと考える。

EdTech Accelerators
■主な提供メニュー

◇PMF(Product Market Fit)
提供しているサービスや商品が、顧客の課
題を解決できる適切な市場で受け入れられ
ている状態作る

◇ファンディング支援
直接投資するものもあるが、資金提供者を
紹介する形式も多い

◇ビジネスモデル支援
メンタリングを通してビジネスモデル支援
をするところが多いが、フレームワークを
体系化したオンラインツールを提供してい
るところもある。また採用やチームビル
ディングも支援するとこもある

◇フィロソフィーを学ぶ
「エンジェル」「ベンチャー企業」「制
度」についてフィロソフィーを学ぶ。主に
先生や起業初心者向けに提供

◇メンタリング
一般的に3ヶ月でのインキュベーションプロ
グラムが多いが、短期集中（4～7日程度）
で実施するBOOTCAMP型も増えている。ま
た各インキュベーターが独自にネットワー
キングしているEdTech系有識者をEdTech
リソーシズとして価値にしている

◇MVP（Minimum Viable Product）
顧客に価値を提供できる最小限のプロダク
ト構築の支援、実証現場でのテストの支援
などを実施

https://educationalliancefinland.com/news/list-edtech-accelerators

＜インキュベーション・アクセラレーション＞
メンタリングやビジネスモデル、ファンディング支援を中心としたプログラム。インキュベーションのゴールは、自身の課題解決案を形にして市
場に投げかける必要があることから「MVP開発」としている。アクセラレーションのゴールは、自身のサービスを市場に受け入れられるよう改善
を繰り替えす「PMF開発」とするケースが多い。
教育に特化した一流のメンターや卒業生コミュニティなどを用意している
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４．事業の考察と次への提言

（4）EdTechイノベーターを支える社会実装基盤整備に向けた提言

＜提言＞ １．適切な育成支援の必要性

LearnLaunch Fund + Acceleratorは、教育を積極的に変革するという使命に基づいて起業家に投資、支援するベンチャーキャピタルファンド、およびア
クセラレーター。創業以来、K12、高等教育、労働力開発、生涯学習分野での約70社を超える企業に投資。175以上のメンターネットワーク、ポートフォ
リオ企業は71社、世界中で1,800万人以上の学習者に影響を与えている。投資対象は、K-12から高等教育、労働教育、生涯学習で、年間10万ドル以上の
経常利益のあるシード期の企業を対象としている。プログラムは10週間で、1：1のメンタリング、最大20万ドルの資金提供、デモデー等を通して投資家
マッチングを行っている。

https://learnlaunch.com/accelerator/

PORTFOLIO

LearnLaunch Fund
+ Accelerator
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４．事業の考察と次への提言

（4）EdTechイノベーターを支える社会実装基盤整備に向けた提言

＜提言＞ １．適切な育成支援の必要性

非営利団体であるLearn Launch Instituteはボストンにあり、ニューイングランド地域の教育エコシステムにサービスを提供している。主に学校や地区の
指導者などの公教育が変化を受け入れられやすいように様々なツールやサービスを提供している。特にBuilding Blocksというプランニングツールは、自
身のアイデアや戦略が正しく計画されているかLMS（Learning Management System）を活用して、策定することができる。また、K-12 Innovation 
Summitというイベントも開催している。

イノベーター

教育イノベーションに関するイベントを開催

https://learnlaunch.org/building-blocks-tool/

https://learnlaunch.org/
Learn Launch
Institute
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４．事業の考察と次への提言

（4）EdTechイノベーターを支える社会実装基盤整備に向けた提言

＜提言＞ １．適切な育成支援の必要性

4.0 SCHOOLSは、ニューオーリンズにある教育インキュベーションプログラム。テクノロジーを活用したベンチャー企業を対象にというよりは、コミュ
ニティ中心の新しい教育モデルに投資し、より公平な教育エコシステムを作るための想像力を持った人々に、コーチング、カリキュラム、コミュニティ、
および資金を提供している。チームはスタッフと卒業生で構成されている。過去10年間で、1,200人を超える多様で刺激的なリーダーたちと協力して、教
育に焦点を当てた何百もの起業を実現しており、これらのプログラムにより、全国で900万人以上の学生に利益をもたらしている。コミュニティを重視し
ているプログラムだけに卒業生にアクセスできる4.0Potalというクローズドなコホート型コミュニティをもっている。

https://youtu.be/02VlRMF0zJY

卒業生とのアクセスが可能なツール

https://www.4pt0.org/4.0 SCHOOLS
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４．事業の考察と次への提言

（4）EdTechイノベーターを支える社会実装基盤整備に向けた提言

＜提言＞ １．適切な育成支援の必要性

XEduは、フィンランドにある教育に影響力のある革新的な学習ソリューションを生み出すヨーロッパを代表するEdTechスタートアップ向けのビジネスア
クセラレーター。15カ国から72社が卒業し、約半数が女性CEO。
製品開発から市場参入、国際化に至るまで、コーチングやメンタリング、研究開発のための実際のテスト環境など、幅広い支援を提供。

トリノで開催されるイベントと連携

https://www.xedu.co/XEdu
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４．事業の考察と次への提言

（4）EdTechイノベーターを支える社会実装基盤整備に向けた提言

＜提言＞ ２．グローバルEdTechコミュニティ参加体験の必要性

今回の事業は、登壇・出展を通して投資家等へのアピール、マッチングを目的としたが、Bett showにおいては、新型コロナウィルス蔓延により会期変更
や実際の出展がオンラインによる遠隔出展になり、企画変更を余儀なくされたため、当初予定していた検証が十分にはできなかったが、一定の成果は見
られた。
一方で、今回、海外展開に詳しい審査員を通して、海外展開に必要な点をインタビューした結果、「日本の教育（サービス）を海外にアピールする」と
同時に「海外の進んだ教育（イノベーション）を日本に持ち帰る」という点についても大きな価値があることから、この観点も重視すべきという結論に
至った。
支援のあり方としては、単なる海外出展支援のみならず、現地での革新性を体感できるリアルな出展やキーマンとの対面コミュニケーションの場をつく
り、自社サービスへのブラッシュアップへつなげる仕組みも併せて支援すべきと考える。

海外での効果的な事業展開

日本の教育を世界へ

世界のイノベー
ションを日本へ

（発信）

（練磨）

Holon IQが選出した2101 EAST ASIA EDTECH150では以下の日本企業
が選出されている。
アタマプラス、リブリー、ライフイズテック、スタディプラス、ポリ
グロッツ、スクー、リンク
この内のほとんどの企業が、海外の出展等を通して、革新性を理解し、
自社サービスに取り込み、ブラッシュアップを繰り返し、海外コミュ
ニティの一員となっている
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① 海外の投資家とのマッチングや販路獲得のために出展
「日本の教育を世界へ」（発信）

② 海外の革新性や地域性を体感し、更なる理解が必要
③ 理解のためのアプローチとして、「出展」「コミュニティ参

加」「マッチング」を活用
④ 自社サービスや戦略に取り込み、ブラッシュアップ（練磨）
⑤ 再度、「日本の教育を世界へ」



４．事業の考察と次への提言

（4）EdTechイノベーターを支える社会実装基盤整備に向けた提言

＜提言＞ ２．グローバルEdTechコミュニティ参加体験の必要性

■国が支援すべきカンファレンス
多くのEdTechカンファレンスがあり、国が支援すべきカンファレンスは、各国が護送船団方式で世界に発信しているカンファレンスに支援すべきと考える
（例）Bett Show（対面出展の場合）

Bett show2019の例から

エジプト教育省によるビジョンの発信
UAE スペイン シンガポール デンマーク イスラエル フランス 韓国（この年最大規模のブース出展）イギリス

https://edtechweek.com/

EdTechX Summit (UK)

https://edtechxeurope.com/ https://www.asugsvsummit.com/

ASU+GSV Summit(USA) ISTE(USA)

https://conference.iste.org/2022/

GET(China)

https://www.getchinaforum.com/

Eduventures Summit(USA)

https://encoura.org/resources/eduvent
ures-summit/

EDTECH WEEK(USA)

■スタートアップ自ら参加すべきカンファレンスレンス

EdTechや教育イノベーションに関する世界で開催されているカンファレンスは多く、今回のSXSWEDU、Bett Show以外のカンファレンスの例を掲載するとと
もに、日本のEdTechスタートアップは海外発信のみではなく、世界の進んだイノベーションを体感し、自社サービスに取り込み、練磨する視点でも参加すべ
きと考える

海外志向のスタートアップのみならず、国内志向のスタートアップにとっても、グローバルEdTechコミュニティに参加することは、日本の教
育を世界へ（発信）と世界の教育を日本へ（練磨）という観点において、EdTechイノベーションのエコシステムを支える教育イノベーター支
援にとって重要である。そのうえで、国が支援すべきカンファレンスとスタートアップ自ら参加すべきカンファレンスを提案する。
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４．事業の考察と次への提言

Startup Crawlは2011年にスタートしたマッチングイベント。SXSWと連携し、数十のスタートアップ企業がステーションを設け、投資家、企業、大学、
政府に対してプレゼンテーションを行い、オースティンの新興企業コミュニティで知名度を上げるだけでなく、製品を発表し、ピッチを練習し、人材を
確保するための素晴らしい機会になっている。SXSWの期間中は、何千人もの参加者が国内外から集まり、オースティンのダウンタウンやスタートアッ
プが集中するCapital Factoryの複数フロアを散策して、スタートアップ・コミュニティが提供するプロダクトやサービスを実際に体験する。約200社以
上の企業と17,000人以上の登録クローラーが参加した。特にSXSWEDUの期間は、教育者や研究者が多く回遊することから、教育とテクノロジーの貴重
なマッチングの場となっている。

イノベーター

https://www.youtube.com/watch?v=h9Laq2bK5-o https://play.google.com/store/apps/details?id=events.socio.app460&hl=en&gl=US

ATX Startup Crawl - Hot Tech. Cold Beer.

https://info.capitalfactory.com/atxstartupcrawl

（4）EdTechイノベーターを支える社会実装基盤整備に向けた提言

＜提言＞ ２．グローバルEdTechコミュニティ参加体験の必要性

Austin Startup Crawl
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■日本でのEdTechイノベーションエコシステムの可能性と考察

グローバルな視野で活躍しているEdTechイノベーターは欧米に多く、彼らを支える「育成システム」「コミュニティ」「メンター」などを中心とした
EdTechイノベーションエコシステムとも言える教育特化型のインキュベーション・アクセラレーションプログラムは多数存在する。そんな世界の状況も
鑑み、日本におけるEdTechイノベーションエコシステムの可能性に関し、以下の論点を挙げる。
今回は初めての取り組みで約３ヶ月という短期間での実証であったため、充分な実績、データや結論が得られた訳ではないが、多くのイノベーター、メ
ンター、サポーターからの反応と海外事例を踏まえ、体験に基づくものの、やや主観的な意見も含め考察とした。

＜日本におけるEdTechイノベーションエコシステムは必要か？＞
現在の日本においてイノベーションの必要性が唱えられ久しいが、その基盤となるのがDX（デジタルトランスフォーメーション）の推進であり、そのイ
ノベーションの担い手であるベンチャー企業や民間企業の力が原動力であることは疑う余地もない。こういった次代の担い手を育成・支援するインキュ
ベーションの取り組みは、課題はあるものの教育領域以外では常態化してきた。教育領域に関してもGIGAスクール構想をはじめ、教育のデジタル化施策
は実施され、その新しい担い手を育成・支援する必要性は同様にあると考える。

＜教育特化型は必要なのか？＞
本事業には、国内の一般的な起業家育成プログラム参加者が３企業存在した。申請理由をヒアリングしたところ、「教育の専門的知見やアドバイスが欲
しい」「教育現場との接点が欲しい」とのことであった。海外のプログラムを見ても教育領域特有の複雑な制度や仕組みがあることから一般的な起業家
育成プログラムではカバーしきれない専門性を要する。このことからEdTechイノベーションを推進するためには、日本においても教育特化型プログラム
の必要性が伺える。

＜日本における国の支援の在り方は？＞
◇EdTech産業育成

・実証事業の実施（公的な信用及び教育現場と接点）
・教育特化型インキュベーションプログラムの実証と検証（本事業の継続）
・教育系事業会社インキュベーションプログラムの後援・協賛
・国内イベントやメディアなどの情報発信支援

◇国をあげた国際イベントへの参加（護送船団方式）
◇自走型インキュベーションプログラムの育成及び共同運営・助成支援

４．事業の考察と次への提言

（4）EdTechイノベーターを支える社会実装基盤整備に向けた提言

＜提言＞ ３．EdTechイノベーションをエコシステム化する施策の必要性

（産官学連携等によるイノベーターを支援する仕組み）

制度・仕組み
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４．事業の考察と次への提言

（4）EdTechイノベーターを支える社会実装基盤整備に向けた提言

＜提言＞ ３．EdTechイノベーションをエコシステム化する施策の必要性

（産官学連携等によるイノベーターを支援する仕組み）

IMPACT EdTechは、欧州全体の教育イノベーションを促進するために欧州委員会がスペインの民間団体、ISDI Accelerator他に、約550万ユーロ（約7億
円）の共同出資するプログラム。 2020年4月から2022年7月まで、3回の公募により、最も破壊的なEdTechソリューションを特定、選択、アクセラレー
トする。 領域は学校教育と全年齢層とし、プログラムはMVP（Minimum Viable Product）を有効にすることを目的としたインキュベーションフェーズ
（4ヶ月間）と市場への実装を目的としたアクセラレーションフェーズ（5ヶ月間）があり、各フェーズによって適切なメニューを提供している。本事業
に非常に近く、ロールモデルにすべき取り組みと考える。

制度・仕組み

https://www.impactedtech.eu/impact-edtech/IMPACT EdTech
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４．事業の考察と次への提言

（4）EdTechイノベーターを支える社会実装基盤整備に向けた提言

＜提言＞ ３．EdTechイノベーションをエコシステム化する施策の必要性

（産官学連携等によるイノベーターを支援する仕組み）

EduCloud（ECA）は、フィンランド教育文化省によって開始されたオープンエデュケーションクラウドサービス標準（EduCloud）の実装のためのアラ
イアンス組織。目的は、学習サービスのユーザー、購入者、開発者、サービスプロバイダーをつなぐ、国際的な全国レベルのエコシステムを開発するこ
とであり、エコシステムは、教育用クラウドサービスの製品とコンテンツのオープンな提供、販売、検索、比較、および使用を促進するための学習環境、
資料、およびアクティビティのオープンスタンダードを指定することによって開発される。これにより、デジタル学習教材をオンライン学習プラット
フォームやその他の学習ネットワークサービスで簡単に作成、取得、展開できるようになる。

制度・仕組み

https://educloudalliance.org/EduCloud Alliance
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４．事業の考察と次への提言

（4）EdTechイノベーターを支える社会実装基盤整備に向けた提言

＜提言＞ ３．EdTechイノベーションをエコシステム化する施策の必要性

（産官学連携等によるイノベーターを支援する仕組み）

European Edtech Alliance（EEA）は、2019年に結成された、国内外の教育におけるEdtechイノベーションの成長をサポートするために、創
設者およびプロバイダーと協力する国内の業界団体、コンソーシアム。EEAは毎月開催され、２つのタスクフォース（スタートアップタスク
フォースと公共政策タスクフォース）により、ベストプラクティスの共有、調査結果、開発を共有し、共通の課題と懸念について話し合い、
ヨーロッパのEdTechの振興を推進している。

制度・仕組み

https://www.edtecheurope.org/European Edtech Alliance
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４．事業の考察と次への提言

（4）EdTechイノベーターを支える社会実装基盤整備に向けた提言

＜提言＞ ４．エコシステムを持続するための自走モデルの検討

EdTechインキュベーションの仕組みを継続的に展開しているモデルには、大きく分けて①VC連動型、②CVC型、③コホート型（受益者負担）の３パ
ターンあると考える。①はベンチャーキャピタルが投資・キャピタルゲイン目的で運営するためアーリーステージからミドルステージと比較的成熟した
スタートアップを対象としている。②については、事業会社のビジネスモデルと連動し、自社の強みの強化、弱みの補完目的が多く、まれに社内イノ
ベーションの促進のためにアントレプレナー・イン・レジデンス（Entrepreneur In Residence）や、エグゼクティブ・イン・レジデンス
（Executive In Residence）形式をとってものもある。自走という観点から見れば、こういったベンチャーキャピタルや教育系事業会社などは各事業目的
があるため、後援・協賛をするなど、後方支援の形が望ましい。③については、受益者負担モデルのため、インキュベーションプログラム自体でビジネ
スモデルの大半を完結しているものも出始め、このモデルが軌道にのれば、エコシステムを推進するための自走モデルとしては支援すべきモデルと考え
る。
全体的にみて、国内の教育系に特化したインキュベーションシステムはまだまだ少なく、今後、国の支援のあり方としては、①②の後方支援、及び、独
立系インキュベーションシステムの創出支援を実施することを提案する。

制度・仕組み

形式 目的 特徴 国による支援の在り方

VC連動型 投資・キャピタルゲイン
アーリーからミドルステージの比較的成熟

したベンチャー企業を対象としている
後援・協賛等の後方支援

CVC型
自社事業強化及び社内イノベー

ションの促進
シードからアーリーステージ。経営者のイ

ノベーティブな側面を重視
後援・協賛等の後方支援

コホート型 事業収益
シードからアーリーステージ。アイデア

フェーズも対象
共同運営・助成支援
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４．事業の考察と次への提言

MOOCsとCBCの比較「コーホート型」とはコホート・ベースモデル（Cohort-Based 
Courses ：CBCs)

コホートベースの学習とは、個人が共通する目的やゴールを持った少人数で限定的仲間と
一緒に、比較的短期間で、教育プログラム、オンラインコミュニティや汎用的なコミュニ
ケーション・プロジェクト管理ツール（SlackやZOOM等）を通じて進める共同学習スタ
イルのこと。業界で活躍している一流の専門家がインストラクター、メンター等を行って
いる。eラーニング、やMOOCｓ（Massive Open Online Courses）と呼ばれる動画を通
じた学習を中心とした形式と比較される形で最近注目を集めていて、コースの完了率が高
く、学習したことも身につきやすい、と言われている。

https://future.a16z.com/cohort-based-courses/

参考

ビジネスモデルは様々だが、インキュベーションフェーズにおいては、受益者負担で短
期集中型、アクセラレーションは、卒業後に関心のあるサポーター等からのスポンサー
ドなどがある

（4）EdTechイノベーターを支える社会実装基盤整備に向けた提言

＜提言＞ ４．エコシステムを持続するための自走モデルの検討制度・仕組み
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４．事業の考察と次への提言

（4）EdTechイノベーターを支える社会実装基盤整備に向けた提言

＜提言＞ ４．エコシステムを持続するための自走モデルの検討

StartEdにはイマージョンとブートキャンプの２つのコースがあり、イマージョンは、アクセラレーションプログラムで、連続5日間約40時間の短期集中
型で最大20人のメンターと1対1のメンタリングを通して、投資戦略・資金調達、市場参入支援を行う。料金は$ 4,000。
ブートキャンプはインキュベーションプログラムとなり、4～8週間、週4時間で販売およびマーケティングプロセスの構築、プロトタイプの作成をゴール
とし、ビジョンメイキング、EdTech市場を深く掘り下げるインプット機会などを提供する。料金は$ 1,500。
どちらもデモデー参加や優良なEdTech起業家、卒業生コミュニティとの接続なども含める。

制度・仕組み

https://www.started.com

https://www.started.com https://www.started.com/programs https://edtechweek.com/

StartEd
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４．事業の考察と次への提言

（4）EdTechイノベーターを支える社会実装基盤整備に向けた提言

＜提言＞ ４．エコシステムを持続するための自走モデルの検討

Mavenは、100％オンラインのコホート型インキュベーションプログラム。期間は最低3週間程度となっており、世界でも活躍している多くのインストラ
クターや投資家、エンジェルネットワークを持っている。特徴的なものとして、参加者の実施しているプログラムの状況を個別のウェブサイトを立ち上
げ、効果的に対外的にアピールしている。非常に丁寧なプログラムになっており日本人の参加者もいる。

制度・仕組み

https://maven.com/Maven
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４．事業の考察と次への提言

（4）EdTechイノベーターを支える社会実装基盤整備に向けた提言

＜提言＞ ４．エコシステムを持続するための自走モデルの検討

On Deckは創業フェーズの起業家を対象に2300人のフェローと18ヶ月間で650社の創業支援、8億ドル以上の資金調達を成功させているコホート型イン
キュベーションプログラム。Climate Tech（気候テック）、フィンテック（金融）、バイオテクノロジー、エドテック（教育）とセクター別に専門家を
揃えている。EdTechでは、有名投資家やCleverやPhotomathの創業者など20名のフェローが参加しており、4週間のプログラムを受講する。

制度・仕組み

https://www.beondeck.com/edtech/On Deck
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４．事業の考察と次への提言

（4）EdTechイノベーターを支える社会実装基盤整備に向けた提言

＜提言＞ まとめ

■これら多くの支援施策の中から、「民間がやるべきもの」、「民間を支援すべきもの」、「国がやるべきもの」を議論し、次期施策検討の一助とする。
本来、国がインキュベーション・アクセラレーションプログラムを実施することは民業圧迫にもつながるが、残念ながら、EdTechに特化した事業者が国
内には多くないため、ヨーロッパの例を参考に最初の民間団体育成支援を実施を検討。
■支援主体は民間団体とし、主にメンタリング・コミュニティ創出により支援

アクセラレーション

海外発信・
体験

インキュベーション

イベント

ビジョン
メイキング

ビジネス
基礎

教育理論
基礎

技術・開発
基礎

ネット
ワーキング

採用
支援

経営戦略
支援

実証・
実装支援

技術・
開発支援

資金調達
支援

PMF（Product Market Fit）

MVP（Minimum Viable Product）

国内イベント 海外イベント自治体

広報支援

※主体は民間団体
※主にメンタリング・コミュニティ創出により支援

研究機関・
大学

企業

資本家
VC・エンジェル

技術者コミュニ
ティ

※社会人向けプログラミングスクール等

国の支援
（民間と連携した継続可能なエコシステムを

中長期視点で構築支援）

サポーター
イノベーター

公教育
民間教育
・私塾

フェーズにあった実証フィールド

〜コミュニティ〜

EdTechイ

ノベーター

次代

次次代

仲間との接点
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４．事業の考察と次への提言

＜総括＞

今回の事業は、「EdTechイノベーションのエコシステムを支える教育イノベーターをどのように支援していくべきか」というテーマの事業であったが、
初回ということもあり、試行錯誤があった点は否めない。特に、①準備・実施期間の十分な確保、②まん延防止等重点措置や海外の規制などによる対面
機会の制限、などがコミュニティ形成を検討するうえで、大きな課題となったことは事実である。

しかし、その中で次代、次次代、海外の３つの事業を実施した結果、「EdTechイノベーションのエコシステムを支える教育イノベーターをどのように支
援していくべきか」の次の政策につなげる提言を出すことができた。
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教育イノベーションを推進する担い手(EdTechイノベーター)や、それを支えるコミュニティを醸成し、
どうしたら、EdTechサービスの社会実装の基盤（エコシステム）を整えることできるか？

■挑戦者であるEdTechイノベーターの積極的な育成

■それを支える国・民間の積極的な支援

・アクセラレーション（適切なメンタリング等の機会、フェーズにあった実証フィールドの提供）
・インキュベーション（情報収集・仲間との接点を得るコミュニティ参加）
・世界市場を視野にいれたイノベーターの育成（海外のEdTechイノベーターコミュニティへの積極参加）

・民間の育成機関や情報発信機会の強化（国による民間育成機関やイベント等への直接・後方支援）
・国による実証事業の継続（ロールモデルの創出）
・国・民間によるEdTechイノベーター育成に向けた育成・支援コミュニティの創出
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